
一
続
一
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究

「
農
工
調
整
」
問
題
を
中
心
と
し
て

三
　
好

正
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
開
　
　
　
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
総
動
員
体
制
と
「
農
工
調
整
」
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
軍
事
経
済
体
制
の
破
産
と
農
業
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
労
働
需
給
構
造
と
農
村
労
働
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
職
工
農
家
と
兼
農
工
業
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
労
働
力
調
整
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
農
業
生
産
機
構
と
戦
時
農
業
要
員
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
農
業
生
産
機
構
戦
時
再
編
成
と
農
業
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
工
場
地
方
分
散
と
労
務
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
結
　
　
　
　
　
語

　
　
　
　
　
　
　
一
　
開
　
　
　
　
　
題

わ
が
国
鉱
工
業
生
産
に
お
げ
る
、
戦
時
増
産
強
行
過
程
は
、
農
業
労
働
力
の
鉱
工
業
へ
の
吸
引
を
契
機
と
し
て
、

　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（

「
農
業
問
題
」

一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
　
　
二
）

を
急
速
に
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
農
業
労
働
力
の
流
出
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
農
業
労
働
カ
の
劣
質
化
は
、
農
業
の

萎
縮
を
も
た
ら
し
た
だ
げ
で
な
く
、
農
業
に
お
げ
る
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
を
激
化
さ
せ
、
農
業
生
産
機
構
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
戦
時
軍
事
経
済
体
制
を
、
そ
の
基
盤
か
ら
崩
壌
せ
し
め
る
危
険
性
を
も
生
ぜ
し
め
た
。
　
こ
こ
に
農
業
労
働
力
の
調
整
が
、

「
農
工
調
整
」
間
題
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
根
拠
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
主
的
土
地
所
有
の
も
と
で
の
停
滞
的
生
産
力
構
造

は
、
戦
時
軍
需
生
産
へ
の
生
産
力
の
急
速
な
集
積
に
お
い
て
、
そ
の
矛
盾
を
一
挙
に
露
呈
し
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
統
制
（
労
務

配
置
措
置
）
は
、
生
産
統
制
へ
の
展
開
を
必
然
化
さ
れ
、
労
働
力
統
制
は
生
産
統
制
に
包
摂
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し

て
、
目
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
に
お
げ
る
「
脆
弱
性
」
が
、
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
で
露
呈
す
る
過
程
で
、
戦
時
労
働
市
場
統
制
は

生
産
統
制
（
生
産
機
構
の
戦
時
再
編
成
）
の
一
環
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
労
働
力
統
制
が
生
産
統
制
に
統
括
さ
れ
た
こ
と
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
戦
時
農
業
要
員
指
定
を
あ
げ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
食

糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
」
（
一
九
四
三
年
二
亘
二
八
日
閣
議
決
定
）
に
よ
る
戦
時
農
業
要
員
指
定
で
、
農
業
労
働
力
の
統
制
は
、

市
町
村
農
会
の
自
主
統
制
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
行
政
庁
の
統
制
と
な
っ
た
の
み
で
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
指
定
を
受
げ
た
も
の
が

徴
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
農
業
生
産
機
構
の
再
編
・
維
持
の
た
め
の
必
要
労
働
力
の
確
保
（
「
農
工
調
整
」
）
が
は
か
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
　
「
農
工
調
整
」
間
題
を
対
象
と
し
て
、
０
Ｄ
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
に
お
げ
る
戦
時
失
業
構
造
を
究
明
し
た

別
稿
「
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
」
の
続
稿
と
し
て
、
戦
時
下
生
産
関
係
の
一
層
の
動
揺
に
よ
る
生
産
機
構
の
強
権
的
再
編
成

過
程
に
お
げ
る
労
働
市
場
の
拡
大
構
造
を
解
明
し
、
の
目
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
「
脆
弱
性
」
の
露
呈
と
そ
の
強
権
的
補
強
に
よ

る
低
賃
銀
維
持
機
構
を
、
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。



　
ま
た
、
か
か
る
課
題
の
究
明
は
、
生
産
関
係
の
動
揺
と
そ
の
強
権
的
維
持
過
程
（
白
主
統
制
か
ら
国
家
統
制
へ
の
移
行
）
に
お
げ
る

資
本
賃
労
働
関
係
の
再
生
産
分
析
と
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
市
場
論
の
方
法
を
確
定
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
・

国
家
独
占
資
本
主
義
論
を
よ
り
具
体
的
な
資
本
主
義
論
と
し
て
解
明
す
る
方
途
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
総
動
員
体
制
と

「
農
工
調
整
」
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
軍
事
経
済
体
制
の
破
産
と
農
業
危
機

　
目
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
「
脆
弱
性
」
は
、
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
で
、
○
Ｄ
集
約
労
働
を
基
盤
と
す
る
生
産
機
構
を
崩
壊
せ
し

め
、
の
軍
事
経
済
体
制
を
破
産
さ
せ
る
こ
と
に
お
い
て
露
呈
し
た
。

　
い
集
約
労
働
体
系
の
破
産
と
生
産
崩
壊

　
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
も
と
で
の
生
産
力
停
滞
は
、
戦
争
経
済
へ
の
転
換
の
中
で
、
機
械
化
の
停
滞
と
熟
練
労
働
力
の
不
足

と
し
て
現
わ
れ
、
戦
時
下
軍
需
生
産
増
強
の
要
請
は
、
不
熟
練
労
働
力
大
量
利
用
体
系
（
戦
時
産
業
合
理
化
）
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の

不
熟
練
労
働
力
大
量
利
用
体
系
は
、
日
本
資
本
主
義
の
、
と
り
わ
け
そ
の
基
底
に
お
け
る
「
脆
弱
性
」
に
お
い
て
、
労
働
力
の
一
般

的
．
絶
対
的
不
足
を
結
果
し
た
。
特
に
、
農
村
労
働
力
の
枯
渇
は
、
内
地
労
働
力
に
よ
る
集
約
労
働
体
系
基
盤
を
動
揺
せ
し
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
集
約
労
働
体
系
の
動
揺
が
、
労
働
編
成
に
お
げ
る
「
質
的
逆
転
」
過
程
を
生
み
、
熟
練
工
の
実
働
率

（
機
械
実
働
率
）
を
高
め
る
た
め
の
労
働
編
成
（
「
補
助
工
体
系
」
）
を
解
体
し
、
強
制
徴
用
に
よ
る
植
民
地
型
強
制
労
働
へ
の
移
行
を
要

請
し
た
。
こ
の
戦
時
強
制
労
働
は
、
生
産
関
係
の
動
揺
と
そ
の
強
権
的
再
編
成
に
お
い
て
成
立
し
え
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
生
産
の

減
退
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
生
産
の
減
退
に
お
い
て
、
生
産
関
係
の
動
揺
は
、
利
潤
に
つ
い
て
は
国
家
補

　
　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
　
三
）
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立
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一
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対
高
口
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要

１
７
０
５
３
３
９
９

７
１
７
‘

８
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ｏ
８
ｏ
リ

ｏ
Ｏ
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生
需
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高要
ト
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６
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３
４
４
５
５
４
３
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高出

ポ
砺
弱
〃
８
・
二
一

３
８
７
０
７

移

，

，

１
人
０
０

輸

、ン
高
ト
２
０
６
２
３
８
８
１
０
３
０
３
５
６
２
９
４
６
１
６
８
７
７
１

入移

，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
ぴ
り
螂
胴
脳
胴
狐
洲
ｍ

輸
，ント
３
２
０
９
８
８
４
０

高

４
０
１
ｏ
Ｊ

Ｏ
）
（
０
７
‘
Ｏ
＾

Ｏ
＾
ｏ

ｎ
０
７
‘

２
２
９
（
）

産

，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
３
８
９
１
７
２
６
７

５
６
１
７
５
６
３
１
３
９
０
３
１
５
９
７

生

，

，

，

，

，

，

，

２
３
３
４
４
４
３

、
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

和昭

○

りよ）年
２
３和昭～年

１
８和昭（』料資考参業鉄製『課計統房官官長庁料資考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
　
四
）

償
（
軍
需
発
註
に
お
け
る
前
払
制
）
を
要
請
し
、
賃
銀
に
つ
い
て
は
、
分
配
形
態
（
請
負
賃
銀

制
度
）
の
矛
盾
を
暴
露
し
、
賃
銀
統
制
の
破
産
を
結
果
し
た
。

　
○
　
戦
時
下
軍
事
経
済
体
制
の
破
産

　
軍
事
経
済
体
制
は
、
そ
の
再
生
産
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
鉄
・
石
炭
の
交
通
（
連
環
）
体

　
　
　
（
１
）

系
で
あ
る
。
こ
の
連
環
体
系
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
相
対
的
安
定
期
の
終
了
と
と
も

に
激
化
し
た
市
場
間
題
の
も
と
で
、
植
民
地
体
制
の
強
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
の
連
環
体
系
の
動
揺
は
、
そ
の
最
も
弱
い
環
た
る
交
通
、
運
搬
手
段
の
破
壊
に
起

因
し
、
ま
た
、
内
地
労
働
力
に
よ
る
集
約
労
働
か
ら
植
民
地
型
強
制
労
働
へ
の
転
換
が
、

こ
の
連
環
体
系
の
動
揺
に
お
い
て
、
そ
の
弱
さ
を
植
民
地
小
規
模
製
鉄
所
建
設
と
し
て
発

現
せ
ざ
る
を
え
な
く
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
資
本
主
義
の
戦
時
軍
事
経
済
体
制
は
、
目

本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
に
お
げ
る
「
脆
弱
性
」
を
、
植
民
地
小
観
模
製
鉄
所
建
設
と
そ
の

破
産
と
し
て
露
呈
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
戦
時
軍
事
経
済

の
崩
壌
に
つ
い
て
、
○
Ｄ
鉄
鋼
生
産
の
崩
壊
と
、
の
物
動
計
画
の
挫
折
に
お
い
て
簡
単
に
ふ

れ
て
お
こ
う
。

　
　
１
　
鉄
鋼
生
産
の
崩
壊

　
鉄
鋼
生
産
に
ー
お
け
る
重
層
構
造
は
、
銑
鉄
自
給
率
の
低
さ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
鉄
鋼
の
戦
時
増
産
体
制
は
、
銑
鉄
増
産
を
軸
と
し
た
銑
鋼
一
貫
体
制
（
日
鉄
支
配



〕ｕ
口
力

場工〔備設業鉄製るげおに鮮朝
」
。
２表附

考

ヒ
ｊ
↓
恥

イ

年
力
称
能
公
問数

卜
、
刊
４
１

つ設名場工社会名

阯
榊

分

ン

○

卜
（
）

Ｏ０１３

ＯＯＯ０１３

１ＸＯ０３
基
２

ン
×
ト
０
５３

２ＸＯ０５

浦
津
二
兼
清
｛
鉄製本日炉高

ＯＯ０２６

ＯＯＯ，２６

ＯＯ０２６

ＯＯＯ，２６

ＯＯＯ，２６

Ｏ００，２６

Ｏ０４，２１

Ｏ０６９４

ＯＯ０１３

○ユＸ０２

○ユＸ０２

○ユＸ０２

Ｏ１Ｘ０２

０１×０２

０１Ｘ０２

２Ｘ０２

８Ｘ０２

５×０２

壌
和
南
浦
津
山
州
浦
原

　
　
二
　
　
　
南

平
三
平
兼
清
元
海
鎮
利

　
　
｛
　
　
　
　
　
｛

業
鉄
鉄

実
製
製

淵
川
鮮

鐘
是
朝

鉄製本目

管鋼木日

炭煙無本日

鉄製原ｕ禾

型
炉
小
高

鉄
鉄
鉄
鉄
鉄

　
白
巾
　
　
　
　
自
巾

　
玄
小
　
　
　
　
　
玄
小

粒
海
棒
粒
海

組
基
５
６
１
一
炉
炉

気
転
電
回

壌
　
津
津
浦

　
　
　
二

平
　
城
清
兼

業
業
工
業
業

　
　
重

実
鉱
波
鉱
工

　
　
周

淵
華
高
菱
研

　
　
本

鐘
大
日
三
理

鉄原

ＯＯＯ，２０ユ３×０５浦二兼鉄製木日炉平

式光孤

式導誘

式
式
式
・

導
光
光
一

誘
孤
孤
．

ＯＯＯ，９１１

ＯＯＯ，３２

Ｏ０６，９１

ＯＯＯ，７

Ｏ
Ｏ
　
“

（
Ｏ
　
　
．

９１

　
２
　
×
７
４

×
０
・

５
８
，

１
，
１
×

×
×
５

６
１
０
一　
２

４
，
１
，
４
，
ｘ

ｘ
ｘ
ｘ
２

０
３
１
０
・

１

刈
刈
　
５
．
２
．

２
　
“
×７

津城工重波周高本日

川
壌
津

仁
平
清｛
鋼
業
他

製
鉱

　
　
の

菱
菱
三
三
そ

炉気電

樹
理
，
　
パ
り

形
び
延

し
　
よ
圧

傭
板
お
・

型
　
，
塊

大
厚
中
分

Ｏ
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０
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吐
脳

う

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
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（
三
好
）

五
（

五
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高産生２‘２表附 年
１
９

年
１
８

種
晶

銑
銑
銑
イ
塊
塊
材
材
鋼
鋼
炉
口
雛
鋼
鋼
鍛
鋳
炉
二
擦
肯
高
小
原
フ
平
電
普
特
普
普
　
　
　
　
｛

鋼製菱三わ淋二兼（
鉄
。
製
み

本
の
　
。
朗
灘

鳩
趾
）
（
）

ユ
　
　
　
　
２

考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
　
六
）

休
制
）
の
強
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
銑
鉄
生
産
は
、
一
九
四
二
年

を
頂
点
に
急
速
に
減
退
し
、
輸
移
入
高
も
急
減
し
た
（
附
表
１
）
。
こ
れ
は
、
鉄

鋼
生
産
機
構
の
脆
弱
性
の
露
呈
を
意
味
し
、
そ
れ
は
、
鉄
鋼
の
需
給
構
造
の
動

揺
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
植
民
地
小
規
模
製
鉄
所
の
建
設
は
、
こ
の
鉄
鋼
生
産

機
構
の
縮
小
再
編
成
を
典
型
的
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ
れ
が

銑
鉄
不
足
を
補
う
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
附
表
２
－
１
．
２
）
。

こ
う
し
て
、
鉄
鋼
生
産
機
構
の
崩
壌
（
縮
小
再
編
成
）
に
お
い
て
、
鉄
鋼
生
産
は

崩
壊
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

　
　
２
　
物
動
計
画
の
挫
折

　
昭
和
一
八
年
度
物
動
計
画
は
、
輸
送
力
実
績
五
五
〇
〇
万
噸
（
一
七
年
度
計
画
は
年
問
海
上
輸
送
力
七
七
〇
〇
万
噸
を
基
礎
と
し
て
策
定
）

へ
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
で
策
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
局
の
急
速
な
悪
化
が
、
年
問
計
画
策
定
そ
の
も
の
を

困
難
に
し
、
同
年
九
月
末
に
は
、
　
「
陸
海
軍
ノ
船
舶
増
徴
ト
戦
力
増
強
ト
ノ
調
整
二
関
ス
ル
件
」
が
通
達
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
非
常

措
置
が
実
施
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
軍
需
省
設
置
と
企
画
院
の
廃
止
は
、
こ
の
非
常
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
一
八
年
度
物
動
計
画
は
、
後
半
に
お
い
て
完
全
に
破
産
の
様
相
を
示
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
軍
事
経
済
体
制
の
破
産
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
生
産
機
構
の
崩
壌
は
、
連
環
の
最
脆
弱
環
た
る
農
業
に
お
げ
る
生
産
機

構
の
崩
壌
に
集
中
的
に
ー
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
目
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
「
脆
弱
性
」
の
露
呈
は
、
そ
の
再
生
産
構
造
基
底

た
る
農
業
の
萎
縮
化
（
農
業
生
産
機
構
の
崩
壌
に
－
よ
る
生
産
減
退
）
を
も
た
ら
し
た
。
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究
（
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）

　
こ
の
農
業
の
萎
縮
化
は
、
い

耕
地
の
潰
減
、
の
農
業
生
産
力

の
崩
壊
、
ゆ
「
窮
迫
離
農
」
の

増
加
と
し
て
発
現
す
る
。

　
○
○
耕
地
の
潰
減

　
農
林
省
統
計
に
よ
れ
ぼ
、
耕

地
の
減
少
は
、
一
九
三
七
年
か

ら
一
九
四
四
年
に
い
た
る
問
に
、

ほ
ぼ
二
五
万
町
歩
の
減
少
を
み

た
（
附
表
３
）
。
耕
地
減
少
の
主

要
な
原
因
は
、
耕
地
拡
張
の
停

滞
と
人
為
的
変
換
を
中
心
と

す
る
潰
減
の
進
行
と
に
あ
っ
た

（
附
表
４
）
。
こ
の
人
為
的
変
換

の
内
容
は
、
工
鉱
業
用
地
、
住

宅
地
、
道
路
や
鉄
道
敷
地
、
軌

道
敷
地
へ
の
転
用
で
、
と
く
に

　
七
（
　
七
）



　
　
　
立
命
館
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済
学
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八
　
（
　
　
八
）

重
要
な
の
は
、
　
「
意
識
的
な
る
耕
作
放
棄
に
ー
よ
る
荒
廃
」
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
、
林
地
や
牧
地
へ
の
転
用
な
ど
、
農
業
の
粗
放
化

と
と
も
に
、
そ
れ
は
戦
時
食
糧
増
産
の
破
産
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
土
地
利
用
．
に
お
げ
る
粗
放
化
は
、
農
業
労
働
力
の
劣
質
化
と
絶
対
的
不
足
に
起
因
し
、
同
時
に
、
、
軍
時
的
要
請
に
よ
る
工
場

の
地
方
分
散
と
と
も
に
、
戦
時
軍
時
経
済
の
急
速
た
展
開
が
、
耕
地
の
か
か
る
潰
減
を
発
生
せ
し
め
た
。

　
の
　
農
業
生
産
力
の
崩
壊

　
地
主
的
土
地
所
有
に
制
約
さ
れ
た
日
本
農
業
で
は
、
農
業
の
資
本
蓄
積
を
困
難
な
ら
し
め
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
裸
の
手
労

働
に
よ
る
集
約
労
働
が
、
農
業
生
産
力
の
基
幹
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
農
業
生
産
機
構
は
そ
の
よ
う
た
内
容
と
し
て
成
立
し
て

い
た
。
し
た
が
・
っ
て
、
「
生
産
様
式
を
変
更
す
る
程
の
農
業
投
資
な
し
に
単
純
な
る
労
働
力
の
引
揚
げ
流
出
は
そ
れ
だ
け
生
産
力
の
減

　
　
　
　
（
３
）

少
で
あ
っ
た
」
。
な
お
、
こ
の
農
業
労
働
力
の
流
出
に
よ
る
不
足
は
、
経
営
観
模
、
作
目
、
地
域
の
違
い
な
ど
に
・
よ
っ
て
、
そ
の
影

響
を
若
干
異
に
し
て
い
た
。
い
ま
、
帝
国
農
会
編
『
時
局
下
農
業
経
営
及
び
農
家
経
済
の
動
向
』
（
一
九
三
九
年
、
昭
和
書
房
）
に
よ
っ

て
、
実
態
の
一
端
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

　
　
１
　
工
業
地
帯
と
そ
の
隣
接
地
帯
の
農
業
労
働
力

　
大
阪
府
下
農
業
は
、
戦
時
体
制
下
で
急
速
に
萎
縮
し
た
。
そ
れ
は
、
農
家
戸
数
の
激
減
と
兼
業
農
家
の
増
加
に
お
い
て
表
示
さ
れ

る
。
こ
の
兼
業
農
家
の
中
に
は
、
経
営
地
中
の
小
作
地
の
大
部
分
を
返
還
し
、
妻
の
労
働
を
主
と
し
た
米
、
読
菜
類
の
自
給
に
ま
で

経
営
を
縮
少
し
た
農
家
が
相
当
数
ふ
く
ま
れ
る
。
萎
縮
は
、
さ
ら
に
、
応
召
、
軍
需
工
業
へ
の
中
堅
労
働
力
の
移
動
と
、
旦
雇
賃
銀

急
騰
か
ら
、
余
剰
労
働
の
利
用
の
程
度
を
こ
え
た
農
外
労
働
へ
の
就
労
の
増
加
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の
粗
放
化
の
一
層
の
進
行
と
し

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。



　
ま
た
、
北
九
州
工
業
地
帯
に
隣
接
し
た
、
福
岡
県
遠
賀
郡
で
は
、
労
働
力
不
足
は
一
段
と
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
同
郡
に
お
げ
る

一
九
三
八
年
九
月
一
日
現
在
の
、
郡
内
居
住
農
家
の
男
女
青
年
一
七
才
か
ら
二
五
才
ま
で
の
者
で
、
農
業
従
事
者
比
率
は
き
わ
め
て

低
く
、
工
業
地
帯
隣
接
地
農
村
に
お
け
る
、
青
年
労
働
力
流
出
は
深
刻
で
あ
っ
た
（
附
表
５
）
。

　
　
２
　
農
業
地
帯
に
お
げ
る
農
業
労
働
力

　
東
北
型
農
業
地
帯
で
は
、
た
と
え
ぼ
福
島
県
の
ぼ
あ
い
、
戦
争
の
初
期
の
段
階
で
は
、
全
体
と
し
て
は
顕
著
な
影
響
は
み
と
め
ら

）在現日－月９年
３
８

１
９
（調態動労就業農女男年青５表附

合割 鉱
従
の

工
に
も

　
ど
る

社
な
す

会
業
事

従
も
に
る
業
す
農
事
の

鉱
従
の

工
に
も

　
ど
る

社
な
す

会
業
事

従
も
に
る
業
す
農
事
の数総

％３

９
一

７

０

９
・

４

％７

２
・

２

０

１
・

５

人
６
６０ユ

３５６

人
１
３３

０８６

人
７
９３１

３３３１

子
子
男
女

４

３
・

６６

６
・

３９１７，１３９９２１７２計
　
書
　
和
　
昭
　
』
　
向
　
動
　
の
　
済
　
経
　
家
　
農
　
び
　
及
　
営
乱
経
よ
業
こ
農
。

；
下
り

鵠
貼
会
　
７
磯
潔
韻
騰

『
帝
，

　
　
房

１
）
２
）

考備

れ
な
か
っ
た
。
農
家
戸
数
を
み
る
と
、

少
よ
り
も
大
き
く
減
少
を
し
て
い
る
。

）調会農県賀佐（者業従業農６表附

計女男

人
０
７４９５ユ

５６６，４５１

２４７４－

人
１
８６２８

１４０，２８

７７５－

人
８
９７６７

４２６２７

５６ユ４一

月
月
額

７
１
　
０
０

年
年

１
２
１
３
差

和昭

済経家農び及営経業農下局
塒
編
～
会
よ
農
頁
国
８
帝
３
乱
軸
醐
酬

　
の考う

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

　
　
　
　
総
戸
数
は
漸
減
し
た
が
、
兼
業
農
家
は
専
業
農
家
の
減

　
　
　
　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
す
ぐ
に
農
業
労
働
力
の
逼
迫
に

つ
な
ガ
る
の
で
は
な
く
、
　
「
ユ
ヒ
」
制
度
の
残
存
、
作
業
繰
上
・

繰
延
な
ど
共
同
作
業
強
化
を
積
粁
と
し
た
労
働
強
化
の
如
何
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
、
石
川
両
県
の
ぼ
あ
い
で
も
、

農
業
労
働
力
は
相
対
的
に
余
裕
を
も
っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、

農
業
基
幹
労
働
力
の
軍
需
産
業
へ
の
移
動
・
流
出
は
年
と
と
も
に

増
加
し
た
。
そ
の
流
出
先
は
、
そ
の
相
当
部
分
が
地
域
外
へ
の
流

出
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
佐
賀
農
業
地
帯
を
み
る
と
、
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
翌

年
三
月
ま
で
の
僅
か
八
ケ
月
の
問
に
、
約
五
千
人
の
減
少
を
み
せ
、

し
か
も
そ
の
大
部
分
は
、
男
子
労
働
力
で
あ
っ
た
（
附
表
６
）
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
　
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

）査調会農県貿佐（員人族家
，

家農７表附

計上以才
６
０才

６
０～”才

１
５
～７下以才６

２７４，９３３

８４２，４３３

４２２

５
，

一

８３３４３

２３３３３

６００Ｌ一

）４９１
，０９（

）５４６
，９８（

）９４５一（

３１３，３８

３０８，８７

０１５４一

４３４，６７

０９２，６７

４４１一

人
９
３１５５

８７１，６５

５８９＋

月
月
額

７
‘
　
Ｏ
Ｊ

年
年

１
２
１
３
差

和昭

　
○
　
り
　
よ
　
頁

　
３
８
　
山
　
向
　
動
　
の
　
済
　
経
　
家
　
農
　
び
　
及
　
営
　
経
　
業
　
農
　
下
　
局
　
時
　
『
　
編。
会

子
農
女
国
は
帝

内
　
，
孤
掲
括
前

１
）
２
）

考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
　
一
〇
）

か
も
な
お
、
農
業
労
働
力
構
成
の
劣
質
化
は
、
男
女
構
成
と
と
も
に
年
令
構
成
に
お
い
て
も
老
幼
化
と
し

て
進
行
し
た
（
附
表
７
）
。
こ
の
農
業
労
働
力
の
劣
質
化
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
帯
が
稲
作
地
帯
と
し
て
、

福
岡
県
山
門
郡
、
三
瀦
郡
、
そ
の
他
県
内
山
間
地
帯
か
ら
の
雇
用
労
働
力
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
こ
で
の
農
業
労
働
力
不
足
を
一
層
深
刻
化
し
、
労
力
調
整
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
戦
争
の
初
期
の
段
階
で
は
、
工
業
地
帯
隣
接
農
村
と
農
業
地
帯
農
村
と
の
間
に
、

労
働
力
不
足
に
お
い
て
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
相
違
は
、
地
主
的
土
地
所
有
に
観
定
さ
れ

た
農
業
生
産
関
係
の
弛
緩
の
進
行
状
態
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
農
業
生
産
関
係
（
地
主
小
作
関
係
）

の
動
揺
が
、
遺
制
的
慣
行
に
規
定
さ
れ
た
農
業
共
同
作
業
を
解
体
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
こ
で
の

農
業
旦
屠
化
を
進
行
さ
せ
、
都
市
旦
雇
さ
ら
に
都
市
賃
労
働
者
と
の
連
関
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

移推の口人業農８表附

計女男次年

人
千
４９

６孔１

９４５３１

６９６２１

５１８，１１

人
千
６３

６６

３８ユ，７

６７６，７

７０５，７

人
千
７５

９れ

５６３６

０２０５

８０３４

年

和
５昭

１
５

１
９

２
０

』貌変の済経村農るず通を後戦時戦『
銀
。
勧
り

　
よ考備

て
、
農
業
労
働
力
不
足
が
労
働
市
場
に
お
げ
る
労
働
力
不
足
と
の
連
関

を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
農
業
労
働
力
不
足
は
、
労
力
調
整
か

ら
農
工
調
整
の
段
階
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
農
業
労

働
力
が
、
か
か
る
一
般
的
労
働
市
場
と
の
関
連
を
も
つ
こ
と
に
お
い
て
、

そ
の
不
足
を
急
速
に
一
般
化
す
と
と
も
に
顕
在
化
し
、
戦
争
未
期
で
は

絶
対
的
不
足
を
す
ら
呼
び
お
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
農
商
省
の
、
全
国

二
〇
カ
町
村
の
標
準
農
村
に
つ
い
て
行
な
っ
た
調
査
を
も
と
に
す
る
推

計
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
四
四
年
二
月
か
ら
同
年
末
ま
で
に
、
八
八
万
二
千



）度年
１
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（
）
２
５

１
（
ツ
７
‘

Ｏ
）
（
Ｏ

９

［
ｏ
り
＾
７

差
８
円
・
７

（
０
７
‘

８
０
ｏ
ｏ

Ｏ
ｏ
ｏ
（
ｏ

’
ｏ
［
ｏ
３

’
ｏ
２

Ｑ
リ
（
Ｏ

６

１
１
（
Ｏ
ｏ
Ｏ

１
↓
１
０

ユ

１

６

９

０
４
り
＾

５

４

１

開

３

ユ

Ｑ
，
Ｕ
（
■
一
２

一

’

－

一

一

一

一

ｉ

－

－

出

４
り
４
７
’

Ｆ
０
」
４
（
Ｏ

８
（
ｏ
７
１

り
ん
７
’
’
Ｏ

支
円
ｊ
１
８
１
６

９

ユ

Ｏ

４

２

Ｏ

７
‘
２

１

事

ユ
ｏ
ｏ
（
）

ユ

３

Ｏ

〇
一
〇
〇

ユ

４

２

８

９

５

８

０
５
０

７

１

２

７
’
Ｑ
ｏ
ｏ
０

家

６

４

２

４

３

３

４

３

２

６

３

２

計

４
（
）

２

６

５

９

９

（
）
”
Ｏ

７

５

９

円
■
１
２
１
３

７
‘
（
Ｕ
（
Ｏ

３
４
７
‘

０
７

７

口
苛
ノ
ｆ

Ｏ
０
７
’

７

Ｅ
り
７
’

３

８

（
Ｏ
Ｏ
）

３
０
７

所

７

３

１

０
４
０

７

６

４

２
４
２

ｏ
，
Ｕ
４
り
ム

４
Ｑ
Ｕ
り
４

３
り
ん
り
＾

３

１

入

２

３

７

ｏ
ｏ
６
０

１

８

５

５

８

８

収
円
１
５
１
３
ユ

Ｏ
Ｏ
つ
Ｕ

８

５

ユ

９

８

９

事

５

ユ

８

６
９
０

３

５

６

６

７

３

７
’
（
Ｚ

１

９
“
１
１
一

ユ

家

目
寸

イ

○
乙
７
’
一
Ｌ
Ｏ

り
Ｏ
Ｏ
リ
ｑ
】

ｏ
Ｏ
０
４
１
■

ｎ
乙
７
‘
１
↓

所
円
』
北
１
７

７
‘
Ｏ
Ｊ
ｏ
Ｏ

５
８
０
４

１
ｏ
◎
ｏ
◎

業

８

５

９

９

７

３

４
（
）
３

（
Ｏ
り
＾
Ｑ
、
）

９

１

Ｏ

ｏ
ｏ
（
５
０

５

５

４

Ｏ
ｏ
ｏ
２

農

ｎ
ｚ
４
ｎ
６

り
ｏ
３
り
＾

３
り
＾
＾
ソ
】

４
１
１

出

１
７
‘
只
Ｕ

’
ｏ
「
ｏ
８

ｏ
◎
（
Ｏ

１

＾
ｏ
２
ｑ
）

支
円
１
７
”
１
７

７
８

ユ

８

１

２

Ｏ
Ｑ
ｏ

９

業

４
［
ｏ
ｏ
リ

一
Ｌ
Ｏ
ｎ
Ｚ
（
Ｏ

”
Ｏ
Ｏ
ワ
（
０

ｏ
ｏ
ｏ
〕
７

２

１

Ｏ

３

６

ユ

９

７

ユ

１

７

Ｏ

農

Ｑ
Ｊ
４
り
ん

ｏ
ｏ
り
ム
ｎ
ｚ

り
＾
ｎ
ｚ

４
り
ム
ユ

入

３

５

２

９

４

７

６

８

２

８

９
〇
一

収
円
１
９
１
３
ー
ユ

４

８

５

４

９

４

ユ

１

８

業

○
ム
◎
Ｏ
り
ん

ｏ
Ｊ
Ｏ
ｏ
ｕ

１

９

９

４
ｎ
６

１

■

２

５

６

２

Ｏ

ユ

５

２

５

２

１

３

農

（
ｏ
ｏ
ｏ
４

７
’
’
Ｏ

４

６

Ｆ
Ｏ
Ｏ
ム

ｏ
ｏ
４
ユ

１
積

３

５

６

４
ｏ
Ｊ
「
ｏ

２

９

５

３

９

６

面

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０
ユ
０
０
２
２

Ｏ

２

２

１

Ｏ

Ｏ

ユ
反
・
８

９

７

５

Ｏ

６

６

７

９

作

ｏ
ｏ
（
Ｏ

０
０
Ｑ
．
Ｕ

１
↓
ｑ
ｕ
４

７
６
３

耕

１
１
■
１
■

ユ

１
作
作
作

作
作
作

作
作
作

作
作
作

＼
Ｊ
／

＼
Ｊ
ノ

、
Ｊ
／

、
Ｊ
ノ

自
自
小

自
自
小

自
自
小

自
自
小

｛

｛

｛

｛

水
田
地
帯

畑
作
地
帯

山
村
地
帯

近
郊
地
帯

　
年

　
４
３

　
１
９
　
（
　
号

　
６
９
　
２
　
第
　
』
　
報
　
時
　
策
　
政
　
会
　
杜
　
『
　
会
　
調
　
協
　
』
　
向
　
動
　
の
　
農
　
過
　
と
　
移
　
変
　
の
　
造
　
構
　
業。
産
　
。

査
国
り

調
我
よ

会
『
頁

農
夫
０
６

県
晴
ユ

野
野
入

長
栢
月

）
）
２

１
　
　
２考備

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

人
の
減
少
が
み
ら
れ
る
（
附
表
８
）
。
そ
の
不
足
数
は
、
一
九
四
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

度
で
、
二
四
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
不
足
は
、
援
農
動
員
や

共
同
作
業
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
補
填
し
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

く
、
農
業
労
働
力
の
構
成
も
、
一
層
劣
質
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
労
働
市
場
の
拡
大
に
１
お
け
る
農
業
労
働
力
の
不
足
に
お
い
て
、

農
業
生
産
力
の
崩
壊
は
、
農
業
生
産
機
構
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
意
味

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ゆ
　
　
「
窮
迫
離
農
」
の
増
加

　
戦
時
下
の
農
業
萎
縮
は
、
農
家
経
営
に
、
過
小
農
の
窮
迫
と
兼
業

促
進
を
も
た
ら
し
た
。
長
野
県
農
会
が
、
平
均
耕
作
面
積
八
反
三
畝

に
近
い
過
小
農
の
多
い
代
表
的
農
村
を
、
稲
作
地
帯
、
畑
作
地
帯
、

山
村
地
帯
、
都
市
近
郊
地
帯
別
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
畑

作
地
帯
の
自
作
農
と
、
山
村
地
帯
の
小
作
農
を
の
ぞ
い
て
、
農
家
家

計
の
破
産
は
明
白
で
あ
る
（
附
表
９
）
。
し
た
が
っ
て
、
生
計
維
持
的

兼
業
へ
の
指
向
は
強
く
、
農
家
収
入
に
お
げ
る
兼
業
収
入
比
重
は
、

六
反
未
満
の
農
家
で
は
、
自
小
作
の
別
な
く
き
わ
め
て
高
い
。
ま
た
、

自
作
、
自
小
作
農
家
で
も
、
八
反
以
下
の
規
模
の
農
家
で
、
ほ
惇
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
　
一
一
）
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農
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移
　
変
　
の
　
造
　
構
　
業
　
産
　
国
　
我。
『

査
夫
調
晴
会
野
農
栢

県
　
，
野
掲
長
前

リ
２
）

考備

一
二
　
（
　
一
二
）

割
の
兼
業
収
入
と
な
っ
て
い
る
（
附
表
１
０
）
。

　
農
林
省
の
委
嘱
を
う
け
た
、
帝
国
農
会
の
「
適
正
規
模
調
査
」
（
一
九
四
〇

年
）
に
よ
る
と
、
農
家
生
活
の
不
安
定
を
う
っ
た
え
る
農
家
は
、
調
査
総
戸

数
の
七
三
・
四
劣
に
達
し
、
経
営
観
模
か
ら
す
る
と
、
一
町
五
反
か
ら
二
町

層
農
家
が
、
生
活
の
安
定
と
不
安
定
の
分
岐
点
を
な
し
て
い
る
（
附
表
ｕ
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
農
家
支
出
は
、
一
九
四
二
年
頃
か
ら
急
速
に
減
じ
、
こ
の
農

業
投
資
の
縮
小
に
よ
る
農
業
支
出
の
減
退
に
よ
っ
て
、
農
業
所
得
の
伸
び
は
、

収
入
の
伸
び
を
う
わ
ま
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
附
表
１
２
）
。
こ
の
農
家
所
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

増
加
も
、
国
債
や
軍
需
関
係
投
資
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
農
業
所
得
増
加
は
、
農
業
経
営
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
内
容

を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
米
生
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
ｃ
Ｄ
経
営
耕
地
面
積
で
は
、
自
作
農
は
急
速
に

減
少
し
、
小
作
農
は
停
滞
的
で
、
水
稲
耕
作
面
積
に
っ
い
て
は
、
と
も
に
停

滞
的
で
あ
る
。
の
米
の
反
当
生
産
額
で
は
、
自
作
、
小
作
農
と
も
に
、
同
水

準
で
停
滞
し
て
い
る
（
附
表
１
３
）
。

　
っ
ぎ
に
、
米
生
産
費
か
ら
み
る
と
、
賃
銀
の
占
め
る
割
合
が
、
自
作
、
小

作
と
も
に
増
加
し
、
自
作
で
は
、
土
地
資
本
利
子
が
、
生
産
費
構
成
比
の
み
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続
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戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

で
な
く
、
絶
対
的
に
も
低
落
し
て
い
る
。
小
作
で
は
、
小
作

料
の
割
合
が
相
当
の
低
下
を
み
せ
て
い
る
（
附
表
１
４
）
。
こ
の

よ
う
な
米
生
産
費
の
動
向
は
、
農
地
調
整
法
（
一
九
三
八
年
）
、

小
作
料
統
制
令
（
一
九
三
九
年
）
、
臨
時
農
地
価
格
統
制
令
（
一

九
四
一
年
）
、
臨
時
農
地
管
理
令
（
一
九
四
一
年
）
な
ど
の
戦
時

立
法
に
よ
る
、
農
業
生
産
機
構
の
戦
時
再
編
成
・
補
強
体
制
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も
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あ
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た
。
す
な
わ
ち
、
農

業
に
お
け
る
、
地
主
小

作
関
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の
動
揺
は
、
そ

の
上
に
成
立
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共
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作
業
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族
用

家
雇

数日役使力畜

＼

Ｊ
／

作
　
農

　
よ
　
所
　
究
　
研
　
合
　
綜
　
業
　
農
　
年

　
６
１

　
１
９
　
）
　
年

　
２
３
　
和
　
昭
　
～
　
年

　
ー
ユ
　
正
　
大
　
（
　
』
　
成

　
。
集

　
た
査

　
れ
調
。
さ
費

む
施
産

合
実
生

を
が
米

入
正
会

収
改
農

副
目
国

は
費
帝

額
ら
『

価
か
編

産
年
雄

生
１
７
幸
。

当
和
橋
成

反
昭
石
作

　
　
り

１
）
２
）
３
）

考備

（
　
一
四
）

進
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

米
生
産
費
に
お
げ
る
賃

銀
（
自
家
労
賃
を
ふ
く
め

て
）
の
も
つ
意
味
は
拡

　
　
　
　
　
　
（
７
）

大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
農
業

賃
労
働
拡
大
は
、
農
業

生
産
機
構
の
戦
時
崩
壊

過
程
で
、
食
糧
増
産
の

強
制
に
ょ
る
加
重
な
農

業
労
働
を
契
機
と
し
て
、

都
市
旦
展
を
媒
介
と
し

て
工
業
賃
銀
と
の
相
関

（
労
働
市
場
の
成
熟
）
を

生
じ
た
。
さ
ら
に
、
農

業
生
産
力
の
戦
時
崩
壊

が
、
農
業
労
働
の
集
約
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成作りよ）年
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３和昭～年
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１
正大（』成集査調費産生米会

繊

ｏ
『
ｏ

灘

榊
石

）
昌
一

チ

（
前
）
）

１
ｏ
ム考備

強
化
に
よ
る
生
産
拡
大
を
不
可
能
に
し
、
　
そ
れ
が
賃
銀
（
自
家
労
賃
）
上
昇
の
限
界
を
露
呈
せ
し
め
る
や
、
農
工
賃
銀
所
得
格
差
を

契
機
と
す
る
「
窮
迫
離
農
」
を
生
じ
た
、

　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
　
一
五
）



（
１
）

（
２
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

一
六
　
（

一
六
）

　
軍
事
経
済
体
制
は
、
植
民
地
体
制
の
強
化
に
ほ
か
な
ら
た
い
が
、
そ
の
経
済
構
造
は
、
鉄
と
石
炭
（
今
日
で
は
石
炭
に
か
わ
る
石
油
）
と
の
連
関

を
軸
と
し
た
重
化
学
工
業
生
産
力
体
系
（
連
環
体
系
）
に
ほ
か
な
ら
た
い
。
日
本
資
本
主
義
の
軍
事
経
済
体
制
は
、
地
主
的
土
地
所
有
の
上
に
成
立

し
た
内
地
労
働
力
の
集
約
労
働
を
軸
と
し
た
生
産
機
構
と
植
民
地
土
地
・
資
源
奪
取
機
構
と
の
連
環
体
系
と
し
て
成
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
内

に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
と
連
環
（
交
通
）
体
系
の
戦
争
に
よ
る
破
壊
は
、
植
民
地
強
制
労
働
の
強
権
的
強
制
を
結
果
し
た
。

　
一
九
三
七
年
を
境
と
し
て
、
海
運
自
主
統
制
が
始
っ
た
（
「
海
運
自
治
聯
盟
」
結
成
と
臨
時
船
舶
管
理
法
制
定
）
。
一
九
三
九
年
の
「
海
運
統
制
委

員
会
」
へ
の
改
組
と
そ
の
実
行
組
合
た
る
「
海
運
統
制
輸
送
組
合
」
の
設
立
に
よ
っ
て
、
国
家
統
制
へ
の
移
行
が
始
っ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
、
国

家
総
動
員
法
の
発
動
に
よ
る
本
格
的
国
家
統
制
に
移
行
し
た
（
海
運
統
制
令
公
布
、
「
海
運
統
制
輸
送
組
合
」
設
立
）
。

　
戦
争
に
よ
る
船
舶
の
損
耗
に
よ
っ
て
、
物
動
計
画
の
実
施
が
困
難
に
－
な
っ
た
。
海
運
の
か
か
至
逼
迫
は
、
統
制
強
化
に
よ
る
需
給
調
整
と
軍
徴
用

船
の
帰
航
船
腹
利
用
、
陸
運
輸
送
へ
の
転
換
で
克
服
し
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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和昭

降
　
　
規
　
　
実

以
　
　
法
　
　
送

度
　
瑠
　
輸

年
　
　
管
　
　
の

１
６
　
　
舶
　
　
船

，
　
船
　
　
汽

調
　
　
時
　
　
の

局
　
　
臨
　
　
属

総
　
　
，
　
所

運
　
　
は
　
会

海
　
　
月
　
　
営

ば
。
１
２
　
。
運

で
る
年
く
舶

ま
よ
１
５
づ
船

年
に
ら
と
は

１
５
調
か
も
降

り
会
月
に
以

よ
営
１
０
告
度

年
運
年
報
年

１
２
舶
１
２
る
１
６

和
船
和
よ
和

昭
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和昭

　
　
目
よ

　
　
『
頁

　
　
団
５
３

　
　
査
２

　
　
調
　
，

　
　
撃
社

　
　
爆
論

　
　
略
評

　
　
戦
本

　
　
国
日

。
　
衆
，

で
　
　
合
年

ま
　
　
カ
５
０

月
　
　
リ
ー
９

０
１
　
　
ｏ
メ
』

～
る
ア
壊

月
よ
　
，
崩

４
に
訳
の

は
料
冬
済

年
資
千
経

４
５
鉄
木
争

１
９
国
正
戦
。

　
　
　
本
り

１
）
２
）
３
）

考備



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

　
海
運
の
崩
壌
は
、
鉄
鋼
業
の
主
要
原
料
輸
送
距
離
を
変
化
さ
せ
た
。
日
鉄
の
ば
あ
い
で
も
、
一
九
三
八
年
を
境
と
し
て
ト
ン
マ
イ
ル
数
は
急
減
し

た
（
『
日
本
製
鉄
株
式
会
杜
史
』
一
九
五
九
年
、
四
三
二
頁
）
。
こ
れ
は
、
同
時
に
仲
継
輸
送
の
採
用
、
機
帆
船
利
用
た
ど
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の

で
も
あ
っ
た
。

　
近
藤
康
男
『
日
本
農
業
論
』
（
上
）
、
一
九
七
〇
年
御
茶
の
水
書
房
、
三
六
二
頁
。

　
法
政
大
学
大
原
杜
会
科
学
研
究
所
『
太
平
洋
戦
争
下
の
労
働
者
状
態
』
（
日
本
労
働
年
鑑
特
集
版
）
一
九
六
四
年
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
七
九
頁
。

　
農
村
労
働
力
の
劣
質
化
は
、
何
よ
り
も
そ
の
労
働
力
構
成
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
青
・
壮
年
層
男
子
農
業
労
働
力
の
激
減
に
よ
っ

て
、
女
子
労
働
力
の
比
重
が
増
加
し
、
同
時
に
、
か
か
る
労
働
力
構
成
の
変
化
は
、
農
村
人
口
構
成
に
お
い
て
も
影
響
し
、
そ
れ
は
一
五
才
以
下
人

口
の
減
少
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
た
と
え
ぼ
、
農
業
会
系
統
の
貯
蓄
、
特
に
戦
時
下
増
加
し
た
貯
蓄
の
八
○
％
近
く
が
、
国
債
以
外
の
証
券
投
資
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
（
日
本
銀
行

成構口人村農

）△（減

－
増

年
１
９年
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５和昭
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６
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．
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５
才
以
下

５
８△

８２１

６
９

リ

４
・

（５２５

）４

６
・

（８０８

）５

０
．

ｏ
３
４３１

３
）

４
・

（４８５

）０

５
・

（９７６

）３

９
・

（４６２１

男
女
計
｛

１
６
～
２
０
才

４
８
９△

２７４

２
４
２△

）２

８
．

ｏ
３
０３２

）８

７
・

３（２０８４

）０

６
・

５（２３ユ
，７

）８

３
．

２（４２２
，３

）０

２
・

３（０３３４

）８

５
一

５（５５５７

男
女
計

｛

２
１
～
５
０
才

１ｕ△
６
６

４
４△

）２

８
．

（６３０１

）３

９
・

（８７ーユ

）５

７
・

ユ（５１２２

５
）

８
・

（８４１１

）ユ８（ーユユー

）７

６
・

１（０６２２

男
女
計
｛

５
１
～
６
０
才

１
４△
８
６

７
２

）８

８
．

（６ーユ
，１

）８６（７５８

）６

５
・

ユ（３７９１

）４

８
・

（０３ユー

）８

５
一

（０７７

）２

４
．

Ｇ
Ｏ
１９１

男
女
計
｛

６
１
才
以
上

４３３１△

２９４

２
８
５△

）４９３（０２０５

）６

０
．

６（６７６７

）０

０
・

０１（６９６２ユ

）０

７
．

４（５６３６

）０

３
・

５（３８ユ
，７

）０

０
・

○ユ（９４５３１

男
女
計
｛
総

計

』貌変の済経村農るず通を後戦

比
時
成
幟
簿打
部
榊
査
）
臓
（
繊
仇

）
）
よ

１
↓
　
つ
ム

考仙

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

合割加増券証価有及蓄
｛
丁
貝会業農

・
丁

％
　
３

１

Ｏ

Ｏ

８

８
７

９０
５

０
９

４
８

７

１

国
分

円

除
加

万

（
増

百
２
９
６

Ｆ
０
３

４
７

９
６

２
０

券
資
）
恒

１
２
，

９
，

３
，

証
投

１

２

６

価
）
有
債

１

円

分

万

口
力

百
４
８
８

１
９

９
４

６
７

５
３

増

蜘

４
，

５
，

３
４
，

蓄

１

２

７

貯

１

次

年

６
１

７
１

８
１

９
ユ

和

計

年

昭

○

りよ』貌変の済経村農るず通を後戦時戦ｒ部査調銀勧考備

一
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一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
　
一
八
）

　
調
査
局
特
別
調
査
室
『
満
州
事
変
以
後
の
財
政
金
融
史
』
一
九
四
八
年
、
目
本
銀
行
調
査
局
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
箪
二
七
巻
所
収
、
三
〇

　
七
頁
）
。

（
７
）
　
農
業
生
産
機
構
に
規
定
さ
れ
た
、
米
価
に
お
け
る
労
務
費
の
極
端
な
低
さ
な
い
し
零
に
近
い
自
家
労
賃
に
。
よ
る
地
主
米
に
規
定
さ
れ
た
低
米
価
に

　
表
現
さ
れ
た
目
本
農
業
の
矛
盾
を
、
こ
の
農
業
に
お
け
る
賃
労
働
の
成
熟
．
拡
大
が
露
呈
せ
し
め
る
こ
と
と
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
労
働
力
需
給
構
造
と
農
村
労
働
力

　
目
本
農
業
の
生
産
機
構
は
、
地
主
的
土
地
所
有
の
上
に
成
立
し
た
生
産
性
の
低
い
「
裸
の
労
働
力
」
の
過
度
投
下
に
ょ
っ
て
維
持

さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
農
業
で
の
労
働
力
の
不
足
は
、
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
に
お
げ
る
農
業
賃
労
働
の
成
熟
と
拡
大
過
程
に

お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
後
進
農
業
地
帯
で
は
、
遺
制
的
賦
役
な
い
し
年
雇
の
手
労
働
が
農
業
の
基
幹
労
働
力
を
担
い
、
零
細
小
作
農
に
よ
り
提
供

さ
れ
る
賦
役
な
い
し
奉
公
人
労
働
が
、
農
業
生
産
機
構
の
軸
た
る
地
主
手
作
経
営
を
支
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
地

主
小
作
関
係
に
お
け
る
名
子
、
刈
分
小
作
関
係
の
残
存
が
、
そ
こ
で
の
労
働
関
係
に
お
げ
る
低
い
労
働
条
件
を
規
定
し
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
・
戦
時
下
の
労
働
市
場
の
拡
大
に
お
い
て
、
こ
の
遺
制
的
労
働
関
係
（
慣
行
）
を
再
編
．
温
存
す
る
こ
と
が
、
こ
の
農
業

生
産
機
構
の
維
持
の
た
め
に
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
労
働
力
の
不
足
は
、
遺
制
的
労
働
慣
行
の
再
編
成
と

結
合
し
た
措
置
と
し
て
、
労
力
調
整
を
要
請
し
、
農
業
労
働
力
の
不
足
が
一
層
深
刻
と
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
自
主
統
制
か
ら
国

家
統
制
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
遺
制
的
労
働
関
係
残
存
地
帯
に
お
げ
る
労
力
調
整
に
っ
い
て
、
具
体
的
な
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
名
子
、
刈
分
制
度
残
存
地
帯
に
お
げ
る
労
力
調
整



　
一
九
四
〇
年
、
帝
国
農
会
が
岩
手
県
農
会
と
協
力
し
て
行
な
っ
た
調
査
（
帝
国
農
会
『
岩
手
県
名
子
刈
分

制
度
残
存
地
帯
に
於
げ
る
農
業
労
力
調
整
調
査
」
、
一
九
四
二
年
）
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
岩
手
県
九

戸
郡
江
刈
村
寺
田
農
事
実
行
組
合
に
所
属
す
る
江
刈
村
の
農
業
生
産
力
は
、
米
の
反
当
収
量
で
は
全
国
平

均
の
六
〇
１
七
〇
％
に
過
ぎ
ず
（
附
表
１
５
）
、
稗
、
ソ
バ
な
ど
の
み
全
国
平
均
を
こ
え
て
い
た
。
ま
た
、
米

生
産
力
の
低
劣
な
こ
と
と
、
牛
馬
小
作
に
よ
る
畜
力
利
用
の
制
約
も
あ
っ
て
、
過
重
な
労
働
投
下
が
必
要

で
あ
っ
た
（
附
表
１
６
）
。
こ
の
過
重
な
労
働
投
下
の
最
も
必
要
な
作
業
は
、
耕
起
、
挿
秩
で
あ
り
、
そ
れ
は

ユ
イ
コ
に
頼
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
除
草
な
ど
、
本
田
稲
作
の
大
部
分

も
ユ
イ
コ
に
よ
っ
て
い
た
。
刈
取
、
結
束
な
ど
は
、
個
人
作
業
で
、

ま
た
、
運
搬
、
脱
穀
、
貯
穀
は
、
地
主
分
に
つ
い
て
は
、
ユ
イ
コ
、

自
已
の
取
前
は
、
個
人
作
業
に
よ
っ
て
い
た
。

　
地
主
に
よ
る
賦
役
徴
収
（
附
表
１
７
）
は
、
名
子
制
度
を
中
核
と
し
、

山
名
子
制
度
を
副
次
的
と
し
、
刈
分
小
作
に
も
賦
役
が
残
存
し
て
い

た
。
賦
役
の
時
期
が
、
春
の
田
植
と
秋
の
葛
荻
刈
り
敷
草
に
徴
せ
ら

れ
、
名
子
の
自
家
経
営
の
繁
忙
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
名
子
の
労

働
力
に
障
害
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賦
役
労
働
の
低
生
産
性
は
、
商
品

性
の
高
い
作
目
、
た
と
え
ぼ
養
蚕
に
お
い
て
露
呈
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
賦
役
労
働
は
も
っ
ぱ
ら
採
桑
労
働
に
使
用
さ
れ
、
飼
育
労
働
は
、

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
巾
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
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命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

役
賦
数
Ａ
日
頭
別
地
用
　
使

１
７表付嗜

数日目種業作役賦

日０９

０２ユ

０２１

８
０

７
０

４０４

整
刈
取
取
蚕
方

調稲
草
萩
薪
養
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
　
二
〇
）

雇
用
賃
労
働
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
お
、
こ
の
雇
用
労
働
力
の
供
給
源
が
、
地

頭
的
支
配
下
の
隷
属
関
係
に
あ
る
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賦
役
労
働
の
紐
帯
を
完
全
に

離
脱
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
農
業
に
お
げ
る
商
品
経
済
の
侵
入
は
、
名
子
制
度
の
解
体
を
、
ゆ
る
や
か
な
が
ら
も
進
行
さ
せ
、

名
子
の
自
作
農
化
過
程
が
進
行
し
た
。
名
子
の
自
作
農
化
は
、
そ
こ
で
の
労
働
力
の
窮
迫
販
売
に

よ
っ
て
進
行
す
る
と
と
も
に
、
動
揺
す
る
名
子
制
度
の
縮
小
再
編
成
過
程
に
お
げ
る
特
権
的
名
子

と
し
て
創
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
労
力
調
整
は
、
遺
制
的
労
働
関
係
の
縮
小
再
編
成
に
ほ
か
な
ら
た
か
っ
た
。

　
ま
た
・
農
業
賃
労
働
市
場
の
成
熟
し
た
地
帯
は
、
商
品
性
の
高
い
作
目
が
生
産
さ
れ
る
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
た
作
目
は
、
多

量
の
労
力
を
必
要
と
す
る
。
た
と
え
ぽ
、
藺
草
栽
培
は
、
戦
前
で
稲
作
の
五
倍
の
労
力
を
必
要
と
し
た
。
蔚
草
．
一
反
の
作
付
で
、
普

通
延
一
五
人
の
藺
刈
人
夫
を
必
要
と
し
、
一
町
歩
の
作
付
で
延
一
〇
〇
人
の
藺
刈
人
夫
の
雇
用
を
必
要
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
労
働
力
需
要
は
、
農
業
賃
労
働
市
場
の
成
熟
・
拡
大
な
し
に
は
充
足
さ
れ
え
な
い
。
ま
た
、
農
業
賃
労
働
市
場
の
拡
大
は
、
年
雇

彬
態
や
農
村
内
手
問
賃
の
慣
行
を
崩
壊
せ
し
め
る
な
か
で
、
旦
屠
、
季
節
傭
労
働
者
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
農
作
業
の

特
殊
性
に
規
定
さ
れ
る
だ
げ
で
な
く
、
農
業
経
営
の
発
展
段
階
と
農
業
生
産
機
構
と
に
対
応
し
た
雇
用
彬
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し

か
も
・
口
入
屋
な
い
し
仲
介
人
（
俗
称
ト
ン
ビ
）
の
介
在
、
請
取
刈
（
束
刈
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
雇
用
構
造
を
形
成
し
た
。
し
た
が

っ
て
・
戦
時
下
の
農
業
労
働
力
不
足
に
お
げ
る
、
労
力
調
整
は
、
共
同
作
業
の
強
化
、
移
動
作
喋
班
の
結
成
た
ど
、
こ
う
し
た
雇
用

構
造
に
対
応
し
た
移
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
で
の
労
力
調
整
が
、
そ
こ
で
の
雇
用
構
造
の
再
編
成
（
農
業
生

産
機
構
の
補
強
）
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
労
働
市
場
の
拡
大
を
阻
止
し
え
た
い
か
ぎ
り
、
農
業
生
産
機
構
の
変
化
な
し
に
は
、
そ
れ
は



失
敗
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
農
業
雇
用
労
働
の
実
（
闇
）
賃
銀
は
、
著
し
く
騰
貴
し
、
ま
た
農
業
労
働
力
不
足

の
進
行
を
も
阻
止
し
え
な
か
っ
た
。

　
共
同
作
業
と
雇
用
労
働
と
の
関
連
は
、
米
生
産
で
、
共
同
作
業
が
当
初
計
画
の
よ
う
に
実
施
し
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
雇

用
労
働
へ
の
依
存
は
解
消
せ
ず
に
残
っ
た
。
し
か
も
、
病
害
虫
対
策
の
た
め
の
稲
の
移
植
期
紺
制
な
ど
で
農
繁
期
の
労
働
時
期
が
重

な
り
、
調
整
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
労
働
力
不
足
を
拡
大
す
る
条
件
は
さ
ら
に
累
積
し
た
。
こ
う
し
て
、
雇
用
労
働
へ
の
依
存
は
減

少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加
さ
え
し
た
。
そ
こ
で
、
商
品
化
作
目
生
産
地
帯
と
米
生
産
地
帯
の
労
力
調
整
や
労
働
市
場
の
実
態
に
っ
い
て
、

検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
藺
草
生
産
農
業
地
帯
に
お
げ
る
農
業
賃
労
働
∴
雇
用
構
造

　
岡
山
県
御
津
郡
今
村
、
新
屋
敷
農
業
実
行
組
合
を
対
象
と
す
る
帝
国
農
会
の
調
査
（
帝
国
農
会
『
農
業
労
働
移
動
二
関
ス
ル
調
査
』
一

九
四
三
年
）
に
よ
る
と
、
今
村
は
藺
草
栽
培
の
最
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
米
生
産
に
っ
い
て
も
、
岡
山
県
南
部
は
、
技
術
的
に

は
先
進
農
業
地
帯
に
属
す
る
。
米
作
の
農
業
技
術
の
段
階
は
、
反
当
所
要
労
働
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
反
当
収
量
は
多
い
と
い
う
相
関

か
ら
す
れ
ぼ
、
挿
秩
反
当
労
力
が
、
全
国
平
均
よ
り
逢
か
に
少
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
岡
山
県
南
部
の
農
業
技
術
の
発
展
段
階
は
相

当
に
高
い
と
い
え
よ
う
（
帝
国
農
会
編
『
戦
時
下
に
於
げ
る
農
業
技
術
の
再
編
成
』
一
九
四
一
年
橘
書
店
、
一
五
頁
、
一
八
頁
）
。
ま
た
、
牛
馬

耕
の
普
及
、
機
械
化
の
普
及
に
お
い
て
も
、
先
進
的
農
業
地
帯
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
新
屋
敷
農
業
実
行
組
合
は
、
今
村
の
農
家
一
部
の
村
一
五
戸
（
総
戸
数
一
七
戸
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
農
家
戸
数
の
半
数
は
・
一

町
以
下
の
経
営
規
模
で
、
し
か
も
耕
地
の
大
部
分
は
借
入
地
で
あ
る
。
二
町
以
上
の
経
営
農
家
で
も
借
入
地
比
率
は
高
い
。
作
付
は
・

表
作
は
稲
作
、
裏
作
は
麦
ま
た
は
蘭
草
で
、
藺
草
栽
培
農
家
の
輪
作
型
式
は
、
米
・
麦
と
、
米
・
藺
草
の
二
系
列
が
あ
る
が
、
大
多

　
　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
二
一
）
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
二
二
一

数
の
農
家
は
こ
の
二
系
列
の
併
営
で
あ
一
た
。
し
た
が
一
て
、
そ
こ
で
の
農
繁
期
構
造
は
、
四
月
上
旬
か
ら
五
月
中
旬
一
麦
耕
作
、
蘭

草
除
草
一
・
六
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
・
と
く
に
七
月
中
旬
か
ら
下
旬
を
最
繁
期
一
麦
刈
、
藺
草
刈
．
後
植
な
ど
一
、
二
月
初
旬
か
ら
一

二
月
下
旬
一
稲
刈
・
麦
蒔
・
藺
植
一
差
一
て
い
る
一
附
養
一
。
そ
こ
で
、
農
業
賃
労
働
者
の
請
入
時
濯
、
こ
の
時
期
、
と
く
に
七
月

中
旬
に
集
中
す
る
・
蘭
草
の
商
品
性
を
保
持
す
る
作
業
適
期
の
制
約
が
き
び
し
い
こ
と
と
、
所
要
労
働
量
が
高
く
、
稲
作
、
麦
作
と

の
競
合
に
よ
っ
て
、
労
働
力
不
足
は
時
期
的
に
集
中
す
る
。

一
九
四
二
年
・
請
入
労
働
力
は
一
〇
二
名
一
外
年
雇
一
名
一
で
、
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家
に
、
雇
用
実
人
員
、
延
人
員
と
塞
中

し
て
い
る
・
雇
入
労
働
者
の
平
均
年
令
は
、
三
〇
代
、
四
〇
代
が
相
対
的
に
増
加
し
、
労
働
力
不
足
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。
労
働

力
供
出
地
域
は
多
様
だ
が
・
約
四
三
家
県
外
居
住
者
で
、
と
く
に
、
香
川
、
広
島
、
徳
島
県
居
住
者
が
多
数
を
し
め
て
い
る
。
職

業
は
農
民
が
多
く
・
さ
ら
に
そ
れ
は
増
加
の
傾
宴
し
め
し
て
い
る
。
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
藺
刈
作
業
の
労
働
時
問
は
、
朝
四

時
か
ら
晩
八
時
で
・
朝
三
時
か
ら
晩
二
時
と
い
う
も
の
茎
つ
た
。
賃
銀
は
、
上
中
下
三
段
階
で
、
日
給
八
円
か
ら
二
．
五
円
の

問
を
普
通
と
し
た
・
藺
草
栽
培
農
家
の
雇
用
賃
銀
の
上
昇
は
、
比
較
的
緩
慢
で
、
公
定
最
高
賃
銀
一
七
．
五
円
一
に
比
し
て
も
、
実
質

賃
銀
と
し
て
は
低
か
一
た
。
ま
た
、
藺
草
栽
培
は
、
副
業
加
工
と
蓉
し
な
い
か
ぎ
り
、
農
家
に
余
剰
を
残
さ
な
い
と
い
わ
れ
、
劣

悪
な
労
働
条
件
は
・
こ
う
し
た
農
家
経
営
の
発
展
段
階
一
さ
ら
に
は
農
業
生
産
機
構
一
に
照
応
し
、
規
定
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
経
営

耕
地
一
町
歩
以
下
の
農
家
で
・
所
有
地
が
僅
少
で
借
入
耕
地
装
の
高
い
農
家
の
停
滞
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
藺
草
作

付
面
積
は
零
細
と
な
り
、
賃
銀
労
働
者
の
雇
用
形
態
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
く
る
。

雇
用
労
働
と
農
家
と
の
関
係
は
、
一
般
的
に
は
緊
密
で
た
く
、
た
だ
一
部
の
労
働
者
と
緊
密
で
特
殊
な
関
係
が
残
存
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
・
隻
・
雇
用
慣
行
は
、
藺
草
栽
培
量
の
増
大
一
蘭
草
栽
培
方
式
の
発
展
に
規
定
さ
れ
る
一
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ま
で
の
年
雇
形



造構の期繁農家農
１
８表附

）間時－回－当反
入
テ
肥

二
　
堆

機
及
動発
刈

　
　
一
フ

用
　
ヤ

使
　
ハ
等
抵
機
大

動
　
ハ
発
草

　
　
除
車
（
水
耕
（
中
業
麦
作水
業

排
作
　
　
回

灌
方
　
　
数

田
仕
　
　
肥

本
苗
　
　
施

田
春
　
　
苗

藺
藺
　
　
春

　
　
　
｝

主が業
一
邑

｝
）イナシ用使ハ機草除（

草
セ
除
寄
春
土
及
麦
草
，
除
肥
回
施
ー
ノ
第
方
田
双

本
二
田
ビ
藺
並

｝
）ス要ヲ間手ク多梢リヨ回－第（草除回２第苗春及田本田藺

）肥分二回数（
肥
用
施
施
回
法
２
刈
第
先
田
布
本
散
田
剤
藺
薬

｝
）ル依二業作同共（蒔種ビ及業作備準ノ代苗稲

　
ビ
　
　
苗

　
及
　
　
植

　
肥
　
　
仮

　
止
　
　
稲

　
田
　
本
　
　
地

　
草
　
　
整

　
藺
　
　
　
　
掻
　
　
　
刈

　
）
　
　
代
　
　
　
草

　
　
ル

　
　
　
　
ノ
　
　
　
雑

　
依

　
　
　
　
田
　
　
　
　
畔

　
　
二

　
　
　
　
跡
　
　
　
畦

　
業
　
作
　
茜
　
　
幻
及

　
同
草
ノ
　
■
水

　
共
除
テ
　
灘
灌

　
）
（
　
ノ
イ
　
　
ビ
田

ル
植
田
続
　
及
稲

）
依
仮
　
稲
引

ル
一
ノ
　
。
ビ
　
様
バ

依
貸
稲
　
刈
及
　
　
酎
シ

ニ
問
ル
　
草
。
　
桝
多

幟
箒
橡
草
肥
り

同
及
植
　
田
続
　
除
施
ル

供
幟
恥
涌
雌
ソ
地
オ

整
同
藺
　
　
田
燥
　
共
陛
械

調
共
ビ
　
　
稲
乾
　
　
田
　
　
　
機

．
（
及
　
　
。
。
　
弥
ス
（

燥
地
植
ミ
ケ
翻
仰
業

乾
整
田
　
編
付
　
　
　
作

．
続
ノ
　
モ
泥
　
凪
田
口
カ

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

磯
篶
絡
帖

｝

｝
｝

　
　
｝

｝
｝

ルナト主ガ業ｕ

言
困

回２肥施回３２草除二メタノ草藺苗月、ノ

｝
友圭エヒノ田稲

取ゴナイ田稲

｝
　
　
｝回１肥施メタ

ノ草藺苗月、ノ

水灌田藺

）ル依二業作同共（扱
燥
稲
乾，扱

燥
稲
乾
｝
な
蒔
単
麦
簡
，，テ

刈
立
稲
畝

｝｝
）
力労１

ノ
ム
分
含
千
ヲ
ノ
肥

牛
施
バ
，
レ
水
ヨ
灌
二
，

機
ケ
転
付
耕
畔

（
地整

，

掻代短耕工ラシゴ閏藺田跡稲

主
ガ
ル
業
ナ
副
ト

｝
）シ無ハ草除（肥施

，水灌田藺

ケ付植藺允株篶落土
，

掘藺苗月八

○

りよ頁
３
５，年

４
２

１
９』査調ルス関二動移働労業農『

旬
上
中
下

｛

　
二

会農国帝考備

上
中
下
上
中
下

ｒ
．
ｔ
　
　
　
　
｛

三
月
　
　
四
月

上
中
下
｛
五
月

上
中
下
｛
六
月

上
中
下
｛
七
月

上
中
下
｛

八
、
月

上
中
下
｛
九
月

上
中
下
｛
十
月

上
中
下

｛

十
一
月

上
中
下
上
中
下

｛
　
　
　
　
｛

十
二
月
　
　
一
月

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

二
三
　
（
　
二
三
）
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二
四
　
（
　
二
四
）

態
や
村
落
内
手
問
賃
慣
行
を
解
体
さ
せ
、
旦
展
、
季
節
雇
需
要
が
増
加
し
た
。
藺
草
裁
培
の
時
期
制
約
の
強
い
労
働
力
需
要
の
充
足

の
た
め
に
、
口
入
屋
な
い
し
仲
介
人
（
俗
称
ト
ソ
ビ
）
を
媒
介
と
す
る
募
集
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
農
家
経
営
の

発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
て
、
藺
草
栽
培
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
層
稀
薄
な
雇
用
関
係
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
不

安
定
さ
の
ゆ
え
に
、
請
取
刈
が
成
立
す
る
こ
と
に
も
た
っ
た
。
こ
の
藺
草
栽
培
量
の
増
加
は
、
経
営
規
模
の
底
を
ひ
き
あ
げ
、
戸
別

栽
培
量
の
安
定
化
が
進
む
と
、
雇
用
関
係
も
安
定
的
な
も
の
と
な
る
可
能
性
を
も
っ
た
。
ま
た
、
都
市
失
業
者
層
の
縮
小
が
起
る
と
、

仲
介
者
の
存
在
す
る
余
地
は
一
層
減
退
し
、
雇
用
関
係
は
、
恒
常
的
季
節
雇
を
成
立
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
逼
迫
し
た
労
働
力
不
足

に
よ
る
統
制
の
進
行
は
、
恒
常
的
季
節
労
働
者
の
移
動
を
困
難
と
し
、
そ
こ
か
ら
共
同
作
業
、
移
動
作
業
班
へ
の
依
存
を
深
め
て
行

か
ざ
る
を
え
た
く
な
っ
た
。

　
　
　
佐
賀
農
業
地
帯
に
お
け
る
共
同
作
業
と
労
働
力
移
動

　
佐
賀
平
坦
地
帯
の
農
業
は
、
米
の
収
量
は
高
く
、
経
営
面
積
も
相
対
的
に
大
き
な
地
帯
の
農
業
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
雇
用
労
働

へ
の
依
存
は
強
か
っ
た
。
　
ま
た
、
三
化
媒
虫
対
策
の
県
令
に
よ
る
移
植
期
統
制
な
ど
に
よ
っ
て
、
農
業
労
働
の
時
期
調
整
（
共
同
作

業
）
が
困
難
と
な
り
、
労
力
不
足
は
一
挙
に
露
呈
し
た
。
佐
賀
県
農
業
労
働
研
究
所
の
調
査
（
佐
賀
県
農
業
労
働
研
究
所
『
福
岡
県
よ
り

佐
賀
県
へ
の
田
植
労
働
者
移
動
に
就
て
』
佐
賀
県
農
業
労
働
研
究
所
彙
報
第
二
号
、
一
九
四
三
年
）
に
よ
る
と
、
田
植
反
当
所
要
労
力
を
二
・

二
目
（
苗
取
り
、
植
代
掻
き
、
挿
秩
を
含
む
）
、
田
植
目
数
一
〇
日
（
植
付
遅
延
に
よ
る
減
収
を
き
た
さ
な
い
範
囲
の
目
標
日
数
）
で
計
算
し
て
、

労
力
不
足
延
数
（
佐
賀
郡
、
神
崎
郡
、
三
養
基
郡
、
小
城
郡
の
約
四
〇
ヶ
町
村
二
万
町
歩
総
計
）
は
、
六
八
、
三
九
六
人
（
延
数
）
に
達
し
た
。

こ
の
不
足
に
た
い
し
、
は
や
く
か
ら
、
福
岡
県
か
ら
の
田
植
労
働
力
の
移
動
に
依
存
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
の
移
動

実
績
調
査
で
は
、
実
人
員
で
八
、
六
八
○
人
に
達
し
た
（
附
表
１
９
）
。
一
九
四
二
年
の
雇
用
月
平
均
目
数
（
五
日
）
を
基
準
と
し
て
計
算



のへ県賀
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表
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績
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実
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動
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５
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５

賀

５
，

５
，

１

６
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÷
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目
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賀佐りよ県岡福『所

究
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研
成
働
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労
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県
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賀
就
佐
に
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４
２
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１
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４
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７
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４
ユ
２
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７
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１
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０
３

２
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６

城

５

４

＼
」
ノ

１
郡

Ｉ
Ｏ

１

基

０
３

２
５

５

７

養

３

三
１

１
１

１

郡

０
７

７
０

８

崎

Ｏ
，

３

串
ネ

１

１人
ム
人■
人

郡
ｏ
ｏ
８
１
４
ｏ
）
４

３
２

日
９

賀
４
（
０
１
１
　
，
　
　
　
，

７
，

５

佐

１
↓
つ
＾

２
ユ

１

男
女
計

員

数

｛
人

日均

請
入
人
員

延

平

… 合をのもるな備不の告報
，

村町告報未はていつに年
４
２

１
９リ考備 　

田
　
の
　
へ
　
県
　
賀
　
佐
　
り
　
よ
　
県
　
岡
　
福

　
『
　
。

　
所
成

　
究
作

　
研
り

　
働
よ

　
労
』

　
業
て

　
農
就

　
県
に

　
賀
動

　
佐
移

　
，
者

　
掲
働
。
前
労

む
　
　
植

　
２
）

す
る
と
、
延
人
員
は
約
四
四
、
○
○
○
に
も
た
る
。

ほ
か
に
、
県
内
移
動
が
あ
り
、
こ
れ
を
加
え
る
と

相
当
の
数
に
な
る
。
翌
年
に
は
、
未
報
告
や
報
告

不
備
が
あ
っ
て
正
確
な
比
較
は
困
難
だ
が
、
実
績

で
四
、
四
七
一
人
と
、
か
な
り
の
減
少
を
み
せ
て

い
る
（
附
表
２
０
）
。

　
佐
賀
県
平
坦
部
は
、
　
か
な
り
古
く
か
ら
（
大
正

初
期
）
田
植
労
働
力
が
不
足
し
、
福
岡
県
か
ら
の

移
動
労
働
力
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

田
植
労
働
力
の
移
動
慣
行
を
成
立
さ
せ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
労
力
調
整
を
行
な
う
ぼ
あ
い
、
こ

の
慣
行
を
ど
の
よ
う
に
組
み
こ
む
か
が
重
要
な
問

題
と
な
っ
た
。

　
移
動
慣
行
は
、
移
動
が
起
っ
た
初
期
で
は
、
馬
喰
た
ど
の
仲
介
を
介
在
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
仲
介
者
の
残
存
を
許

し
な
が
ら
、
伝
統
的
慣
行
に
従
っ
た
移
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
移
動
は
、
経
営
面
積
の
僅
少
な
農
家
、
晒
蟻
生
産
者
の
ほ
か
、
嫁

入
仕
度
金
を
稼
ぐ
た
め
の
移
動
な
ど
の
、
種
々
の
事
情
に
起
因
し
た
。
ま
た
、
副
業
の
藁
加
工
材
料
の
確
保
の
た
め
に
、
労
力
を
提

供
す
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
労
力
調
整
は
、
農
業
賃
労
働
の
こ
の
よ
う
な
段
階
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
実
効
を
も
ち
う
る
た

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
　
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
　
二
六
）

め
に
は
、
移
動
慣
行
を
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
労
力
調
整
の
担
当
者
の
「
労
力
移
動
の
統

制
に
対
し
て
は
慣
行
を
尊
重
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
然
し
や
り
方
に
よ
れ
ぽ
何
と
で
も
出
来
る
の
で
あ
る
と
一
応
考
へ
ら
れ

も
す
る
げ
れ
ど
も
統
制
令
の
権
威
に
も
拘
は
る
の
で
充
分
考
へ
て
行
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
」
（
「
田
植
労
力
移
動
調
整
に
関
す
る
佐
賀
県
福
岡

県
連
絡
打
合
会
速
記
録
」
一
九
四
二
年
五
月
、
前
掲
、
佐
賀
県
農
業
労
働
研
究
所
『
福
岡
県
よ
り
佐
賀
県
へ
の
田
植
労
働
者
移
動
に
就
て
』
所
収
）

と
い
う
言
葉
の
中
に
、
最
も
よ
く
そ
の
矛
盾
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
労
力
調
整
が
、
農
業
賃
労
働
市
場
の
拡
大

（
農
業
生
産
機
構
の
動
揺
）
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
り
た
が
ら
、
労
力
調
整
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
機
構
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
こ
と
の
矛
盾
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
戦
時
下
農
業
労
働
力
の
逼
迫
の
内
容
は
、
ｃ
Ｄ
地
主
的
土
地
所
有
と
耕
作
規
模
、
農
業
技
術
と
機
械
化
、
労
働
な
い
し
雇
用
慣
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

規
定
さ
れ
た
農
業
経
営
の
発
展
段
階
に
照
応
し
、
の
戦
時
食
糧
増
産
政
策
に
お
げ
る
、
、
臨
時
農
地
管
理
令
、
農
業
生
産
統
制
令
な
ど

に
よ
る
離
農
統
制
が
、
農
業
労
働
力
の
移
動
を
一
層
困
難
に
し
、
農
業
生
産
機
構
の
保
持
と
労
働
市
場
拡
大
と
の
問
の
矛
盾
の
顕
在

化
を
し
め
し
ゆ
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
も
と
で
、
地
主
的
土
地
所
有
に
観
定
さ
れ
た
労
働
慣
行
が
一
層
弛
緩
し
た
こ
と
が
、
雇
用
賃
銀

の
高
騰
を
結
果
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
戦
時
食
糧
増
産
に
お
い
て
、
最
大
の
桂
桔
と
な
っ
た
農
業
労
働
力
不
足
に
た
い
し
、
共
同
作
業
の
促
進
、
移
動
労
働
力
調
整
、
援

農
動
員
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
不
足
す
る
農
業
労
働
力
の
調
達
は
第
一
ｔ
、
　
「
む
ら
仕
事
」
に
お
げ
る
村
落
皆
労
強
化
、
第
二

に
、
　
「
隣
保
共
助
」
に
も
と
づ
く
共
同
作
業
、
共
同
利
用
、
共
同
炊
事
な
ど
の
実
施
、
第
三
に
、
農
繁
期
の
時
期
的
分
散
、
第
四
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

畜
力
、
機
械
力
投
入
を
積
秤
と
す
る
労
働
能
率
の
改
善
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
追
加
労
働
の
こ
う
し
た
析
出
を
基
礎
に
、
労
力
と

農
家
収
入
を
基
準
と
し
た
作
付
統
制
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
農
業
生
産
統
制
の
展
開
軸
と
し
て
の
生
産
力
は
、
こ
の
農
繁
期



共
同
作
業
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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地
　
農

耕
　
県

作
　
賀

稲
　
佐

ま
　
　
『

剛
一
所

）
子
究

　
女
研

（
は
働

ち
内
労

う
）
業

の
　
農

積
（
県
。

面
ち
賀
り

地
う
佐
よ

耕
の
　
，
』

営
働
掲
－

経
労
前
告

　
　
　
報

１
）
２
）
３
）

考備

い
て
出
役
日
数
が
超
過
し
て
い
る
（
附
表
２
３
）
。
自
作
の
ば
あ
い
で
も
、
五
反
未
満
の
経
営
農
家
で
は
出
役
が
超
過
し
て
い
る
。

わ
ち
、
共
同
作
業
は
、
経
営
規
模
の
小
さ
た
農
家
に
と
っ
て
、
労
働
力
不
足
下
で
の
低
賃
銀
で
の
賃
労
働
強
制
で
あ
り
、

営
農
家
に
と
っ
て
は
、
不
足
労
働
力
の
確
保
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
大
規
模
経
営
農
家
の
労
働
力
確
保
の
た
め
に
、

「
ユ
ィ
」
の
再
編
成
強
化
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
「
ユ
ィ
」
は
、
本
来
は
出
役
、
受
役
労
働
の
一
致
が
原
則
で
あ
る
が
、

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
　
二
七
）

た
事
例
（
佐
賀
県
佐
賀
郡
兵
庫
村
西

淵
農
事
実
行
組
合
）
に
よ
る
と
、
全

農
作
業
が
共
同
化
さ
れ
た
が
、
こ

の
農
家
労
働
力
の
全
面
的
利
用
形

態
で
の
実
施
計
画
は
実
積
と
齪
鰯

し
、
そ
こ
に
雇
用
労
働
力
需
要
を

生
ぜ
し
め
る
と
と
も
に
、
共
同
作

業
で
の
労
力
出
超
と
入
超
の
不
均

衡
を
も
た
ら
し
た
（
附
表
２
１
・
２
２
）
。

　
共
同
作
業
の
受
役
、
出
役
に
つ

い
て
は
、
経
営
耕
地
面
積
が
一
町

未
満
の
ぼ
あ
い
は
、
自
作
を
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
経



立
命
館
経
済
学
（
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二
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二
八
　
（
　
二
八
）

）り当戸○況状働労ｕ男乍〉Ｊ自
２
３表附

数総雇年業農業作同共

員
　
数

数戸ｕ男員人

計

以
上
三
人
二
人一

人

出
役
日
数

受
役
日
数

手

伝

人

季
節
及
臨
時
雇

雇年

年
雇
そ
の
他

農
業
生
産

被
傭
出
稼
日
数

農
業
労
働
能
カ

調
査
戸
数

ｕ男狭広地耕営経

自
小
作
別

人
１
４
２
５
３
４
３
３
５
５
２
５
４

　
　
　
　
　
　
　
１

戸
１
４
２
４
３
１
２
９
３
５
２
２
６

　
　
　
　
　
　
　
１

戸
一
　
　
　
　
５

５

戸
一
　
ユ
３
　
４

９
一
１
７

戸
１
４
２
３
２
８
２
５
２
１
２
０
４

　
　
　
　
　
　
　
１

日
”

０６

”４１１
８０１

９２１

０７

６８

日
Ｈ

“２０１
７１１

８１１

３６！

０ーユ

９８

日
ｕ

３３

９３

６４

“５６
９８

０４

日
３
７

１５１

５２２

６０３

２６４

２４４

４６８

１５２

人
Ｏ
．
Ｏ
．
』
　
　
１
０
　
』

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

３０

００

人
”
　
ユ
　
　
ー
０
　
　
１
ー
　
ユ
　
　
ー
５
　
３
．
ユ

０
０
０
０
０
０
０
０

日
８
５４

７１３

９０２

４２２

８５１

“

１５２

人
ぷ
３
　
　
１
６
ユ
　
　
ー
３
　
　
１
５
　
　
１
２
　
　
１
６

１
２
２
３
３
３
４
２

戸
７
５
５
９
４
８
７
１
０
２
１
０
８
７
３

２
４
５
３
３
１
０

　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
反

　
　
５
町

　
町
町
２
町
町
　
均

満
１
１
反
３
５
上
平

未
～
一
５
～
～
以
は

反
反
町
町
町
町
町
又

５
５
１
１
２
３
５
計

自

作

１

１
４

７

２
１

２
１

８

７
１

ユ

皿

６

２
０

１
８

６

６
３

１
■
　
１
１
一

１
　
３

ｎ
６
　
ｏ
Ｏ

１

１
２

５

１
９

１
５

４

５
５

４３

４８

Ｏ０１

１３１

９０！

”８４
７９

い
９７

蝸９２１
ーユー

６１１

“
”

〕
ユ，２

”０３

〃７４
８２１

洲

０３

Ｈ３１１
８３１

１’５２

３１４

９２６

２３１

ＯＯ

ＯＯ

ＯＯ

ＯＯ

〕
い
い

ＯＯ

ＯＯ

ＯＯ

い２０
９０

００

０８５

８４４

９４２

７３２

０７１

５８

０１３

Ｈ２２
５２

８２

３３

５３

７３

６２

９ユ２

６６６

７５７

８５４

１４３

９
５

５４５，２

　
　
反
町

　
　
一
Ｌ
Ｏ
　
０
４

　
町
町
～
町
町
　
均

満
１
１
反
３
５
上
平

未
～
～
５
一
～
以
は

反
反
町
町
町
町
町
又

５
５
ユ
ー
２
３
５
計

自
作
兼
小
作

一
２
１
一
３

一
６

り
＾
　
１
・
一

ｏ
Ｏ
　
　
　
＾
Ｏ

一
２
ユ
　
３

６

４２

７７

８７

７９

６２１

５０１

２７

０２

９６

７７

Ｏ０１

４３１

２ユー

一
』６

Ｈ
〕
〕
“
５２

”
０４

Ｈ

ｕ５６
９６

５０１

７３１

６５１

０５２

６６

００

ＯＯ

００

一
１
００

００

ＯＯ

１０

ＯＯ

２８７

３ユ６

３５２

１５１

３６１

８０１

一
カ

４
５

Ｈ２２
５２

７２

０３

２３

“２２

９７１

９３２

２０２

８
５

５
９

１
９

１

４８７

　
　
反
町

　
　
［
ｏ
　
ｎ
６

　
町
町
～
町
町
　
均

満
１
１
反
３
５
上
平

未
一
一
５
～
一
以
は

反
反
町
町
町
町
町
又

５
５
１
１
２
３
５
計

小
　
　
　
作

１
５
０
２
４
９
０
３

　
　
’
４
　
４
　
５
　
７
　
１
３

　
　
　
　
　
　
２

ユ

Ｆ
ｏ
　
８
　
ｏ
ｏ
　
ｏ
）
　
６
　
８
　
７

　
つ
、
Ｕ
　
ｎ
ｏ
　
４
　
５
　
　
　
ｏ
）

　
　
　
　
　
１

一
」
０
　
　
　
Ｆ
Ｏ

ｎ
■
一
　
４

５

１
２

２
５

１
民
Ｕ
　
（
ｏ
　
４
　
４
　
ｏ
Ｊ
　
＾
ｏ
　
７
‘

　
３
一
３
４
３
　
　
　
６

　
　
　
　
　
１

６２

５７

７９

１２１

０１１

４１１

”９８

２２

０７

６９

２２１

６１１

８３１

７７

９８

Ｈ３２
９２

５３

＾
Ｈ６０１
９２

３４

９９

８４１

３０２

２３３

５０４

２１７

８６１

００

ＯＯ

００

００

００

４０

２０

ＯＯ

００

ＯＯ

ＯＯ

ＯＯ

１０

４０

６０

００

４８５

３３４

５３２

４２２

６５１

７６

９０３

“２２
６２

９２

２３

４３

９３

５２

３７６

４６３１

７０５，１

４１９

２０９

４２２

１
８

２０４５

　
　
反
町

　
　
Ｆ
ｏ
　
ｎ
乙

　
町
町
～
町
町
　
均

満
１
１
反
３
５
上
平

未
～
～
５
～
～
以
は

反
反
町
町
町
町
町
又

５
５
１
１
２
３
５
計

総
　
　
　
数

○りよ年
４
３

１
９）帯地作畑兼作田（輯二第』告報査調模規正適『会業農央中考備



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

勤
労
奉
仕
な
ど
「
手
問
返
し
」
の
欠
如
し
た
出
役
が
単
独
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
　
「
ユ
ィ
」
は
、
労
働
力
の
み
で

な
く
、
畜
力
に
っ
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
共
同
作
業
に
お
げ
る
出
役
、
受
役
の
不
均
衡
が
、
そ
こ
で
の
賃
労
働

化
を
進
行
さ
せ
、
ま
た
、
労
働
力
移
動
に
お
け
る
移
動
慣
行
の
残
存
と
と
も
に
、
農
業
労
力
の
不
足
を
農
業
賃
銀
労
働
カ
不
足
と
し

て
発
現
さ
せ
、
農
繁
期
農
業
労
働
の
賃
銀
を
高
騰
さ
せ
た
。
一
九
三
七
年
に
は
、
佐
賀
農
業
地
帯
で
、
稲
脱
穀
と
麦
蒔
付
直
前
に
農

業
賃
労
働
者
が
結
束
し
、
賃
銀
の
大
幅
増
額
を
要
求
し
た
こ
と
が
契
機
と
た
っ
て
、
労
働
力
移
動
を
系
統
農
会
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
三
七
年
度
冬
期
農
業
労
働
力
移
動
の
自
主
統
制
が
始
り
、
翌
年
に
は
、
計
画
的
移
動
の
た
め
に
、
移
動
班

　
　
　
　
　
（
４
）

が
結
成
さ
れ
た
。

　
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
に
よ
る
農
業
生
産
機
構
崩
壌
の
危
機
は
、
戦
時
下
で
一
層
進
ん
だ
が
、
こ
の
農
業
生
産
機
構
の
補
強
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

在
村
労
働
力
の
皆
労
化
と
追
加
労
働
（
勤
労
奉
仕
）
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働
力
調
達
が
、
結
局
は
大
規
模
経
営

農
家
の
労
働
力
確
保
に
過
ぎ
な
か
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
、
自
作
農
創
設
維
持
政
策
の
戦
時
形
態
に
ほ
か
な
ら
ず
、
後
に
、
安
定
農
家

や
標
準
農
村
構
想
に
い
た
る
契
機
を
胚
胎
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
系
統
農
会
に
よ
る
労
力
調
整
は
、
農
業
旦
展
の
折
出
と
そ
れ
を
ふ
く
め
た
労
力
調
整
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

協
定
賃
銀
を
成
立
さ
せ
た
。
共
同
作
業
や
移
動
班
が
、
労
働
市
場
拡
大
を
基
礎
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
自
已
矛

盾
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
賃
銀
は
必
然
的
要
誇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
賃
銀
は
、
実
際
の
賃
銀
水
準
よ
り
も
か
な
り
低
く

決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
出
役
超
過
の
零
細
農
民
労
働
の
奪
取
と
な
り
、
戦
時
下
労
働
市
場
の
拡
大
の
中
で
、
労
力
調
達
を
困
難
に
し
、

実
質
賃
銀
を
高
騰
さ
せ
、
自
主
統
制
を
破
産
せ
し
め
た
。
と
く
に
、
雇
用
労
働
者
の
賃
銀
ま
で
、
こ
の
協
定
化
が
お
よ
び
え
な
か
っ

た
こ
と
で
、
こ
の
自
主
統
制
の
破
産
は
当
然
で
あ
っ
た
。
系
統
農
会
に
よ
る
労
力
調
達
の
破
産
は
、
協
定
（
自
主
統
制
）
賃
銀
の
実
効

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
二
九
）



　
　
　
立
命
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学
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三
〇
　
（
　
三
〇
）

を
喪
失
せ
し
め
、
鉱
工
業
賃
銀
統
制
の
基
盤
を
崩
壌
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
農
業
旦
屠
賃
銀
の
国
家
統
制
が
要
請
さ
れ
、
　
「
土
木
建
築

業
、
運
輸
取
扱
業
、
農
業
及
林
業
労
務
者
ノ
最
低
賃
銀
及
最
高
賃
銀
決
定
ノ
件
」
（
一
九
四
二
年
二
月
三
日
厚
生
省
発
労
第
九
号
）
が
厚

生
次
官
か
ら
各
地
方
長
官
宛
に
通
牒
さ
れ
、
農
業
旦
展
賃
銀
は
公
定
さ
れ
た
。
農
業
賃
銀
統
制
の
強
化
は
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四

三
年
）

の
国
民
動
員
計
画
（
五
月
三
日
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　
　
（
５
）

に
よ
る
農
工
調
整
、

銀賃働労業農準標国全
２
４表附

銀賃際実銀賃定協定公

女男女男

２８

４
・

３５

５
．

２４

４
・

４７

４
．

６３

４
．

６２

４
．

Ｆ
ｏ

４

３
．

７４

４
・

５９

３
．

１０

４
．

３８

３
・

８６

４
．

２５

４
・

０４

４
・

８９

６
・

７６

６
一

１７

５
．

２ユ

６
．

５２

６
・

６９

５
．

６１

５
一

４４

５
一

２３

５
一

６４

５
・

７３

５
一

８６

６
・

０２

６
．

２９

５
・

）６２

２
・

（９

円
８
１
・

）８５

２
．

（４ユ

２
・

）３ユ

２
・

（４７

１
・

）６２

２
・

（５８

１
一

）２１

２
・

（６７

１
一

）１２

２
・

（

｝

８
５
一

戸
）６８

１
・

（６５

１
一

）８９

１
・

（８６

１
一

）１９

１
一

（９５

１
一

）８８

１
一

（３６

１
・

）６９

１
一

（７６

１
・

）３２

２
・

（５７

１
・

）２９

１
・

（９５

１
一

）０１

２
．

（４７

１
一

）９９

２
・

（３

円
２
２
。

）４０

３
・

（５５

２
．

）６６

２
・

（１２

２
・

）９８

２
・

（２４

２
．

）９７

２
・

（２３

３
・

）７８

２
・

（

｝

３
８
　
一

２
．

｝
）５７

１
・

（１９

１
一

）６４

２
．

（８０

２
．

）６４

２
一

（２０

２
．

）０５

２
．

（４ユ

２
・

）８５

２
・

（７ユ

２
・

）９２

３
・

（８２

２
・

）５４

２
・

（３１

２
・

）７６

２
・

（１２

２
・

地
植
理
整
整
地
播
桑
育
掛
穫
造
茶
業
均

整
　
瞠
調
調
整
　
　
　
　
　
　
作

短
　
糊
穫
穫
転
　
　
　
　
　
般

　
　
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

悦
岐
噸
唯
何
　
他

　
水
稲
作
　
　
　
麦
作
　
　
養
蚕
　
　
果
樹
　
製
其
平

　
　
成

　
　
作

　
　
り

　
　
よ

　
　
』

　
　
査

　
　
調

　
　
る

　
　
す

　
　
関

　
　
に

　
　
銀

　
　
賃

　
　
働

　
　
労

　
　
業

乳
　
農

蟻

全
榊
業

年
　
　
農

４
４
）
国

１
９
（
全

１
）
２
）
３
）

考備

第
三
次
食
糧
増
産
対
策
た
る
「
食
糧
自
給
態
勢
強
化
要
綱
」

　
（
一
九
四
三
年
二
百
二
八
日
閣
議
決
定
）
に
よ
る
戦
時
農
業

　
要
員
指
定
、
一
九
四
四
年
の
農
業
生
産
統
制
令
改
正
に
ょ

　
る
戦
時
農
業
要
員
の
法
制
化
な
ど
、
農
業
労
働
力
統
制
の

　
強
化
過
程
と
対
応
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
に
お
け
る
労

　
力
調
整
は
実
質
的
に
は
農
業
徴
用
と
な
っ
た
。

銀賃働労の外以業農
２
５表附

値

１

３
２
３
５
５
２
４
７

２
円
．
３

３

７

９

２

６

６

２

４

高

４

５
９
・
３
．

３５
一

２
一

８
・
一

最

２
２
２
１
２
２
ユ
２

１
値

７
２
７
４
５
９
２
２
２

１
円
一

ユ

７

８

１

ユ

２

９

９

８

通
－

８
１

８
．
７

１

７
８
．
０
．

普

１
－
一
１
↓
１
■
１
■
一
　
１
■
１
■

ｈ
５
．
焦

１
工
官
葺
伝
木
材
役
均
銀
率
　
　
　
　
　
　
　
賃
倍

根

働

る

労

す

大
左
屋
手
伐
運

業

対

｛

農
こ
セ

関
係

関
係

子

上

土
木
建
築

山
林
雑
平
男

同

働労業
農
。
『
成
部
作
査
り
調
よ
会
』
業
査
農
調
国
る
全
す，関

掲
に
前
銀

　
賃考備



　
統
制
の
か
か
る
強
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
（
闇
）
賃
銀
は
高
騰
し
、
公
定
賃
銀
と
の
格
差
は
大
き
く
な
っ
た
（
附
表
２
４
）
。
ま
た
、

実
際
賃
銀
と
の
極
端
な
格
差
に
よ
っ
て
、
農
業
労
働
賃
銀
統
制
の
実
効
は
著
し
く
失
わ
れ
た
。
こ
の
実
効
回
復
の
た
め
に
は
、
公
定

賃
銀
の
改
訂
を
せ
ざ
る
を
え
ず
、
一
九
四
五
年
六
月
に
な
っ
て
改
訂
さ
れ
た
。
し
か
し
な
お
、
そ
れ
で
も
農
業
労
働
賃
銀
は
、
農
業

以
外
の
目
賃
銀
よ
り
は
は
る
か
に
低
か
っ
た
（
附
表
２
５
）
。

　
労
力
調
整
が
、
農
工
調
整
、
離
農
統
制
、
　
（
実
質
的
農
業
徴
用
）
へ
展
開
す
る
と
と
も
に
、
援
農
動
員
も
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

農
業
労
働
力
は
、
そ
れ
ら
に
ー
よ
っ
て
補
填
さ
れ
う
る
程
度
を
は
る
か
に
超
え
た
労
働
力
不
足
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。

　
　
（
１
）
　
戦
時
食
糧
増
産
対
策
は
、
一
九
四
一
年
度
を
初
年
度
と
す
る
主
要
食
糧
等
自
給
強
化
十
ケ
年
計
画
に
始
ま
る
。
つ
い
で
、
食
糧
増
産
応
急
対
策
の

　
　
　
閣
議
決
定
（
一
九
四
三
年
六
月
四
日
決
定
）
、
第
二
次
食
糧
増
産
対
策
要
綱
（
一
九
四
三
年
八
月
一
七
日
閣
議
決
定
）
、
第
三
次
食
糧
増
産
対
策
（
一

　
　
　
九
四
四
年
）
、
食
糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
（
一
九
四
四
年
二
一
月
二
八
日
閣
議
決
定
）
が
実
施
に
移
さ
れ
た
。

　
　
（
２
）
　
佐
賀
県
農
業
労
働
研
究
所
指
導
の
実
験
農
村
で
は
、
稲
作
反
当
所
要
労
力
改
善
に
お
い
て
、
苗
代
で
二
〇
％
強
の
節
約
を
播
種
機
利
用
と
共
同
苗

　
　
　
代
で
、
本
田
耕
起
は
耕
地
交
換
分
合
で
二
〇
％
、
田
植
労
働
は
縦
縄
規
準
往
復
植
採
用
で
五
〇
％
、
灌
激
水
管
理
は
耕
地
整
理
と
集
団
共
同
化
で
二

　
　
　
〇
％
弱
、
刈
坂
脱
穀
に
つ
い
て
は
耕
地
集
団
共
同
化
と
自
働
脱
穀
機
投
入
に
よ
り
三
〇
％
弱
の
節
約
を
目
標
と
し
て
い
た
。

　
　
（
３
）
　
農
林
省
農
政
局
『
戦
時
下
農
業
労
働
力
の
現
状
並
に
農
業
上
の
諸
変
化
に
関
す
る
調
査
』
一
九
四
二
年
、
ニ
ハ
一
頁
。

　
　
（
４
）
　
前
掲
、
帝
国
農
会
『
時
局
下
農
業
経
営
及
び
農
家
経
営
の
動
向
』
四
二
頁
。

　
　
（
５
）
　
一
九
四
三
年
春
期
農
繁
期
に
お
け
る
労
力
調
整
計
画
に
っ
い
て
の
農
林
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
年
に
比
較
し
て
、
件
数
・
出
動
人
員
共
に
以
下

　
　
　
の
ご
と
く
増
加
し
て
い
る
（
帝
国
農
会
『
大
目
本
農
会
報
』
一
九
四
三
年
五
月
号
、
五
六
－
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
い
共
　
同
　
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
組
合
数

　
　
　
　
　
　
作
業
別
　
　
　
　
　
一
九
四
三
年
　
　
　
　
一
九
四
二
年

　
　
　
　
苗
　
代
七
八
、
四
〇
〇
七
三
、
五
〇
〇

　
　
　
　
田
　
植
一
四
一
、
四
〇
〇
二
二
一
、
○
○
○

　
　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
三
一
）



（
６
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

三
二
　
（
　
三
二
）

麦
刈
七
六
、
五
〇
〇
六
八
、
○
○
○

麦
脱
穀
調
整
　
　
九
五
、
○
○
○
　
　
八
二
、
○
○
○

　
　
○
　
婦
人
労
働
活
用
施
設

　
　
種
　
別
　
　
　
　
　
開
設
個
所
数
　
　
　
　
　
　
参
加
人
員

　
共
同
炊
事
場
　
　
五
三
、
九
〇
〇
　
　
　
　
九
二
四
、
○
○
○

　
託
　
　
児
　
　
所
　
　
　
三
八
、
○
○
○
　
　
　
　
、
七
八
四
、
○
○
○
（
受
託
児
数
）

　
共
同
浴
場
　
　
六
、
二
〇
〇
　
　
　
　
五
六
、
○
○
○

　
　
　
嘗
　
移
動
労
働
（
単
位
百
人
）

　
　
種
房
　
　
　
班
　
数
　
　
　
　
実
人
員
　
　
　
　
延
人
員

　
県
外
移
動
　
　
三
、
八
○
〇
　
　
二
三
、
六
〇
〇
　
　
　
一
九
二
、
○
○
○

　
　
　
（
マ
マ
）

　
県
内
郡
外
移
動
　
　
一
〇
、
四
〇
〇
　
　
　
　
七
八
、
三
〇
〇
　
　
　
　
　
四
八
五
、
○
Ｏ
○

　
　
　
（
マ
マ
）

　
県
内
郡
外
移
動
　
　
三
三
、
四
〇
〇
　
　
　
二
三
四
、
○
○
○
　
　
　
　
、
二
五
八
、
○
○
○

　
　
　
計
四
七
、
六
〇
〇
三
三
五
、
九
〇
〇
、
九
三
五
、
○
○
○

　
　
　
鱒
　
青
少
年
学
徒
勤
労
奉
仕

　
　
学
校
種
別
　
　
　
参
加
校
数
　
　
実
人
員
　
　
　
延
人
貝
　
　
一
九
四
二
年
（
春
季
延
人
員
）

　
国
民
学
校
　
　
　
ニ
ハ
　
　
三
、
七
七
〇
　
　
三
一
、
九
五
〇
　
　
二
三
、
六
八
○

　
男
子
中
等
学
校
　
　
　
一
・
五
　
　
　
　
　
六
六
〇
　
　
　
　
四
、
〇
七
〇
　
　
　
　
二
、
四
四
〇

　
女
子
中
等
学
校
　
　
　
一
・
三
　
　
　
　
　
四
六
〇
　
　
　
　
二
、
八
九
〇
　
　
　
　
二
、
一
五
〇

　
高
専
・
大
学
　
　
○
・
〇
九
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
　
二
一
〇
　
　
　
　
一
〇
〇

　
　
　
計
一
八
・
八
八
四
、
九
二
〇
三
九
、
〇
三
〇
二
九
、
三
七
〇

　
　
　
　
　
　
備
考
　
共
同
作
業
に
つ
い
て
は
、
耕
転
整
地
、
除
草
、
稲
病
虫
害
防
除
等
部
分
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
共
同
作
業
は
含
ま
ず
。

　
一
九
四
五
年
度
の
農
業
労
働
力
総
供
給
量
は
延
二
二
億
二
〇
〇
万
人
で
、
需
要
量
に
た
い
し
延
七
億
人
余
の
不
足
が
み
こ
ま
れ
た
。
こ
れ
に
当
年

度
転
出
見
込
数
二
〇
万
人
を
考
慮
す
る
と
、
実
人
員
で
約
二
四
〇
万
人
の
不
足
と
推
定
さ
れ
た
（
法
政
大
学
大
原
杜
会
科
学
研
究
所
『
太
平
洋
戦
争

下
の
労
働
老
状
態
』
日
本
労
働
年
鑑
特
集
版
、
一
九
六
四
年
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
七
九
頁
）
。



）年
４
０

１
９（合割数戸ｕ易類種業本及業阯

百
田

の家農業兼並家農業専
２
６表附

計上以町

１
５

～町３

町５町

～
３
町２

反
町

「
ｏ
ｎ
ｚ

町
～
い
１
　
反～
５

町
町

ほ

　
町～１

反

ド
満未反

１
５

６

６
・

４０

０
・

５４

５
一

５１

２
一

６１

３
・

５０

９
・

４９

９
．

３％２７２家農業専

舳
“
”
胴４エユ

舳９
７
・

４

“
“８
７
一

２

１

１
・

ユ

０

０
・

５

Ｈ
”
躰５
６
．

ユ

蝸６５・１
６

４
・

４

洲
”
“４
２
．

１

Ｈ
”９
７
・

３

“
蝸
”６Ｌ１
５

１
一

１

蝸２
２
一

４

舳
舳
“
”９
５
・

ユ

“０
０
．

５

”
“
”
”３Ｌ２

胴７
４
・

５

％７３

“
”
姑１
０
．

２

“４
３
．

４

業
業
務
主
稼
他
計

産
鉱
　
　
出

水
　
　
公
　
　
　
の

一
工
　
　
　
傭

林
商
官
地
被
そ
小

第
一
種
兼
業

〃
“
Ｈ
“
Ｈ
阯
”

い
い
”

〃

帖
い
”

”
ｍ

〃
〕
Ｈ
Ｈ
ｕ
阯
”

％６

４
・

”
鮎
”
Ｈ
”
１

４

９
・

２

業
業
務
主
稼
他
計

産
鉱
　
　
出

水
　
　
公
　
　
　
の

一
工
　
　
　
傭

林
商
官
地
被
そ
小

第
二
種
兼
業

○

成作りよ年
４
３”）帯地作田（輯二第』告報査調模規正適

ｒ会業農央中考備

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

　
　
　
　
３
　
職
工
農
家
と
兼
農
工
業
労
働
者

　
職
工
農
家
の
増
加
は
、
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
で
の
、
目
本
資

本
主
義
資
本
蓄
積
の
「
脆
弱
性
」
露
呈
の
具
体
的
表
現
に
ほ
か
た

ら
な
か
っ
た
。
戦
時
下
兼
業
農
家
の
増
加
は
、
急
速
に
進
行
し
、

と
く
に
第
二
種
兼
業
の
増
加
は
著
し
く
、
零
細
農
家
の
兼
業
化
が

著
し
か
っ
た
（
附
表
２
６
）
。
さ
ら
に
、
農
業
労
働
力
不
足
は
、
農
業

経
営
の
粗
放
化
を
も
た
ら
し
、
零
細
農
家
の
粗
放
経
営
は
、
経
営

の
一
層
の
不
安
定
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
経
営
耕
地
縮
小
に

よ
る
残
留
労
働
力
の
粗
放
経
営
た
る
職
工
農
家
と
し
て
発
現
し
た
。

　
職
工
農
家
は
、
一
九
四
一
年
で
、
約
六
－
七
〇
万
戸
（
鉱
業
、
大

工
業
、
中
小
工
業
、
商
業
、
交
通
賃
労
働
お
よ
び
職
員
勤
務
中
の
若
干
の

部
分
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
　
一
九
四
三
年
に
は
八
－
九
〇
万
戸
に

増
加
し
た
（
附
表
２
７
）
。
こ
れ
は
、
実
数
よ
り
か
な
り
少
な
く
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
工
場
隣
接
農
村
地
帯
の
労
働
力
移
動
形
態
は
、
通

勤
的
流
動
を
主
要
な
形
態
と
す
る
。
大
阪
市
近
郊
農
村
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
　
三
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

数戸家農業兼ｕ易類種業兼
２
７表附

年
１
８和昭年

１
６和昭

０６３９５

００４，７３２

０２９，３３

０４６，５５１

８６７，９１

３３２，７８１

４１２，３１２

７１７，７７

０６３，４５ユ

０２７，５２１

４５９，５０１

９６９１４２

８４７，７２

７４６，６５ユ

５７９’９１

０９０，６９１

４ユ８，５６２

７７２，９５

０２２，６５１

２１９

０
一

０２

業
業
業
業
業
業
業
業
入
業

　
　
取

　
　
採

　
造
産
　
殖

　
　
生

林
製
餓
接
増

　
　
林

　
炭
の
　
産

　
　
他

　
　
の

　
収
　
産
産

　
蝸
通
州
他

　
其
　
料
の

　
作

森
木
其
漁
水
工
商
交
小
其

農
業
以
外
の
産
業
を
自
営
す
る
も
の

６１６，９５１

５５４，５２

３１０，５５２

４１０，８７

２６１，１７

４１３
●

７８２

７１９，０３２

７４３，９４

７４６，６３１

１８１５７２

６１９１０５

２３７，１６３

９２７，１９３

４１４，０４１

６８１，６２

５７３１７１

６６７，０６

３９５，６５

５５２３８１

７８６２７１

７１６，０５

７５７２９

６７５’６４２

４１４５４

４６０５５２

５１６２６２

傭
傭
働
働
働
働
働
働
働
雇
働
働
務

節
　
　
　
　
労
労
　
労
　
　
労

　
　
労
労
労
　
　
労

季
定
　
　
　
　
賃
　
　
日
労
賃

　
　
　
　
賃
　
　
賃
　
　
　
勤

雇
　
賃
賃
賃
　
業
賃
　
　
　
の

　
　
　
　
業
　
　
業

日
業
　
　
　
　
工
　
　
夫
事
他

業
業
業
業
工
小
業
通
　
の
員

農
農
林
漁
鉱
大
中
商
交
人
家
其

　
　
　
　
　
　
　
　
職

賃
労
働
者
た
る
も
の

るよに』表計統省林農次十二

。
第

在
『
現
課
日
計
－
統
月
局
８
務
年
総

１
６
省

和
林
昭
農

１
）
２
）

考備

　
　
　
　
（
２
）

労
働
力
移
動
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
三
七
年
三
月
現
在
で
、
村
内
在
住
者
で
目
々
村

外
へ
通
勤
す
る
も
の
（
学
生
を
の
ぞ
く
）
は
、
大
阪
府
下
一
四
二
ヶ
町
村
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
四
三
、
〇
七
五
人
、
一
村
当
男
子
二
四
五
人
、
女
子
五
八
人
、
計
三
〇
三
人

で
、
現
住
人
口
比
七
・
一
％
に
達
す
る
（
附
表
２
８
）
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
通
勤
的
流

動
は
、
工
場
地
方
分
散
に
よ
っ
て
、
兼
業
職
種
変
更
の
可
能
性
を
全
国
的
な
範
囲
に

拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
生
産
機
構
の
上
か
ら
大
き
な
間
題
と
な
っ
た
。

三
四
　
（
　
三
四
）

）在現月３年
３
７

１
９（数者勤通のへ外村の者住在内村

２
８表附

口
る

％

人
す

１９９
９
６
７
７
・
　
　
　
．
　
　
　
　
●

１

住
対
合

８
２
７
３
５
５
８

７

現
に
割

１

４
６

８
２
８
３
３
３

計

９
８
５
９
８
７
３
０

数

４
７
３
１
１
２
２

３

者

１

１

勤

（
ｏ
８
８
７
２
５
８

女

３０
１

９

５

４

５

４
８
５

通村

－

１

町

２

０
４

１

１
Ｏ
Ｏ
【
Ｊ

男

３
９
８
０
５
２
２
５
４

ケ

４
６
２
ー
ユ
２
２

２

１
ー
口

１

均

２

５

７

４

１

５

３

平

人

ｏ
Ｊ
８

９
６
１
２
０
２
０

在
７
，

７
，

７
，

９
，

４
，

９
，

１
，

３
，

５

２

４

３

３

４

３

４

現

，

１

１

１
－
一
５
７
１
ｎ
ｏ
４
’
ｏ
」
４
３
９
ｏ
ｄ
９
３
６
１

５
７

計

８
７
０
５
２
６
９

，

，

，

，

，

，

，

Ｏ
，

９
４
８
４
５
５
４
３
４

数

１

１

者

Ｏ
０
７
８
３
４
０

５

５

６

５

４

Ｏ

６
２
３

勤

女

７
６
０
６
１
１
８

，

，

，

，

２
，

通

０
６
１
１
一
１
■
１
↓

８

村

１

１

町

１

５
０
０

１

ｎ
乙
４

８
４
７
４
９
６
５
３
４

全

男
Ｏ
，

１
’

９
，

９
，

Ｏ
，

５
’

Ｏ
，

８
，

査

９

４

Ｆ
０
９
“
４
一
４
’
４

４
３

調
－
口

０
７
ｏ
）
３
８
７
１
ｏ
ｏ
４
３
５
０
９
６
１
５

人

（
ｏ
１
７
‘
９
ユ
４
８
３
９

，

，

，

，

，

，

，

在

１
↓
７
（
）
４
２
８
５

２
１

２○
ユ

１
１

９

９

５

現

１
６

１
↓
（
ｏ
ユ
ｏ
）
７
（
）
Ｑ
ｏ１
２

調
査
村
数

２

り
ん
Ｏ
’
り
ん
り
４
１
↓

４
ユ１

■

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

島
能
北
南
榊
卵
酬

計

三
豊
泉
泉
南
中
北

○りよ頁
３
３，年

３
８

１
９，

部一第
』査調るす関に動移働労と成構の口人村農郊近市阪大『会農国帝考備



）年
４
１

１
９（数家農工勤通ｕ易層階

２
９表附

計

２
　
４
ｏ
０
１
■

ｏ
ｏ
１
ｎ
６

０
７

１
戸

－

ｆ

１
５
５
１
一

１
２

■
■
－
１

作

１

自

■
、

一
３
９
ユ
３
ユ

Ｊ
ノ
，
ヨ

１

作
■

８
４
７
一
９
ユ

自
１

ｉ

戸
平

９
２
６
一
７
１

自

１

満
反
反
反

未
１
０
２
０
３
０

反
一
一
～

計

　
　
（
）
（
）
Ｆ
Ｕ
　
・
Ｌ
０
　
　
１
■
り
４

　
　
　
』

。
　
　
書

家
　
　
　
告

農
　
　
　
報

る
　
　
　
査

い
　
。
　
調

お
鉢

出
９
４
　
。
る

を
Ｇ
ず
す

工
査
ま
関

勤
調
合
に

通
の
を
和

の
で
数
調

上
町
戸
工

以
浦
家
農

人
豊
農
『

１
郡
勤
局

ら
賀
通
務
。

か
多
業
総
り

内
県
企
省
よ

帯
城
小
商
年

世
茨
中
農
４
４

　
　
　
１
９

）
　
）
　
）
　
）

１
　
２
　
３
　
４

考備

数
）

家
－
年

農
９
４
勤
○通他のそ男長捌帯世

３
０表付唇

１
計

０
８
○
乙
１
↓

’
０
１
１
ｎ
乙

１
０

１

１

１

他の

８
２

其
１
男

２
４
９
１
２
一

５
４

長

１

主帯

２
０
５
３
一

８
２

世

■

１

満
反
反
反

未
１
０
２
０
３
０

反
～

～
～

計

一
Ｌ
〇
一
■
０

（
）
０
１
１
つ
＾

　
る
　
す
　
関
　
に
　
和

　
調
　
。
。
工
り

む
農
よ

く
『
年

ふ
局
４
４

を
務
１
９

工
総
』

勤
省
書

通
商
告

業
農
報

企
　
，
査

小
掲
調

中
前
本

　
基

１
）
２
）

考備

で
あ
る
（
附
表
３
０
）
。
こ
の
職
工
農
家
の
増
大
は
、
そ
れ
が
農
業
生
産
機
構
の
崩
壌
の
危
機
を
表
現
す
る
か
ぎ
り
、

た
め
に
は
、
農
業
生
産
機
構
の
再
編
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
生
産
機
構
の
危
機
の
深
刻
さ
は
、

模
を
全
国
平
均
で
一
町
七
反
の
経
営
規
模
に
設
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

家
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
を
基
軸
に
農
業
生
産
機
構
を
再
編
成
す
る
た
め
に
は
、

た
ど
）
を
要
し
、
い
か
に
強
権
的
に
再
編
成
を
は
か
ろ
う
と
も
、
客
観
的
条
件
が
未
成
熟
で
あ
る
以
上
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

職
工
農
家
の
存
在
と
増
大
は
、
こ
の
再
編
成
の
客
観
的
条
件
の
未
成
熟
の
集
中
的
表
現
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
　
三
五
）

　
通
勤
工
を
排
出
し
た
農
家
層
は
、
五
反
未
満
の

小
作
農
に
最
も
多
く
、
っ
ぎ
に
、
五
反
未
満
の
自

作
、
一
町
以
上
二
町
未
満
の
小
・
自
作
、
五
反
未
満

の
白
・
小
作
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
（
附
表
２
９
）
。

こ
の
よ
う
に
、
　
「
二
町
以
上
の
経
営
に
は
未
だ
本

格
的
な
通
勤
工
は
な
く
、
又
自
・
小
作
別
か
ら
み

れ
ぼ
、
通
勤
工
は
、
小
作
、
自
・
小
作
の
層
か
ら

多
く
出
て
い
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
祭
一
・

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
職
工
農
家
の
特
質
の
一
っ
は
、

世
帯
主
が
通
勤
工
で
あ
る
点
に
あ
る
。
世
帯
主
が

通
勤
工
の
ば
あ
い
、
五
反
未
満
の
階
層
が
圧
倒
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
時
食
糧
増
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
農
家
適
正
規

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
た
階
層
を
戦
略
農

か
な
り
の
農
家
の
切
り
捨
（
分
村
計
画
、
土
地
改
革



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
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三
六
　
（
　
三
六
）

　
さ
て
、
職
工
農
家
の
中
心
労
働
力
は
、
残
留
労
働
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
農
村
か
ら
の
流
出
労
働
力
が
青
壮
年
男
子
労
働
力
に
集

中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
農
林
省
委
託
の
目
本
労
働
科
学
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
流

出
老
は
、
新
潟
県
長
岡
市
外
山
本
村
（
総
戸
数
七
〇
三
戸
、
う
ち
農
家
戸
数
五
三
二
戸
、
地
主
一
五
戸
、
農
業
労
働
老
八
戸
、
非
農
家
一
四
八

戸
の
純
農
村
）
で
は
、
職
業
関
係
の
流
出
を
み
る
と
、
男
子
生
産
年
令
の
初
期
で
、
同
年
令
階
層
総
人
口
の
五
四
．
六
％
、
三
〇
才

に
い
た
る
ま
で
は
、
ほ
ほ
四
〇
劣
の
流
出
が
み
ら
れ
る
。
女
子
は
、
同
じ
く
初
期
に
六
四
・
八
五
％
、
二
五
才
ま
で
高
率
の
流
出
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

況状出流口人寸木農
３
１表附

女男

村本山村保伊村本山村保伊

８６２，２

９９７ユ

４５２

４０２

５
０

８０２

２
９

ｕ

７３ユ

３３１

４

５０１

３
２

０６５，２

５３３，１

８２１

６
０

６
８

７
１

３
５

２
２

５７ユ

４７１

１

１０１

７
４

９４２２

６９７ユ

７９３

７１３

８
０

４０２

７３１

６
４

２
７

２７２

７６２

５

９８１

８
３

８５６，２

９０４，ユ

０３３

７７１

３５１

６３１

５３１

３
８

２
１

３８６

１８６

２

９４３

４３３

ロ
ロ
数
者
者
者
者
者
明
数
者
明
者
者

　
　
　
雑
在
在
在
不
公
一
勤
不
鶉

　
人
総
の
の
不
不
不
　
糸
通
　
の
の

人
家
者
＾
蝋
帆
者
軌
篶

　
　
在
家
鰍
業
役
の
在
勤
業
勤
家
勅

　
農
　
農
農
職
兵
其
不
　
職
通
農
農

総
　
不
　
　
　
　
　
　
　
　
通

含をどな院入
，

伴同
，

民移生学
はに中者在不の他のそ

１
）

考備

　
諸
　
の
　
上
　
業
　
農
　
に
　
並

　
。
状

　
む
現

　
く
の

　
ふ
力

　
を
働

　
主
労

　
地
業

　
は
農
。

　
に
下
り

　
中
時
よ

　
者
戦
』

　
在
『
査

　
不
局
調

　
の
政
る

　
り
農
す

　
よ
省
関

　
業
林
に

。
農
農
化

む
　
　
　
変

　
２
）
３
）

続
く
が
、
以
後
流
出
は
急
速
に
纏
慢
化
す
。
ま
た
、
兵
庫

県
印
南
郡
伊
保
村
（
総
戸
数
九
四
二
戸
、
う
ち
農
家
戸
数
四
五

七
戸
、
地
主
二
戸
、
農
業
外
有
業
者
戸
数
四
八
二
戸
の
都
市
化

農
村
）
で
は
、
流
出
人
口
（
通
勤
者
、
不
在
老
合
計
）
は
、

男
子
三
七
・
九
二
％
、
女
子
一
一
・
八
四
％
で
、
職
業
関

係
の
理
由
に
よ
る
流
出
を
年
令
階
層
別
に
み
る
と
、
農
家

人
口
の
う
ち
、
ニ
ハ
か
ら
二
〇
才
で
男
子
人
口
の
六
八
．

九
四
％
、
二
一
か
ら
二
五
才
人
口
の
五
二
・
六
〇
％
、
二

六
才
か
ら
三
〇
才
人
口
の
五
八
・
七
八
％
が
流
出
し
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

壮
年
労
働
力
の
五
〇
１
七
〇
％
が
離
脱
し
て
い
る
。

　
農
村
労
働
力
流
出
に
お
け
る
、
純
農
村
と
都
市
化
農
村

と
の
違
い
は
、
都
市
化
農
村
で
は
在
村
通
勤
者
の
比
重
が



業職リ牙令年者出流子男
３
２表附

詞

職
業
不
明

伊
保
村

山
本
村

伊
保
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山
本
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瞼
竺
燃
榊

務
者
商
業
労

務
者
交
通
労

労
務
者

軽
工
業

労
務
者

重
工
業

農
業
旦
雁

年
　
雇

人
　
夫

職

人

雑
　
業

用
人
家
事
使

伊
保
村

山
本
村

伊
保
村

山
本
村

伊
保
村

山
本
村

伊
保
村

山
本
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ガ
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山
本
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伊
保
村

山
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村

伊
保
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山
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村
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伊
保
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伊
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ｏ
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２
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３
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５
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８
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５

１
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１
■

１
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在
　
勤

不
　
通

｛

１
　
　
　
０

（
５
　
　
　
４

ｕ
　
５
３

　
　
１

２
２
　
６
３

４３

２
１

４

１
８

ｏ
ｏ
　
　
　
〔
Ｕ

４３
２
４４

ｎ
Ｚ
　
　
　
ハ
Ｏ

１
１
　
　
　
（
Ｚ１

０

「

６
６

１
０３

１
６

６

１
３

１
者
　
者

在
　
勤

不
　
通

｛

４
１

～
５
９

２
　
　
　
ハ
ｏ

１
■
　
　
　
１
■

１

１
■
１

ユ１

ユ

ユユ

者在不

者勤通

｛
０
６
～

ユ

Ｌ
］
■

－
Ｉ
ｌ
ｌユ

１
」
－

者在不

者勤通

｛

不
明
年
令

１
５

６
８

１
１
　
　
　
ｎ
６

２
３
　
２
７

２
ユ７

２
３Ｏ３７２３１

ー
ユ

１
２

■
ｂ６

７６３ユ３
４
０

１
７７５ユ

３

２
２

３
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９
５

４
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７
８

」

４
１
７

１
１
　
　
　
１
↓

一
■
０
　
　
　
１
■

７

７９ユ

２
０

２
５

１
５

４
７

２
７

１
６

２
８

３
０１

者在不
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高
い
と
い
う
こ
と
に
つ
き

る
。
な
お
、

ま
た
、
兵
役

関
係
に
よ
る
不
在
者
の
比

重
が
純
農
村
都
市
化
農
村

と
と
も
に
一
般
的
に
高
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
附

表
３
１
）
。男

子
労
働
力
の
流
出
先

は
、

人
夫
、
雑
業
、

重
、

軽
工
業
労
働
が
多
く
、
人

夫
、
雑
業
層
に
は
中
高
令

層
比
重
が
高
い
。
重
・
軽

工
業
に
は
青
年
層
の
流
出

が
相
対
的
に
多
い
（
附
表

３
２
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

純
農
村
も
都
市
化
農
村
も

同
じ
状
態
で
あ
る
。

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

三
七
　
（
　
三
七
）



立
命
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経
済
学
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二
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０
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０
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３
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ｏ
つ
＾
Ｏ
ｏ
４

７

１
１
９
＾
１
１

５

１

町

２
一
　
　
６
５
０
３
ユ
Ｏ
ユ
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■
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１
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１
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町
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４
１
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２
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１
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反

２
６
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ｕ
１
５
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５

男

Ｏ

５

２

５
１
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９
１
６
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９
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６

反

ユ

５
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１

～

一
７
１
３
１
２
２
４
５
９
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９

男

６

ユ

２
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［
ｏ
０
５
０
０
９
満
　
１
■
ｎ
６
（
ｚ
ｏ
ｏ
４
５

明

株
三
三
一
杯
計

１
２
１
３
１
６
２
１
２
６
３
ユ
４
１
６
０
年

　
○
　
り
　
よ
　
』
　
査
　
調
　
る
　
す
　
関
　
に
　
化
　
変
　
諸
　
の
　
上
　
業
　
農
　
に
　
並
　
状
　
現
　
の
　
力
　
働
　
労
　
業
　
農
　
下
　
時。
戦

）
『％
（
局
比
政
成
農
竃
省
訪
林
榊
農
）
鼠
（
前
）
）

１
　
２考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
　
三
八
）

　
農
村
労
働
力
流
出
の
か
か
る
構
造
は
、
残
留
農
業
労
働
力
構
成
の
高
令
化

と
女
子
化
を
も
た
ら
し
、
拡
大
し
た
。
家
族
農
業
労
働
力
の
四
一
劣
を
し
め

る
女
子
労
働
力
は
、
男
子
労
働
に
比
較
す
る
と
、
女
子
青
年
層
お
よ
び
中
年

層
比
率
が
幾
分
高
い
。
ま
た
、
男
子
労
働
力
で
は
、
三
〇
才
未
満
の
年
令
階

級
に
あ
る
も
の
は
、
僅
か
二
〇
・
九
五
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
（
附
表
３
３
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
職
工
農
家
は
、
農
村
労
働
力
構
成
の
こ
の
よ
う
た
一
般
的

性
格
の
も
と
で
の
経
営
主
の
通
勤
工
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
時
農
業
立

法
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
は
い
た
が
、
高
率
小
作
料
と
土
地
高
価
格
の
も
と

で
、
集
約
労
働
に
よ
る
米
の
限
界
生
産
費
の
高
騰
は
、
統
制
米
価
と
矛
盾
し
、

農
民
層
分
解
を
促
進
し
た
。
こ
の
分
解
の
中
で
、
経
営
耕
地
を
縮
小
し
、
飯

米
農
家
に
転
落
す
る
農
家
が
増
加
し
た
。
農
業
生
産
機
構
は
、
そ
の
経
営
形

態
か
ら
み
る
と
、
専
業
農
家
、
経
営
主
は
農
業
に
従
事
す
る
が
そ
の
後
継
者

た
る
長
男
が
職
工
た
る
農
家
（
長
男
流
出
農
家
）
、
そ
の
他
の
兼
業
農
家
（
帰
人

農
家
）
、
経
営
主
た
る
べ
き
老
が
職
工
た
る
農
家
（
経
営
主
流
出
農
家
）
の
生
産

力
体
系
（
序
列
）
を
な
し
て
お
り
、
　
そ
れ
は
農
繁
期
労
働
力
の
補
充
に
お
い

て
、
婦
人
経
営
農
家
で
の
男
子
労
働
力
補
充
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
経
営
主
流
出
農
家
で
は
、
通
勤
先
が
工
場
で
あ
る
ば
あ
い
に
休
暇
取
得



が
事
実
上
困
難
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
生
産
力
序
列
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
生
産
力
体
系
も
、
兼
案
化
の
著
し
い
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

域
で
は
、
撹
乱
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
職
工
農
家
の
農
業
技
術
は
、
品
種
選
択
の
基
準
が
な
く
、
施
肥
方
法
の
拙
劣
さ
、
病
虫
害
駆
除
の
不
撤
底
、
適
期
作
業
の

困
難
な
ど
で
遅
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
は
、
労
力
不
足
に
よ
る
粗
放
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
、
耕
地
縮
小
と
蕨
菜
栽
培
へ
の
転
換

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
職
工
農
家
の
経
営
は
、
小
作
料
を
支
払
う
と
、
飯
米
農
家
と
し
て
の
自
給
率
は
き
わ
め
て
低
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

銀賃の工勤通
３
４表附

（
０
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４
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２
年
ト
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年
ト
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１
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ｏ
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■
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４
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年
ト
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ｏ
ｏ
ｏ
１
２
り
＾
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ｏ
ｏ
０
８
１
■
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ｏ
（
ｏ
７
ｏ
ソ
ｎ
ｏ
つ
４
５
　
　
　
４

月
３
年
１
３

ｎ
◎
■
１
ｏ
）
４
５
４
１
１
一
Ｌ
ｏ
１
　
４
０
’
ｏ
６
４
２
つ
ｏ
１
↓
４
　
　
　
４

月
１
２
和
年
躍

２
４
（
ｏ
０
６
９
０
９
０
９
ｏ
）
ｎ
ｚ
１
・
一
６
５
２
ユ
４
　
　
　
３

給
給
　
額
銀
吟
一
一
　
額
　
　
－
　
給
　
　
弓
　
支
　
控
差

　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
執
麟
　
　
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
通
勤
工
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
そ
の
賃
銀
を
み
て
お
こ
う
・

　
　
　
　
　
　
平
家

　
　
　
　
　
　
紗
鵬
　
　
　
通
勤
工
の
賃
銀
は
、
こ
れ
ら
通
勤
工
が
、
作
男
や
半
手
問
男
か
ら
転
出
し
た
も
の
が
多
か
っ

　
　
　
　
　
　
５
へ

　
　
　
　
　
　
頂
鳩
　
　
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
、
農
家
経
済
に
お
い
て
家
計
補
充
的
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
に
規
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
年
大

　
　
　
　
　
　
青
る

　
　
　
　
　
　
る
せ
　
　
通
勤
工
の
賃
銀
は
、
壮
丁
前
後
の
標
準
的
工
員
で
、
一
九
三
八
年
に
は
、
平
均
月
額
四
二
円
八

　
　
　
　
　
　
せ
出

　
　
　
　
　
　
鳩
雌
　
　
三
銭
で
あ
っ
た
。
支
給
総
額
四
七
円
九
九
銭
、
内
本
給
三
〇
円
七
銭
（
約
六
〇
％
）
・
本
給
外
は

　
　
　
　
　
　
に
帯

　
　
　
　
　
　
餓
榊
一
　
残
余
の
約
三
〇
％
で
あ
っ
た
（
附
表
３
４
）
。
　
そ
れ
ゆ
え
、
本
給
三
〇
円
か
ら
控
除
部
分
（
食
費
そ

　
　
　
　
　
　
発
農
り

　
　
　
　
　
　
舗
引
は
　
　
の
他
作
業
服
購
買
、
月
賦
、
健
康
保
険
・
共
済
部
掛
金
、
強
制
貯
金
、
会
費
・
銃
後
後
援
会
費
・
体
育
費
・

　
　
　
　
　
　
戦
究
告

　
　
　
　
　
　
中
研
報

　
　
　
　
　
　
日
学
査
　
新
聞
代
な
ど
）
を
除
く
と
、
手
取
は
二
五
円
と
な
る
。
手
取
額
を
ふ
や
す
た
め
に
は
、
特
殊
残

　
　
　
　
　
　
年
科
調

　
　
　
　
　
　
３
７
働
る

　
　
　
　
　
　
凹
労
す
　
業
（
日
曜
臨
出
）
、
夜
勤
な
ど
で
、
手
当
諾
給
（
一
八
円
）
の
増
額
を
は
か
る
か
、
減
反
を
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
関

　
　
　
　
　
　
１
）
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
農
業
収
入
の
増
加
を
は
か
る
し
か
な
い
。
　
こ
う
し
て
、
手
当
諸
給
は
、
絶
対
額
が
増
加

　
　
　
　
　
　
考

　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
賃
銀
統
制
下
で
は
、
支
給
総
額
に
お
げ
る
手
当
諾
給
の
相
対
的
比
率
は
、
さ
ら
に
一
層
増

続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
　
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

重比の給諸当手び及化変の額銀賃の工勤通
３
５表附

給諸

８
１
７
６
５

り
＾
ｏ
ｏ
４

４

４

成

当

手
，
１

構

給

の

２
９
３
４
５
７
６
５
６
’
ｏ

銀
本
１

賃

額総
Ｏ
Ｏ

Ｏ
０
０
０
０
０
０
０

給

１
・
一
１
１
１
１
一
１
・
一
１
↓

支賃
取
額

Ｏ
Ｏ

１
６
２
８
１
６
０
８

１

１
１
↓
１
－
‘

１

手
銀

－
給

ヒ
イ

諸

０
６
８
４
３

０
２
ｎ
６

（
０
１
人

変

当

１
■
１
１
１
↓
１
・
一
１
↓

の額
手
１
給

銀

Ｏ

７
２
ｏ
）
１

Ｏ
０
９
０

Ｏ

賃

１

１

１
■
１
■

本
１
額総

０
２
７
４
３

Ｏ
１
↓
ｏ
６
ｎ
６

１

給

１
・
一
１
↓
１
↓
１
・
一
１
・
一

支

期半四ｗ
Ｉ
１
皿
ｗ

第

和
２
年
３
年

■
■

昭
１
１

』

止
口

報査調るす関に工勤通家農のへ場工大るせ出進に帯地村農『所究研学科働労

掲
　
。
前
り

　
よ考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
　
四
〇
）

加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
の
第
四
、
四
半
期
に
は
、
手
当
諾
給
は
、
手
取
賃
銀

額
の
ほ
と
ん
ど
半
ば
に
も
達
し
た
（
附
表
３
５
）
。
手
取
賃
銀
の
、
こ
の
よ
う
な
構
成
と
そ
の
変

化
は
、
平
常
的
１
１
昼
勤
１
１
定
時
問
労
働
か
ら
、
特
殊
的
１
－
残
業
１
１
夜
業
時
間
労
働
の
強
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

れ
た
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
銀
支
払
彬
態
に
お

げ
る
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
通
勤
工
の
所
定
外
労
働
の
拡
大
を
強
制
し
、
農
作
業
労
働
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

従
事
を
困
難
に
す
る
。
通
勤
工
の
、
工
場
労
働
と
農
業
労
働
と
の
対
立
が
、
低
賃
銀
労
働
の

成
立
基
盤
で
あ
り
な
が
ら
、
逆
に
、
こ
の
対
立
の
ゆ
え
に
崩
壌
せ
し
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
戦

時
生
産
機
構
そ
の
も
の
を
破
壌
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
・
通
勤
工
の
賃
銀
収
入
も
、
農
業
経
営
費
の
急
騰
、
と
く
に
、
一
九
三
九
年
、
四

〇
年
頃
か
ら
の
肥
料
配
給
の
縮
小
に
よ
っ
て
、
闇
購
入
が
増
加
し
、
現
金
取
引
に
た
る
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
、
農
業
経
費
に
充
当
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
農
業
旦
雇
賃
銀
の

急
騰
と
、
通
勤
工
の
取
得
す
る
賃
銀
と
の
逆
鞘
は
、
通
勤
工
流
出
に
よ
る
不
足
労
力
を
雇
用

労
働
力
に
ょ
っ
て
補
填
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
、
通
勤
工
の
農
繁
期
欠
勤
を
促
す
こ
と
に
な

っ
湖
～
労
働
科
学
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
杜
宅
通
勤
者
に
比
較
し
て
、
相
当
に
高
い
休

業
率
を
示
し
て
い
る
（
附
表
３
６
）
。
と
く
に
、
工
場
外
の
私
的
都
合
に
よ
る
欠
勤
は
、
月
別
の

休
業
者
率
と
一
人
当
り
休
業
日
数
が
、
農
繁
期
に
集
中
し
て
高
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、
農
業
労
働
に
従
事
す
る
た
め
の
欠
勤
が
相
当

に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
農
村
通
勤
工
を
、
戸
主
、
長
男
、
そ
の
他
一
二
、
三
妻
主
と
す
る
一
に
分
ち
、
経
営



況状勤欠ｕ易由理
３
６表附

工勤通宅社工勤通村農
当
嚇
人
業
－
休率業休

当
臓
人
業
－
休率業休

３３

６
・

ｎ
　
．

２
．

１＾２
５
一

４

…

０５

０
．

１

６２

３
・

２

２
１

９
．

ユ

“４
７
一

７

３工８

勤
勤
刷

　
　
無

欠
欠
冶

　
　
勤

　
　
欠

傷
気
合

　
　
都

　
　
己

公
病
自

員工勤通家農のく
場工大るせ出

進
。
に
成
帯
作
地
り
村
よ
農
年

『
４
３

所
１
９
究
』
研
告
学
報
科
る
働
す
労
関

　
に考備

査調勤欠合都己自
３
７表付贋

計

・
｝
ぷ
竈
“
竈
｝

満
未
反
１

満
上
未
以
反
反
［
０
１
■

・
。
舳
・
。
２
“
・
。
２
”
・
。
、
舳
ｍ

上
以
反
１
５

箏
肌
一
ぶ
ぷ
一

員
数
率
員
数
率
員
数
率
員
数
率
如
｛
｝
｝
一
－
｛
一
　
戸
　
　
　
　
長
男
通
勤
者
　
　
　
　
そ

明
　
　
勤

，
　
通

は
　
　
家

の
　
農

い
　
。
の

多
る
く

が
れ
場

数
わ
工

日
思
大

勤
と
る

欠
る
せ

均
よ
出

平
に
進

層
ど
に

上
な
帯

以
欠
地

反
病
村
。

１
い
農
り

滴
な
『
よ

未
ら
所
』

反
と
究
告

５
を
研
報

，
形
学
査

者
う
科
調

勤
い
働
る

通
と
労
す

他
欠
，
関

の
病
掲
に

そ
な
前
員

　
白
　
　
工

！
）
　
　
２
）

考備

規
模
別
に
欠
勤
状
況
を
み
る
と
、
五
反

以
上
層
に
お
い
て
、
戸
主
通
勤
者
の
平

均
休
業
目
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ

は
さ
ら
に
ー
、
長
男
通
勤
工
の
う
ち
戸
主

五
五
才
以
上
の
も
の
の
平
均
休
業
目
数

が
高
い
こ
と
と
と
も
に
、
通
勤
者
の
自

家
農
業
と
の
連
繋
の
程
度
を
示
す
も
の

　
　
　
　
（
１
２
）

と
思
わ
れ
る
（
附
表
３
７
）
。

　
一
」
う
し
て
、
職
工
農
家
で
は
、
工
場

労
働
と
農
業
労
働
の
矛
盾
の
顕
在
化
に

よ
っ
て
、
農
業
経
営
面
積
を
縮
小
（
小

作
地
、
悪
い
湿
田
、
遠
隔
地
耕
地
な
ど
の
耕

作
廃
止
に
よ
る
減
反
）
し
な
が
ら
も
、
軍

需
イ
ソ
フ
レ
と
食
糧
危
機
の
も
と
で
、
隻
嚢
か
ら
の
離
脱
差
と
ず
、
高
騰
す
る
農
業
経
営
費
を
賃
銀
収
入
で
補
填
し
っ
っ
、

労
働
力
と
農
業
生
産
と
の
補
完
的
再
生
産
し
か
な
し
え
な
か
っ
た
。

　
一
－
二
九
三
八
年
の
農
家
一
斉
調
査
は
、
従
来
の
農
事
統
計
よ
り
進
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
稼
働
形
態
を
広
く
解
釈
し
て
い
る
と
い
わ

　
　
　
れ
な
が
ら
・
職
工
蒙
問
題
の
深
刻
さ
を
十
分
に
把
握
し
え
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
職
工
農
家
と
い
う
形
態
の
不
安
定
の
ゆ
え
に
、
統
計
上

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
　
四
一
）



（
２
）

（
３
）

（
４
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
　
四
二
）

過
少
に
表
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
近
藤
康
男
「
農
工
調
整
三
題
」
協
調
会
『
杜
会
政
策
時
報
』
箪
二
七
七

号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
号
、
六
－
八
頁
）
。

　
帝
国
農
会
の
依
嘱
に
よ
る
京
大
橋
本
研
究
室
の
「
大
阪
市
近
郊
農
村
に
於
け
る
人
口
並
労
働
関
係
」
調
査
（
帝
国
農
会
『
大
阪
市
近
郊
農
村
人
口

の
構
成
と
労
働
移
動
に
関
す
る
調
査
』
第
一
二
一
部
、
一
九
三
九
年
）
に
よ
る
。

　
農
商
省
総
務
局
『
農
工
調
和
に
関
す
る
基
本
調
査
報
告
書
』
一
九
四
四
年
、
五
四
頁
。

　
農
林
省
地
方
事
情
調
査
会
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
全
国
平
均
適
正
経
営
規
模
は
一
町
七
反
、
北
海
道
を
除
く
と
一
町
六
反
で
、
当
時
の
農
業
経
営
規

模
全
国
平
均
一
町
一
反
、
北
海
道
を
除
い
た
ば
あ
い
の
九
反
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
適
正
規
模
化
を
進
め
る
と
、
農
家
戸
数
の
四
〇

％
が
過
剰
農
家
と
な
る
（
帝
国
農
会
『
大
目
本
農
会
報
』
一
九
四
一
年
五
月
号
、
七
六
頁
）
。

　
　
　
地
方
別
純
農
村
二
目
グ
当
適
正
規
模

　
北
海
道
六
町
一
反
　
　
　
東
海
一
町
三
反
－
一
町
四
反
　
沖
縄
二
町

　
東
北
二
町
－
二
町
八
反
　
近
畿
一
町
二
反
－
一
町
四
反
　
全
国
平
均
一
町
七
反

　
関
　
　
東
　
　
一
町
五
反
－
二
町
四
反
　
　
　
　
中
　
　
国
　
　
一
町
三
反
－
一
町
五
反
　
　
　
　
府
県
平
均
　
　
一
町
六
反

　
北
　
　
陸
　
　
一
町
六
反
－
一
町
五
反
　
　
　
　
四
　
　
国
　
　
一
町
一
反
－
一
町
五
反

　
東
　
　
山
　
　
一
町
一
反
－
一
町
二
反
　
　
　
　
九
　
　
　
　
　
一
町
　
　
－
一
町
八
反

　
　
　
　
　
適
正
観
模
に
修
正
し
た
場
合
の
過
剰
農
家
戸
数
の
現
農
家
戸
数
に
対
す
る
比
率

　
　
　
一
〇
％
以
下
　
　
　
北
海
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
－
五
〇
％
　
　
青
森
、
山
形
、
東
京
、
新
潟
、
福
井
、
山
梨
、

　
　
　
一
一
－
二
〇
％
　
　
静
　
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
、
奈
良
、
和
歌
山
、
山
口
、
沖
縄

　
　
　
二
一
－
三
〇
％
　
　
宮
城
、
福
島
、
岐
阜
、
愛
知
、
大
阪
、
　
　
　
　
五
一
－
六
〇
％
　
　
長
　
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
島
、
高
知
、
佐
賀
、
熊
本
、
宮
崎
　
　
　
　
　
六
一
％
以
上
　
　
　
大
　
分

　
　
　
三
一
．
１
四
〇
％
　
　
残
余
の
二
二
府
県

（
５
）
　
農
林
省
農
政
局
『
戦
時
下
農
業
労
働
力
の
現
状
並
に
農
業
上
の
諸
変
化
に
関
す
る
調
査
』
一
九
四
二
年
、
三
八
－
九
頁
。

（
６
）
　
前
掲
、
農
林
省
農
政
局
『
戦
時
下
農
業
労
働
力
の
現
状
並
に
農
業
上
の
諸
変
化
に
関
す
る
調
査
』
、
・
一
三
七
頁
。

（
７
）
　
前
掲
、
農
商
省
総
務
局
『
農
工
調
和
に
関
す
る
基
本
調
査
報
告
書
』
、
三
七
－
九
頁
。
　
な
お
、
経
営
形
態
別
の
水
稲
反
当
収
量
を
示
せ
ぱ
、

　
　
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
下



）均平年
４
２

４
１

１
９（模規田水当反稲水ｕ易態形営経

二

尻

○
リ
２
５
ｎ
６

○
ん
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Ｏ

１

反
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０
０

模
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ー
ノ

７
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４
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３
・

１
－

規

笠
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１
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１

１

田
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４
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水

沢

ｏ
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９
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１
上
１
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１
上
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ｏ
Ｊ
１
２
Ｆ
ｏ

砂

６
．
７
一

３
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・

尻

ｎ
乙
３
６
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一
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ｏ
３
８
８

４
５
石
・
１
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１
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４

量
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１
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■

ノ

１

収

笠

戸
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２

１
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［
ｏ
０
６
７
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〇
一
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ｏ
石
・
１
■
１
↓

４
ｏ
ｏ

当

折

１

１

１

反

沢

＾
ｏ
Ｏ

１
ｏ
ｏ

８
０
１
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
４
石
・
１
■
１
■

ユ

９

砂

１
・
０
・

農
出
農
出

流

流

男

人
主
営

専
長
婦
経

と
さ
と
告
る
申
あ
に
が
目
れ
え
も
控
告
少
報
多
の
に
少
様

多
一で
り
の
あ

も
で
る
題
よ
問
に
が
」
性
告
確
申
正

産
の
　
。

生
体
る

「
自
れ

の
告
わ

年
申
思

４
２
の
と

，
こ
る

４
１
　
，
い

１
９
に
て

　
も
れ

考備

（
ｕ
）

　
）
　
均
　
平
費
年

産
４
２
生
．

米
４
１

り
１
９
当
（戸牙態形営経

尻□ノ笠折沢砂
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９
石
ｎ

３ユ６
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・
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１４

石
１７

９
・

１６

６
．

４ユ

４
・

９ユ

３
・

石
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９
．

６９

９
一

４６

３
一
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２
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農
出
農
出

　
流
　
流

　
　
　
人
主

　
男
　
営

専
長
婦
経

）計
雌量

費消産生米ｕ易態形営経
的
量
会
産
社
生量費消量産生
　
○
石
５

　
３
．

Ｏ０１

０７

０
。

）－（

０５１）‘（

石
０

６
．

０６

５

４
・

５

４
．

石
５

９
．

０

７
・

８

３
・

０

３
・

農
出
　
流
　
男
専
長

農
出
　
流
人
主
　
営
婦
経

（
８
）
　
専
農
、
長
男
流
出
農
家
の
家
族
構
成
を
、

　
　
か
り
に
六
人
（
大
人
三
人
、
子
供
三
人
）
、

　
　
掃
人
農
家
、
経
営
主
流
出
農
家
の
家
族
構

　
　
成
を
四
人
半
（
大
人
二
人
、
子
供
二
・
五

　
　
人
）
と
し
、
大
人
と
子
供
平
均
一
石
の
米

　
　
を
消
費
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
専
業
農
家

　
　
は
、
自
家
食
糧
の
ほ
か
に
。
三
石
五
斗
を
杜

　
　
会
的
に
生
産
し
、
職
工
農
家
で
も
、
長
男

　
　
流
出
農
家
は
一
石
の
杜
会
的
生
産
を
し
て

　
　
い
る
が
、
婦
人
農
、
経
営
主
流
出
農
家
で

　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
斗
、
一
石
五
斗
の
飯
米

　
　
不
足
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
、
農
商
省
総

は
、
午
前
中
の
農
作
業
が
可
能
と
な
る
。

勤
先
が
化
学
工
業
で
は
、
一
二
時
問
二
交
替
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

業
労
働
力
調
整
研
究
報
告
書
』
一
九
四
四
年
、

　
通
勤
工
流
出
に
と
も
な
う
雇
用
労
働
力
の
受
入
れ
に
お
い
て
、

対
的
に
低
廉
）
で
あ
る
た
め
、
賃
銀
一
円
の
通
勤
工
が
田
植
期
に
工
場
に
出
勤
す
る
こ
と
は
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た

『
農
村
地
帯
に
進
出
せ
る
大
工
場
へ
の
農
家
通
勤
工
員
に
関
す
る
調
査
報
告
』
、

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究 　

　
務
局
『
農
工
調
和
に
関
す
る
基
本
調
査
報
告
』
、
六
二
－
三
頁
）
。

（
９
）
　
労
働
科
学
研
究
所
『
農
村
地
帯
に
進
出
せ
る
大
工
場
へ
の
農
家
通
勤
工
員
に
関
す
る
調
査
報
告
』
労
働

　
　
科
学
研
究
所
報
告
第
三
部
「
産
業
経
営
及
杜
会
政
策
」
第
一
〇
冊
一
九
四
三
年
、
七
一
－
二
頁
。

（
１
０
）
　
通
勤
工
の
農
作
業
に
従
事
す
る
時
問
は
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
を
中
心
と
す
る
農
村
地
帯
で
の
調
査
（
一

　
　
九
三
八
年
）
に
よ
る
と
、
別
子
銅
山
が
八
時
問
三
交
替
制
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
一
の
番
（
七
時
か
ら
一

　
　
五
時
）
で
は
、
夏
期
で
ほ
ぼ
三
時
問
の
農
作
業
が
可
能
で
あ
っ
た
。
二
の
番
（
一
五
時
か
ら
二
三
時
）
で

　
　
三
の
番
（
二
四
時
か
ら
翌
目
の
朝
六
時
）
で
は
、
帰
宅
睡
眠
の
若
干
の
時
問
に
従
事
し
え
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
作
業
に
－
従
事
す
る
時
問
は
ほ
と
ん
ど
た
か
っ
た
（
中
央
農
業
会
『
農

　
　
　
　
五
－
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
班
の
傭
入
れ
で
は
、
食
事
宿
泊
の
上
、
男
一
九
〇
銭
（
移
動
班
の
賃
銀
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
、
労
働
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
頁
）
。

　
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
　
四
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
　
四
四
）

一
ｕ
一
前
掲
・
労
働
科
学
研
究
所
一
農
村
地
帯
に
進
出
せ
る
大
工
場
へ
の
農
家
通
勤
工
是
関
す
る
調
査
報
告
一
、
附
章
－
「
農
村
通
勤
工
の
出
勤
状

　
態
」
参
照
。

三
　
労
働
力
調
整
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
農
業
生
産
機
構
と
戦
時
農
業
要
員
指
定

　
戦
時
生
産
機
構
再
編
成
（
戦
時
産
業
合
理
化
）
は
、
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
析
出
を
基
盤
と
し
て
展
開
し
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
か

か
る
戦
時
生
産
機
構
再
編
成
過
程
は
、
労
働
力
の
一
般
的
不
足
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
労
働
力
の
一
般
的
逼
迫
に
た
い
し
、
労
働
力

の
析
出
（
労
働
市
場
拡
大
）
は
、
基
本
的
に
は
地
主
的
土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
た
農
業
生
産
機
構
の
解
体
に
お
い
て
の
み
可
能
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
農
業
労
働
力
の
不
足
を
激
化
さ
せ
、
農
工
調
整
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
労
働
力
不

足
が
・
こ
の
農
工
調
整
を
破
産
せ
し
め
る
ほ
ど
に
進
行
す
る
と
き
、
そ
れ
は
絶
対
的
不
足
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
労

働
力
創
出
過
程
が
、
地
主
小
作
関
係
の
弛
緩
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
農
工
調
整
の
主
要
課
題
は
、
地
主
的
土
地
所
有
に

規
定
さ
れ
た
農
業
生
産
機
構
に
よ
る
低
賃
銀
基
盤
の
維
持
と
労
働
力
析
出
と
の
矛
盾
の
調
整
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
こ
の

調
整
は
、
財
閥
・
工
業
資
本
の
み
で
た
く
、
地
主
・
大
農
の
利
害
と
も
一
致
し
た
。
か
く
て
、
こ
の
調
整
は
、
地
主
小
作
関
係
の
縮

小
再
編
成
に
よ
る
農
業
生
産
機
構
の
再
編
成
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

１
と
こ
ろ
で
、
目
本
資
本
主
義
の
農
業
生
産
機
構
は
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
地
主
的
土
地
所
有
に
、
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
矛

盾
は
、
小
作
運
動
の
激
化
と
し
て
発
現
し
た
。
と
く
に
、
米
騒
動
以
後
、
小
作
争
議
は
激
化
し
、
地
域
的
に
も
拡
大
し
て
行
っ
た
。

こ
の
小
作
争
議
は
、
不
作
に
よ
る
減
免
歎
願
運
動
か
ら
小
作
料
率
永
久
削
減
要
求
へ
と
、
争
議
の
内
容
は
、
小
作
制
度
に
低
触
す
る



も
の
へ
と
発
展
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
初
期
の
農
業
恐
慌
下
で
、
小
作
、
自
作
を
問
わ
ず
、
中
小
地
主
に
い
た
る
ま
で
、
農
家
経
済

は
危
機
に
直
面
し
、
そ
の
中
で
、
小
作
地
取
上
げ
を
め
ぐ
る
土
地
斗
争
と
し
て
そ
れ
ぱ
激
化
し
た
。
地
主
小
作
関
係
の
こ
の
よ
う
な

動
揺
は
、
農
民
層
分
解
、
し
た
が
っ
て
労
働
市
場
の
拡
大
を
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
産
業
の
未
発
達
な
段
階
に
お
い
て
、
地

主
的
土
地
所
有
制
に
も
と
づ
く
高
率
小
作
料
下
で
土
地
に
繋
縛
さ
れ
た
農
民
は
、
過
重
な
集
約
労
働
を
強
制
さ
れ
、
工
業
労
働
賃
銀

は
も
と
よ
り
、
農
業
旦
犀
賃
銀
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
自
家
労
賃
水
準
に
お
か
れ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
集
約
労
働
と
自
家
労
賃
水

準
お
よ
び
そ
れ
を
生
み
出
し
た
機
構
に
お
い
て
、
低
い
工
業
労
働
賃
銀
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
世
界
大

戦
前
後
か
ら
の
急
速
な
重
化
学
工
業
化
と
、
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
に
お
け
る
労
働
力
需
要
の
増
大
は
、
生
産
機
構
の
再
編
成
に
よ

る
労
働
市
場
の
拡
大
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
か
か
る
労
働
市
場
の
拡
大
は
、
地
主
小
作
関
係
の
縮
小
再
編
成
に
お
い
て
可
能
と
な
り
、

遺
制
的
慣
行
の
弛
緩
に
お
げ
る
農
業
旦
雇
の
析
出
過
程
を
基
礎
と
し
て
展
開
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
資
本
主
義
農
業
生
産
機
構
は
、
地
主
的
土
地
所
有
制
に
お
げ
る
農
業
生
産
力
発
展
の
制
約
に
よ
っ
て
、
米
穀
生

産
の
停
滞
と
米
穀
投
機
に
ー
よ
る
価
格
高
騰
を
も
た
ら
し
た
。
こ
こ
に
一
九
ニ
ハ
年
の
米
騒
動
が
お
こ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
こ
の
米
騒

動
は
、
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
を
一
般
化
し
た
。
そ
れ
は
、
兼
業
農
家
の
増
大
の
中
で
、
半
プ
ロ
化
し
た
小
作
農
民
に
と
っ
て
、
小

作
料
減
免
要
求
が
同
時
に
１
飯
米
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
小
作
争
議
は
、
こ
う
し
て
米
騒
動
以
後
各
地
に
多
発
す

る
こ
と
と
た
っ
た
。

　
米
騒
動
を
機
と
す
る
地
主
小
作
関
係
の
一
層
の
動
揺
は
、
金
融
資
本
成
立
と
展
開
（
重
化
学
工
業
化
）
過
程
に
・
お
げ
る
、
工
業
資
本

と
地
主
資
本
の
対
立
を
顕
在
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
対
立
に
１
お
い
て
、
農
業
生
産
機
構
の
再
編
成
は
、
小
作
調
停
法
と
自

作
農
創
設
維
持
事
業
を
軸
に
す
る
、
地
主
小
作
関
係
の
縮
小
再
編
成
（
「
安
定
化
」
）
と
、
植
民
地
農
業
を
包
摂
し
た
食
糧
需
給
構
造

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
　
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
　
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
編
成
（
植
民
地
体
制
強
化
）
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
と
く
に
、
植
民
地
地
主
制
の
急
速
な
展
開
下
で
の
、
米
穀
生
産
費
の
拡
大
と

飢
餓
移
出
の
強
制
に
よ
っ
て
、
食
糧
需
給
構
造
は
植
民
地
農
業
へ
の
依
存
を
深
め
て
い
っ
た
。
米
穀
価
格
統
制
は
、
こ
の
需
給
構
造

の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
内
農
業
と
植
民
地
農
業
の
競
合
は
、
地
主
的
土
地
所
有
制
に
規
定
さ
れ
た
生
産
機
構
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

激
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
食
糧
需
給
構
造
は
脆
弱
性
を
も
っ
と
と
も
に
、
価
格
統
制
も
限
界
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の

限
界
は
、
戦
争
末
期
に
、
価
格
統
制
か
ら
生
産
統
制
へ
の
移
行
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
食
糧
需
給
構
造
の
崩
壊
を
表

現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
植
民
地
を
ふ
く
め
た
農
業
生
産
機
構
の
崩
壌
（
植
民
地
体
制
の
弱
化
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
戦
時
下
食
糧
自
給
態
勢
の
強
化
が
間
題
に
な
る
に
い
た
っ
た
。

　
「
食
糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
」
の
閣
議
決
定
（
一
九
四
三
年
二
亘
二
八
日
）
は
、
　
食
糧
需
給
構
造
の
再
編
成
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
主
小
作
関
係
の
「
安
定
化
」
に
よ
る
農
業
生
産
の
回
復
を
は
か
る
た
め
、
小
作
権
強
化
の
立
法
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

（
耕
作
権
強
化
と
自
作
農
創
設
維
持
事
業
の
法
認
）
を
と
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
農
地
調
整
法
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
。

　
一
九
三
八
年
の
農
地
調
整
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
土
地
所
有
者
に
偏
し
た
農
地
制
度
を
若
干
あ
ら
た
め
て
、
小
作
権
の
安
定
を
は

か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
主
要
な
内
容
は
、
小
作
契
約
の
安
定
に
ー
あ
っ
た
。
し
か
も
、
府
県
農
地
委
員

　
（
４
）

会
は
、
そ
の
安
定
の
た
め
に
強
権
的
干
渉
を
お
こ
た
う
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
時
農
地
行
政
に
１
お
げ
る
国
家
統
制
機

構
の
成
立
を
意
味
し
た
。
ま
た
、
地
主
的
土
地
所
有
に
た
い
す
る
制
限
は
、
総
動
員
法
に
よ
る
小
作
料
統
制
令
（
一
九
三
九
年
）
、
臨

時
農
地
価
格
統
制
令
（
一
九
四
一
年
）
、
臨
時
農
地
等
管
理
令
（
一
九
四
一
年
）
、
米
穀
国
家
管
理
と
米
穀
生
産
奨
励
の
た
め
の
生
産
者

報
賞
な
ど
の
立
法
・
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　
地
主
小
作
関
係
の
縮
小
再
編
成
は
、
具
体
的
に
は
、
安
定
農
家
（
戦
略
農
家
）
を
軸
と
す
る
農
業
生
産
機
構
編
成
の
意
図
と
し
て



あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
安
定
農
家
一
適
正
規
模
農
家
一
問
題
は
、
第
一
段
階
と
し
て
は
、
農
村
経
済
更
生
運
動
と
一
旧
一
満
州
移
民
政
策

の
結
合
と
し
て
、
第
二
段
階
は
、
重
要
農
産
物
増
産
と
農
家
経
済
の
安
定
に
お
げ
る
、
余
剰
労
働
力
の
析
出
と
し
て
あ
ら
わ
れ
竜

　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

し
た
ヵ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
労
力
調
整
が
基
軸
に
す
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
は
、
○
り
休
耕
地
、
荒
廃
地
の
拡
大
と
、
の
村
落
農
業
生
産
機
構
の
崩
壊
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
・
し

た
が
つ
て
、
食
糧
増
産
体
制
と
し
て
、
「
増
産
確
保
に
関
す
る
組
織
の
整
備
一
は
、
新
し
い
段
階
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
労
働
移
動
班
や
勤
労
奉
仕
を
軸
と
す
る
労
力
調
整
か
ら
、
強
権
的
組
織
を
軸
と
す
る
体
系
的
調
整
へ
の
移
行
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
食
糧
増
産
隊
が
、
「
第
一
次
食
糧
増
産
応
急
対
策
要
綱
」
（
一
九
四
三
年
五
月
閣
議
）
に
も
と
づ
き

組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
、
一
九
四
三
年
の
「
食
糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
」
に
よ
っ
て
拡
充
・
強
化
さ
れ
た
。

　
こ
の
食
糧
増
産
隊
は
、
当
初
は
、
不
耕
作
田
畑
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
休
閑
地
の
耕
作
（
水
稲
お
よ
臥
雑
穀
）
に
従
事
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
組
織
さ
れ
、
農
業
報
国
連
盟
の
指
導
、
統
制
下
に
お
か
れ
た
。
ま
た
そ
の
募
集
は
、
各
都
道
府
県
に
強
制
的
に
割
当
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

こ
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
四
四
年
に
な
る
と
、
そ
れ
は
、
　
「
皇
国
農
村
の
剛
健
な
る
後
継
者
を
養
成
す
る
目
的
」
の
た
め
の
も

の
に
変
り
、
作
業
期
問
も
、
初
め
四
～
六
ケ
月
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
年
問
（
翌
年
ひ
き
っ
づ
ぎ
在
隊
し
う
る
）
に
延
長
さ
れ
た
・
な

お
、
隊
員
の
給
与
に
っ
い
て
は
、
隊
員
の
年
令
が
、
引
き
さ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
金
給
与
は
、
月
額
三
〇
円
か
ら
一
〇
円

に
低
下
し
た
。

農
家
子
弟
の
強
権
的
組
織
化
に
よ
る
農
村
へ
の
緊
縛
と
と
芝
、
戦
時
農
業
要
員
指
定
に
よ
っ
て
、
農
業
労
働
力
を
確
保
し
・
農

業
生
産
欝
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
農
業
労
働
力
は
、
労
務
動
員
計
画
の
中
で
、
国
家
産
業
一
工
業
一
動
員
が
強
化
さ

れ
、
農
業
労
働
力
の
農
業
外
流
崇
促
進
さ
れ
て
、
農
業
内
部
の
労
力
調
整
に
よ
っ
て
は
、
農
業
労
働
力
不
足
を
麗
し
え
な
い
段

　
　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
四
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
四
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

階
で
の
・
総
合
的
労
働
力
対
策
纂
い
て
確
保
さ
れ
ね
窪
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
総
合
的
労
働
力
対
篭
淳
る
農
業
労
働
力
対
策

は
・
芝
よ
呈
・
罠
徴
用
令
と
の
調
整
が
問
題
で
あ
一
た
。
農
業
部
門
か
ら
の
労
務
供
出
が
中
止
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
一
年

の
労
務
動
員
計
票
ら
で
あ
一
ち
同
時
に
、
農
業
労
働
力
調
整
対
策
も
、
一
段
と
強
化
さ
れ
、
農
業
生
産
統
制
令
一
一
九
｛
年

三
月
二
吉
勅
令
三
三
三
号
一
に
よ
っ
て
・
統
制
段
階
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、
農
業
生
産
統
制
令
に
よ
る
離
農
統
制
も
、
統
制

を
う
げ
る
農
業
者
の
範
囲
の
限
定
一
同
法
施
行
規
則
、
省
令
篤
二
号
、
一
九
四
二
年
百
一
〇
日
第
九
条
一
と
令
第
九
条
に
よ
る
除
外
例
一
国

家
総
動
員
法
第
四
条
に
も
と
づ
く
徴
用
）
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
た
。
　
一
九
四
三
年
か
ら
、
国
民
徴
用
令
緩
和
（
農
業
基
幹
労
務
者
の

除
外
一
の
実
施
が
図
ら
れ
・
第
三
次
食
糧
増
産
た
る
「
食
糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
一
に
よ
一
て
、
戦
時
農
業
要
員
が
指
定
さ
れ

る
に
お
い
て
・
震
徴
用
令
と
の
調
整
は
完
成
し
た
。
戦
時
農
業
要
員
指
定
は
、
行
政
庁
が
こ
れ
を
指
定
し
、
指
定
を
う
げ
た
要
員

が
転
職
す
る
と
き
も
・
行
政
庁
の
承
認
を
必
要
と
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
離
農
統
制
措
置
は
、
以
後
こ
の
措
置
に
切
り
か
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
（
８
）

こ
と
に
な
っ
た
。

農
業
労
働
力
対
策
は
・
戦
時
食
糧
増
産
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
、
農
業
労
働
力
動
員
は
、
農
会
に
よ
る
呈
統
制
か
畠
家
統
制

に
移
行
す
る
に
お
い
て
・
戦
時
食
糧
増
産
推
進
本
部
（
一
九
四
四
年
五
月
設
置
）
の
指
導
下
に
お
か
れ
た
。
戦
時
食
糧
増
産
本
部
の
中

央
本
部
窪
商
大
臣
・
地
方
本
部
は
地
方
長
官
が
本
部
長
と
な
つ
て
、
労
務
、
畜
力
動
員
お
よ
び
指
導
体
制
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。

と
く
に
労
務
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
物
質
的
な
管
理
・
統
制
基
盤
の
崩
壊
に
お
い
て
、
農
業
報
国
連
盟
と
一
体
化
し
て
精
神
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

軸
と
し
て
展
開
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
　
一
九
四
四
年
の
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
に
よ
っ
て
、
い
学
徒
動
員
体
制
の
徹
底
、
の
国
民
勤
労
体
制
の
刷
新
、
ゆ
防
空
体
制
の

強
化
８
空
地
利
用
の
徹
底
が
は
か
ら
れ
博
こ
う
し
て
、
食
糧
増
産
隊
一
農
兵
勤
労
令
一
の
指
向
一
、
戦
時
農
業
要
員
、
援
農
貿



の
強
制
労
働
体
系
が
農
業
に
お
い
て
も
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
土
決
戦
が
呼
号
さ
れ
る
段
階
に
・
い
た
る
と
、
農
業
要
員

の
軍
用
徴
用
、
農
民
義
勇
隊
な
ど
の
訓
練
強
化
が
続
け
ら
れ
、
農
業
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
が
一
挙
に
露
呈
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、

国
民
総
動
員
体
制
の
部
分
的
緩
和
（
工
場
労
働
老
の
帰
農
な
ど
）
措
置
も
実
効
は
な
く
、
措
置
そ
の
も
の
も
、
土
本
決
戦
が
近
づ
く
と

と
も
に
破
産
し
た
。

　
　
（
１
）
植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
目
本
地
主
に
■
よ
る
土
地
集
中
は
、
「
産
米
増
殖
計
画
」
中
の
、
土
地
改
良
事
業
に
と
も
た
う
水
利
組
合
費
の
過
重
負
担

　
　
　
　
を
重
要
な
契
機
と
し
て
進
行
し
た
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
土
地
収
奪
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
土
地
改
良
事
業
代
行
機
関
た
る
朝
鮮
土
地
改
良
株
式
会
杜

　
　
　
　
の
最
高
責
任
者
に
よ
っ
て
、
　
「
公
認
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
浅
田
喬
二
『
日
本
帝
国
主
義
と
旧
植
民
地
地
主
制
』
一
九
六
八
年
、
御
茶
の
水
書

　
　
　
　
房
、
一
〇
四
－
六
頁
）
。
植
民
地
下
朝
鮮
で
の
、
地
主
制
は
、
「
併
合
」
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
　
「
併
合
」
以
後
は
、
と
く
に
大
正
中
期
以
降
一
貫

　
　
　
　
し
て
増
加
し
、
大
正
末
期
に
は
最
も
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
三
五
年
頃
ま
で
続
き
、
日
本
人
地
主
支
配
は
強
靱
に
存
読
し
た

　
　
　
　
（
前
掲
、
浅
田
喬
二
『
日
本
帝
国
主
義
と
旧
植
民
地
地
主
制
』
七
七
－
八
頁
）
。

　
　
（
２
）
植
民
地
下
朝
鮮
で
の
「
産
米
増
殖
計
画
」
は
、
食
糧
需
給
計
画
の
重
要
た
施
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
主
的
土
地
所
有
下
の
農
業
生
産
力
停
滞

　
　
　
　
に
よ
っ
て
、
す
で
に
そ
こ
に
破
産
の
原
因
を
胚
胎
し
て
い
た
。
農
業
恐
慌
過
程
で
、
穀
物
価
格
の
面
で
の
内
地
農
業
と
の
矛
盾
の
露
呈
に
。
よ
っ
て
、

　
　
　
　
朝
鮮
農
業
は
困
難
な
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
こ
こ
に
、
植
民
地
統
治
上
の
必
要
と
か
ら
ん
で
、
植
民
地
農
業
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の
「
調
整
」

　
　
　
　
が
間
題
と
な
り
、
朝
鮮
農
地
令
（
一
九
三
四
年
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
を
ふ
く
む
食
糧
需
給
構
造
は
、
農
業
生
産
機
構
に
。
お
け

　
　
　
　
る
矛
盾
を
反
映
し
て
、
構
造
的
脆
弱
性
を
も
っ
て
い
た
。
米
穀
法
の
米
穀
統
制
法
（
一
九
三
〇
年
）
へ
の
展
開
は
、
こ
の
食
糧
需
給
構
造
の
限
界
に
、

　
　
　
　
規
定
さ
れ
た
。

　
　
（
３
）
前
掲
、
近
藤
康
男
『
目
本
農
業
論
』
（
上
）
、
一
一
〇
頁
。

　
　
（
４
）
農
地
調
整
法
運
用
上
の
薫
要
機
関
と
し
て
、
農
地
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
道
府
県
農
地
委
貝
会
の
会
長
は
、
地
方
長
官
が
あ
た
り
、
委
員
お
よ

　
　
　
　
び
臨
時
委
員
は
、
農
林
大
臣
が
選
任
ま
た
は
解
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
二
月
現
在
の
委
員
お
よ
び
臨
時
委
員
の
構
成
は
、
以
下

　
　
　
　
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
地
方
長
官
に
。
、
設
置
お
よ
び
廃
止
の
権
限
が
あ
り
、
会
長
、
委
員
お
よ
び
臨
時
委
員
は
、
地
方
長
官
が
市
町
村

　
　
　
　
長
の
意
見
を
き
い
て
選
任
ま
た
は
解
任
し
、
特
別
の
事
由
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
長
を
も
っ
て
会
長
に
あ
て
う
る
と
さ
れ
た
（
農
林
大
臣
官
房
総
務

　
　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
四
九
）



びよ
数
お
員
員
人
委
成
地
構
農
員
県
委
府
時
道
臨

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

計員委時

－
臨

員委類種

２５１

９
３

３０６

５

８
２

６
２

人
４
７１

ｕ

１４５

吏
吏
間

官
官
庁
甜
方
係
地
関
民

８４８９４１９９６計合

（
７
）

五
〇
　
（
五
〇
）

秋
季
援
農
動
員
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

五
年
度
労
務
動
員
計
画
実
施
計
画
綱
領
」

農
業
労
働
力
の
調
整
を
強
化
す
る
た
め
に
、

業
団
体
を
農
業
共
同
作
業
に
基
礎
を
お
く
編
成
替
を
お
こ
な
っ
た
。

認
を
え
て
会
長
に
届
出
．
承
認
を
受
げ
る
も
の
と
さ
れ
た
、
会
長
が
必
要
を
み
と
め
た
と
き
は
、
出
動
を
命
ず
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
賃
銀
は
、

会
長
が
定
め
て
公
示
し
、
移
動
や
賃
銀
に
つ
い
て
の
違
反
に
ー
は
過
怠
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
農
会
に
よ
る
統
制
は
、
農
会
法
の
改
正
（
一
九

三
五
年
四
月
五
目
法
律
第
九
九
号
）
に
よ
っ
て
法
認
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

　
「
食
糧
増
産
隊
要
綱
」
に
よ
る
と
、
そ
の
趣
旨
は
、
「
戦
時
下
国
民
食
糧
生
産
確
保
の
絶
対
的
要
請
に
応
ず
る
た
め
不
耕
作
田
畑
其
の
他
凡
ゆ
る
休

閑
地
を
利
用
し
て
水
稲
、
雑
穀
等
の
作
付
を
為
さ
し
む
る
こ
と
と
な
り
た
る
も
之
に
要
す
る
労
力
は
地
元
労
力
の
活
用
に
努
む
る
は
勿
論
な
る
も
新

に
各
道
府
県
に
。
於
て
農
村
青
少
年
等
に
し
て
食
糧
増
産
に
挺
身
せ
ん
と
す
る
者
を
以
て
食
糧
増
産
隊
を
編
成
し
随
時
随
所
に
出
動
せ
し
め
農
耕
、
土

地
改
良
等
に
動
員
せ
ん
と
す
」
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
食
糧
増
産
隊
は
、
全
国
推
進
隊
長
の
統
制
下
に
お
い
て
、
　
「
各
道
府
県
推
進
隊
長
た
る
農

業
報
国
聯
盟
支
部
長
の
指
揮
に
入
る
も
の
」
と
さ
れ
、
作
業
に
つ
い
て
も
、
道
府
県
や
農
業
報
国
連
明
皿
支
部
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
作
業
計
画
に
も
と

　
　
課
『
農
林
行
政
史
』
第
一
巻
一
九
五
七
年
、
五
八
一
－
二
頁
）
。
こ
の
農
地
委
員
会
の
設
置
に
よ
っ
て
、
農
業
統
制

　
　
機
構
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
５
）
　
石
橋
幸
雄
『
農
業
経
営
の
新
機
構
』
一
九
四
一
年
白
楊
杜
、
三
一
一
－
二
頁
。

（
６
）
　
農
業
労
働
力
の
不
足
は
、
一
九
三
七
年
七
月
以
降
、
陸
軍
大
量
動
員
に
よ
っ
て
急
速
に
進
行
し
、
同
年
の
秋
期
農

　
　
繁
期
労
働
力
の
確
保
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
農
林
次
官
か
ら
地
方
長
官
宛
通
牒
『
事
変
二
伴
フ
応
召

　
　
農
山
漁
家
ノ
生
活
安
定
二
関
ス
ル
件
』
（
二
一
文
第
七
九
〇
号
）
に
も
と
づ
い
て
、
勤
労
奉
仕
を
組
織
化
し
労
働
力

　
　
の
充
足
を
は
か
っ
た
。
こ
こ
に
農
業
労
働
力
対
策
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
三
八
年
度
か
ら
は
、
　
「
農
業
共
同
作
業
運

　
　
動
」
が
開
始
さ
れ
、
農
務
局
長
か
ら
地
方
長
官
に
「
農
業
共
同
作
業
促
進
施
設
二
関
ス
ル
通
牒
」
　
（
一
九
三
八
年
四

　
　
月
六
目
農
局
第
一
五
五
三
号
）
が
発
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
政
課
長
よ
り
帝
国
農
会
幹
事
宛
「
農
業
共
同
作
業
促

　
　
進
二
関
ス
ル
申
達
」
が
た
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
に
た
る
と
、
労
力
調
整
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
部
農
林

　
　
両
次
官
依
命
通
牒
「
学
校
ノ
生
徒
．
児
童
ノ
農
業
生
産
力
拡
充
計
画
二
対
ス
ル
協
カ
ニ
関
ス
ル
件
」
　
（
一
四
対
第
一

四
三
三
号
）
、
農
林
次
官
通
牒
「
農
繁
期
労
力
調
整
二
関
ス
ル
兵
士
ノ
一
時
帰
休
二
依
ル
協
力
方
ノ
件
」
な
ど
に
よ
っ
て
・

　
　
　
　
一
九
三
九
年
か
ら
は
、
労
務
動
員
計
画
の
一
環
と
し
て
の
調
整
が
始
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
は
、
「
昭
和
十

　
　
　
　
　
　
に
も
と
づ
く
労
務
配
置
の
実
施
に
お
い
て
、
計
画
以
上
の
農
業
労
働
力
の
流
出
が
お
こ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
農
林
省
の
指
導
に
よ
っ
て
、
帝
国
農
会
を
し
て
「
共
同
作
業
統
制
規
定
例
」
を
作
成
さ
せ
、
村
内
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
業
労
働
の
出
動
ま
た
は
請
入
は
、
村
内
農
業
団
体
長
の
承



　
　
づ
き
、
作
業
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
た
。
宿
泊
費
、
食
費
、
移
動
費
は
、
訓
練
に
つ
い
て
は
農
業
報
国
聯
搬
が
負
担
し
、
作
業
で
は
移
動
費
を
の
ぞ
い

　
　
て
受
益
者
が
そ
の
全
都
な
い
し
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
医
療
救
伽
費
は
、
農
業
報
国
聯
盟
搾
進
隊
救
伽
規
定
が
準
用
さ
れ
る
も
の

　
　
と
さ
れ
た
。

　
　
　
食
糧
増
産
隊
は
、
農
業
報
因
聯
盟
に
よ
る
フ
ァ
ツ
シ
ヨ
的
精
神
運
動
に
よ
る
食
糧
増
産
運
動
（
食
糧
増
産
報
国
推
進
隊
、
食
糧
増
産
報
国
響
導
隊
）

　
　
の
、
国
家
に
よ
る
再
編
成
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
食
糧
増
産
隊
の
農
業
労
働
力
編
成
に
お
け
る
位
置
と
そ
の
性
格
に
お
い
て
、
戦
時
農
業

　
　
生
産
機
構
の
矛
盾
の
根
深
さ
と
、
農
業
生
産
機
構
の
再
編
成
・
維
持
過
程
に
お
げ
る
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
具
体
的
内
容
を
認
識
し
う
る
で
あ

　
　
ろ
う
。

（
８
）
　
食
糧
自
給
態
勢
強
化
の
要
領
は
、
同
綱
領
に
よ
る
と
、
Ｈ
戦
時
農
業
要
員
指
定
、
Ｏ
増
産
確
保
に
関
す
る
組
織
の
整
備
、
嘗
農
地
に
関
す
る
統
制

　
　
を
内
容
と
し
て
い
る
。
戦
時
農
業
要
員
指
定
に
っ
い
て
は
、
　
「
戦
時
食
糧
増
産
確
保
上
、
農
業
者
を
し
て
食
糧
生
産
に
対
す
る
国
家
的
意
識
を
昂
揚

　
　
し
、
責
任
と
衿
持
を
以
て
継
続
し
て
農
業
に
精
進
せ
し
む
る
為
」
つ
ぎ
の
措
置
が
と
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
　
　
○
○
　
基
本
た
る
農
家
の
経
営
主
及
其
の
世
帯
に
属
す
る
農
業
従
事
者
（
当
該
農
家
の
耕
作
面
積
、
耕
作
物
の
種
類
に
依
り
必
要
た
る
限
度
と
す
）

　
　
は
、
戦
時
農
業
要
員
と
し
て
行
政
庁
之
を
指
定
す
る
こ
と
。

　
　
　
○
戦
時
農
業
要
員
は
戦
時
中
充
分
に
生
産
力
を
発
揮
す
べ
き
農
業
経
営
を
継
続
す
る
責
務
を
有
す
る
も
の
と
し
、
他
の
職
業
に
転
ず
る
場
合
は

　
　
行
政
庁
の
承
認
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
バ
　
当
該
村
に
於
け
る
食
糧
増
産
指
導
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
任
務
を
担
当
す
る
老
に
付
て
も
右
に
準
じ
戦
時
農
業
要
員
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。

　
　
　
尚
農
業
工
鉱
業
相
互
の
問
に
於
け
る
季
節
的
の
労
務
移
動
に
付
適
切
な
る
調
整
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
９
）
　
戦
時
食
糧
増
産
推
進
本
部
の
設
置
に
よ
っ
て
、
画
期
的
た
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
綱
は
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ

　
　
っ
た
。

　
　
　
一
、
戦
時
食
糠
増
産
推
遊
本
部
は
こ
れ
を
中
央
本
部
及
び
地
方
本
部
と
し
、
中
央
本
部
は
農
商
省
に
、
地
方
本
部
は
各
地
方
庁
に
置
く
も
の
と
す

　
　
　
二
、
中
央
本
部
長
は
農
商
大
臣
、
地
方
本
部
長
は
地
方
長
官
こ
れ
に
当
る
も
の
と
す

　
　
　
三
、
中
央
本
部
及
び
地
方
本
部
に
顧
間
及
び
参
与
を
置
き
団
体
関
係
者
及
び
民
問
有
識
者
に
こ
れ
を
委
嘱
す
る
も
の
と
す

　
　
　
四
、
増
産
推
進
上
中
央
本
部
は
技
術
指
導
の
機
動
化
及
び
畜
力
動
員
の
計
画
化
に
務
む
る
と
共
に
農
業
報
国
聯
盟
と
の
一
体
航
活
動
を
図
り
中
央

　
　
本
部
長
指
揮
の
下
に
農
業
報
国
聯
盟
の
結
集
す
る
農
業
労
務
の
組
織
的
、
機
動
的
運
営
を
た
す
も
の
と
す

　
　
　
五
、
関
係
各
庁
関
係
官
を
以
て
組
織
す
る
戦
時
食
糧
協
議
会
を
農
商
省
に
設
置
す
る
も
の
と
す

　
　
続
．
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）

（
１
０
）
　
前
掲
、
農
林
大
臣
官
房
総
務
課
『
農
林
行
政
史
』
策
二
巻
、

二
二
四
三
頁
。

五
二
　
　
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
農
業
生
産
機
構
戦
時
再
編
成
と
農
業
団
体

　
戦
時
産
業
合
理
化
は
、
基
底
的
生
産
関
係
の
動
揺
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
流
動
化
を
急
速
に
激
化
さ
せ
た
。
こ
の

よ
う
な
過
程
は
、
農
業
部
門
で
は
、
地
主
的
土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
た
生
産
力
の
停
滞
構
造
の
も
と
で
、
地
主
小
作
関
係
の
弛
緩
を

促
進
し
、
農
業
生
産
機
構
の
解
体
の
危
機
を
生
み
だ
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
業
生
産
機
構
の
再
編
．
補
強
過
程
は
、
地
主
小
作
関
係

の
弛
緩
に
よ
っ
て
解
体
し
た
農
業
労
働
編
成
体
系
の
再
編
成
過
程
と
し
て
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
主
小
作
関
係
の
縮
小
再
編
成

過
程
と
し
て
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
農
業
労
働
編
成
再
編
過
程
が
、
地
主
的
再
編
成
と
し
て
進
行
す
る

こ
と
に
お
い
て
、
農
村
の
末
端
組
織
を
如
何
に
再
編
成
し
、
統
括
し
て
行
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
農
業
共
同
作
業
や
勤
労
奉
仕
を

地
主
的
に
組
織
し
て
行
く
具
体
的
過
程
は
、
同
時
に
、
農
業
労
働
力
を
低
賃
銀
で
農
業
（
大
経
営
）
に
緊
縛
し
、
低
賃
銀
労
働
市
場
の

基
底
を
再
編
成
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
農
業
共
同
作
業
は
、
農
家
小
組
合
を
主
体
と
し
て
、
そ
の
統
制
下
に
実
行
的
な
単
位
と
し
て
班
組
織
を
つ
く
り
、
　
「
農
業

生
産
技
術
水
準
の
昂
揚
」
、
「
労
働
能
率
の
増
進
」
、
「
農
業
経
営
資
材
の
合
理
的
利
用
等
を
通
じ
て
の
農
業
生
産
力
の
顕
揚
」
の
た
め

の
末
端
組
織
た
ら
し
め
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
化
組
織
は
、
戦
時
食
糧
増
産
体
制
の
強
化
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
共
同
的
機
能
を
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

大
し
、
生
産
統
制
移
行
の
た
め
の
組
織
的
基
盤
を
形
成
し
た
。
農
業
生
産
統
制
令
は
、
下
部
統
制
機
構
と
し
て
、
こ
れ
ら
末
端
組
織

を
吸
収
す
る
媒
体
と
し
て
、
村
落
農
業
団
体
の
地
位
を
補
強
・
確
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
が
露
呈

し
て
く
る
過
程
は
、
同
時
に
農
業
共
同
作
業
の
破
産
す
る
過
程
で
も
あ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
、
食
糧
増
産
体
制
は
、
国
家
的
再
編



成
を
必
然
化
す
と
と
も
に
、
超
国
家
主
義
的
精
神
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
国
家
的
な
農
業
生

産
機
構
の
再
編
成
は
、
労
働
編
成
の
末
端
組
織
た
る
農
家
小
組
合
の
把
握
過
程
に
お
い
て
、
工
業
独
占
資
本
と
在
村
地
主
な
い
し
大

経
営
農
家
と
の
対
立
を
顕
在
化
し
、
こ
の
矛
盾
の
強
権
的
克
服
過
程
（
権
力
構
造
の
再
編
成
）
と
し
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
、
農
業
生
産
機
構
の
国
家
的
再
編
成
（
統
制
）
は
、
農
業
生
産
の
回
復
増
大
と
い
う
よ
り
は
、
権
力
構
造
の
再
編
成
（
農
業

生
産
関
係
の
危
機
）
の
間
題
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
村
落
農
業
団
体
の
実
行
的
単
位
た
る
農
家
小
組
合
の
性
格
と
、
そ
の

地
主
的
統
括
過
程
か
ら
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

　
農
業
共
同
作
業
の
実
行
的
末
端
組
織
は
、
そ
の
原
初
的
彬
態
と
し
て
は
、
本
家
分
家
関
係
に
よ
る
血
縁
的
共
同
作
業
や
、
と
き
に

耕
地
隣
接
に
よ
る
隣
保
的
共
同
作
業
の
組
織
と
し
て
の
、
慣
行
的
な
「
ユ
イ
」
に
ほ
か
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
作
業
組

織
た
る
「
ユ
ィ
」
も
、
実
際
に
は
、
地
主
小
作
関
係
に
規
定
さ
れ
た
身
分
的
隷
属
的
関
係
の
組
織
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と

え
ば
、
地
主
的
土
地
所
有
と
血
縁
的
身
分
的
関
係
が
強
固
に
結
合
し
て
、
村
落
内
秩
序
を
貫
徹
し
て
い
る
東
北
・
北
陸
型
村
落
組
成

と
、
商
品
経
済
の
影
響
が
強
く
、
大
土
地
所
有
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
血
縁
的
身
分
的
関
係
が
弛
緩
し
た
近
畿
型
の
村
落
組
成
と
で
は
、

農
家
小
組
合
の
基
本
的
性
格
が
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
主
的
土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
た
農
業
経
営
の
構
造
に
お
い
て
、

農
業
共
同
作
業
も
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
（
小
作
争
議
の
拡
大
）
を
契
機
と
し
た
農
家
小
組
合
の
成
立
も

　
　
　
（
２
）

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
業
へ
の
商
品
経
済
の
湊
透
の
激
し
い
地
帯
で
は
、
農
業
恐
慌
と
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
拡

大
に
よ
る
米
穀
以
外
の
農
産
物
市
場
の
拡
大
と
を
契
機
と
し
て
、
流
通
過
程
の
合
理
化
を
目
的
と
し
た
、
協
同
組
合
と
し
て
の
農
家

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

小
組
合
が
成
立
す
る
。
し
か
し
な
お
、
こ
の
よ
う
な
先
進
的
農
業
地
帯
に
お
い
て
も
、
遺
制
的
慣
行
を
実
行
し
た
共
同
作
業
が
残
存

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
耕
地
条
件
や
水
利
条
件
（
作
業
時
問
の
遅
速
、
作
付
方
法
、
作
付
品
種
の
分
化
な
ど
を
規
定
）
も
・

　
　
　
続
．
戦
時
労
働
巾
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
　
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
　
五
四
）

共
同
作
業
に
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
こ
う
し
た
条
件
も
、
基
本
的
に
は
土
地
所
有
関
係
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
寸
う

な
意
味
か
ら
し
て
も
、
農
業
共
同
作
業
編
成
は
地
主
的
土
地
所
有
と
そ
の
弛
緩
の
状
態
に
規
定
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
か
く
て
、
農

家
小
組
合
は
、
遺
制
的
慣
行
を
実
行
し
た
「
ユ
ィ
」
を
班
と
し
て
再
編
成
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
農
業
共
同
作
業
の
内
容
は
、
農
業
生
産
力
の
展
開
に
よ
っ
て
も
観
定
さ
れ
た
。
昭
和
初
期
か
ら
農
業
の
機
械
化
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

行
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
水
田
灌
概
に
お
け
る
共
同
灌
慨
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
共
同
籾
摺
た
ど
も
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
五

年
頃
か
ら
深
刻
化
し
た
労
働
力
不
足
に
お
い
て
、
一
九
三
八
年
に
始
る
「
農
業
共
同
作
業
運
動
」
の
推
進
を
契
機
と
し
、
苗
代
共
同

経
営
、
共
同
挿
秩
、
共
伺
除
草
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
段
階
で
、
農
業
共
同
作
業
が
直
接
的
生
産
過
程
の
広
範
な
範

囲
を
と
ら
え
た
こ
と
に
お
い
て
、
農
業
生
産
統
制
の
物
的
基
盤
が
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
農
業
団
体
の
統
制
機
構
上
の
地

位
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
農
業
共
同
作
業
の
拡
大
の
も
と
で
、
農
家
小
組
合
は
法
人
化
さ
れ
（
一
九
三
三
年
の
産
業
組
合
法
改
正
）
、
農
事
実
行
組
合
と
し
て
、

産
業
組
合
へ
の
団
体
加
入
が
認
め
ら
れ
た
。
　
こ
こ
に
、
農
業
危
機
を
契
機
と
し
て
、
農
村
の
最
末
端
組
織
（
共
同
作
業
組
織
た
る
班
）

を
産
業
組
合
に
連
結
し
、
統
制
機
構
と
し
て
、
農
業
の
末
端
を
も
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う

な
過
程
は
、
一
九
三
二
年
以
降
の
農
村
経
済
更
生
運
動
と
し
て
展
開
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
統
制
機
構
は
、
同
時
に
勤
労
主
義
に

よ
る
追
加
労
働
強
制
機
構
た
る
内
容
を
も
っ
た
。
農
家
小
組
合
が
、
本
来
的
に
は
私
的
「
手
労
働
」
の
補
足
た
る
共
同
作
業
組
織
た

る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
れ
が
産
業
組
合
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
商
業
利
潤
の
排
除
と
い
う
よ
り
は
、
基
本
的
に
は
、
国

家
に
よ
る
農
業
労
働
力
の
動
員
機
構
の
整
備
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
こ
の
よ
う
た
農
家
小
組
合
の
再
編
成
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。



農
事
実
行
組
合
即
共
同
作
業
組
合
組
織
表

　
　
（
熊
本
県
鹿
本
郡
千
田
村
奥
永
農
事
実
行
組
合
）

正
・
副

組
合
長

－
生
産
部
長
１

－
経
済
部
長
－

１
教
化
部
長
１

１
米
作
、
麦
作
、

－
蚕
業
、
畜
産
、

共
同
苗
代
、
採
種
圃
、

副
業
、
養
鶏
、

１
共
同
販
売
、
共
同
購
入
、

１
貯
金
、
金
融
、

各
係
長
自
給
肥
各
係
長

農
業
倉
庫
各
係
長

農
業
保
険
、
各
係
長

－
託
児
所
、
簿
記
、

１
青
年
、
婦
人
係
長
納
税
、
研
究
、

記
録
、

出
欠
各
係
長

－
第
一
班

１
第
二
班

１
窒
二
班

１
箪
四
班

１
第
五
班

１
第
六
班

六
戸
工
葺
一
組

　
　
　
一
二
組

六
戸
－
「
一
組

　
　
　
－
二
組

五
戸
－
「
一
一
む

六
戸
－

六
戸
１

六
戸
１

１
一
組

－
二
組

－
一
組

－
二
組

－
一
組

－
二
組

三
戸

三
戸

三
戸

三
戸

二
戸

三
戸

三
戸

三
戸

三
戸

三
戸

三
戸

三
戸

　
組
合
長
は
、
東
北
・
北
陸
型
村
落
組
成
で
は
地
主
層
が
、
近
畿
型
村
落
組
成
で
は
耕
地
一
町
以
上
の
自
小
作
層
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ

に
な
わ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
農
家
小
組
合
の
こ
の
よ
う
な
編
成
の
も
と
で
、
農
業
共
同
作
業
が
、
経
営
規
模
の
格
差
に
お
い
て
、
出
役
超
過
と
受

役
超
過
農
家
を
固
定
的
に
－
生
む
。
こ
の
ば
あ
い
、
班
が
「
ユ
イ
」
伸
問
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
精
算
し
な
い
の
が
建

　
　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
　
五
六
）

前
で
、
通
常
は
、
適
当
に
作
物
を
供
与
す
る
か
、
当
目
の
響
応
に
よ
っ
て
済
さ
れ
て
き
た
。
賃
銀
計
算
が
な
さ
れ
る
ば
あ
い
（
主
と

し
て
田
植
）
で
も
、
雇
用
者
賃
銀
と
は
単
価
が
異
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
単
価
の
低
さ
の
中
に
、
遺
制
的
慣
行
の
曳
行
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
力
不
足
が
一
般
化
し
、
農
業
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、
共
同
作
業
の
拡
大
と
と
も
に
、

賃
銀
計
算
に
お
げ
る
こ
の
不
備
が
、
農
村
で
の
兼
業
種
類
転
換
（
工
場
賃
労
働
老
化
）
機
会
の
増
加
の
中
で
、
労
力
移
動
調
整
を
困
難

な
ら
し
め
た
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
、
作
業
班
と
作
業
圃
場
と
の
関
係
か
ら
も
、
　
「
ユ
イ
」
に
基
礎
を
お
く
労
力
調
整
は
、
共
同
作
業

の
賃
銀
精
算
を
複
雑
な
も
の
に
し
た
。
し
か
も
、
賃
銀
精
算
の
複
雑
さ
は
、
雇
用
賃
銀
と
精
算
賃
銀
の
単
価
の
違
い
で
、
一
層
複
雑

　
　
　
　
　
　
（
６
）

な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
共
同
作
業
の
労
働
編
成
は
、
さ
ら
に
一
段
進
ん
だ
彩
態
と
し
て
、
組
合
が
作
業
を
請
負
い
、
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

員
を
賃
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
、
作
業
せ
し
め
、
作
業
班
と
作
業
圃
場
の
関
係
を
た
ち
切
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
共

同
作
業
の
組
織
は
、
協
定
賃
銀
の
維
持
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
も
っ
た
。
そ
の
点
で
、
班
よ
り
も
実
行
組
合
に
よ
る
共
同
作
業
が
、

一
段
と
、
農
業
賃
銀
抑
制
に
と
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
共
同
作
業
編
成
の
強
化
に
よ
る
農
事
実
行
組
合
の
権
限
が
強

化
さ
れ
、
農
事
実
行
組
合
が
直
接
農
業
労
働
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
機
構
の
維
持
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、
賃
銀
精
算
は
単
純
化
さ
れ
、
協
定
賃
銀
が
公
定
賃
銀
へ
移
行
す
る
条
件
も
形
成
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
勤
労
奉
仕
と
援
農
動
員
に
よ
っ
て
始
っ
た
農
業
労
働
力
対
策
は
、
一
九
三
九
年
か
ら
、
共
同
作
業
を
軸
と
す
る
労
力
調
整
と
し
て

本
格
的
な
展
開
を
み
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
共
同
作
業
は
、
農
村
余
剰
労
働
力
の
賃
労
働
者
化
を
促
進
し
た
が
、
こ
の
共
同
作
業
の

内
容
が
、
共
同
採
種
圃
（
品
種
統
一
）
、
病
虫
害
共
同
防
除
な
ど
「
裸
の
手
労
働
」
の
補
足
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
農

業
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
を
解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
共
同
作
業
の
強
化
が
、
肥
料
消
費
調
整
、
農
業
技
術
の
高
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会
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ユ
　
２
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考備

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）

度
化
、
耕
種
改
善
、
作
業
の
一
斉
実
施
な
ど
の
過
程
と
し
て
展
開
し
た

こ
と
か
ら
し
て
、
農
業
労
働
力
の
国
家
動
員
は
、
農
業
に
お
げ
る
生
産

の
国
家
統
制
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
村
落
農
業
団
体

の
役
割
も
、
労
力
調
整
か
ら
農
業
生
産
統
制
と
し
て
の
労
働
力
動
員
の

た
め
の
機
構
へ
と
変
化
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
農
業
団
体
の
統
制
権

限
が
、
国
家
機
構
の
中
に
統
括
さ
れ
、
強
化
さ
れ
た
。

　
農
業
団
体
が
、
国
家
統
制
機
構
に
統
括
さ
れ
る
具
体
的
過
程
は
、
一

九
三
三
年
の
産
業
組
合
法
改
正
で
の
農
家
小
組
合
の
法
人
化
（
農
事
実

　
　
　
　
　
　
（
８
）

行
組
合
）
に
始
る
。
つ
い
で
農
会
法
改
正
（
一
九
四
〇
年
四
月
五
日
法
律
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

九
九
号
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
農
事
実
行
組
合
や
農
家
小
組
合
な
ど
の
、

勅
令
で
定
め
ら
れ
た
一
般
的
目
的
の
村
落
農
業
団
体
が
、
市
町
村
農
会

に
加
入
す
る
こ
と
を
認
め
た
（
第
三
ハ
条
の
２
）
こ
と
で
、
未
端
組
織
の

機
構
的
把
握
が
可
能
に
た
っ
た
。
こ
う
し
て
農
会
に
よ
る
農
民
把
握
は

急
速
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
附
表
３
８
）
。

　
さ
ら
に
。
、
統
制
が
生
産
統
制
と
し
て
の
段
階
に
入
る
と
、
統
制
機
構

の
整
備
（
農
家
小
組
合
な
ど
末
端
組
織
の
二
兀
的
把
握
強
化
）
の
た
め
の
、

農
業
団
体
の
統
合
問
題
が
起
っ
た
。
こ
の
統
制
機
構
の
整
備
が
、
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
五
七
）
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五
八
　
（
　
五
八
）

組
合
の
「
大
衆
化
」
（
貧
農
包
摂
）
に
よ
る
生
産
統
制
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
は
、
戦
時
食
糧
増
産
が
、
農
業
生
産
力
統
制
と
し
て
進

行
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
、
農
業
生
産
機
構
の
矛
盾
ハ
地
主
小
作
関
係
の
動
揺
）
を
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
産
業
組
合
の
「
大
衆
化
」
過
程
で
、
産
業
組
合
が
中
農
上
層
、
自
作
農
中
堅
の
分
解
を
阻
止
し
、
半
封
建
的
農

業
の
堅
持
を
は
か
ろ
う
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
貧
農
の
参
加
が
半
封
建
的
生
産
関
係
の
基
本
的
敵
対
関
係
の
矛
盾
の
激
化
を
も
た

　
　
（
１
０
）

ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
統
制
が
一
層
強
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
農
業
団
体
の
統
合
は
、
国
家
統
制
の
こ
の
よ
う
な

強
化
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
農
業
団
体
の
統
合
に
お
い
て
、
系
統
農
会
を
通
じ
て
の
農
家
小
組
合
の
地
主
的
支
配
強
化
過
程
は
、
必
然
的
に
、
産
業
組
合
に
よ

る
独
占
資
本
の
農
家
支
配
と
の
摩
擦
を
生
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
齢
時
食
糧
増
産
に
お
け
る
農
業
生
産
力
統
制
は
、
こ
の
摩
擦
克
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

（
統
制
機
構
整
備
）
を
必
要
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
央
農
業
協
力
会
が
発
足
し
、
農
業
団
体
法
（
一
九
四
三
年
三
月
一
〇
日
法
律
第
四
六

号
）
は
制
定
を
み
た
。
こ
こ
に
、
農
業
会
は
法
人
化
さ
れ
、
中
央
、
地
方
農
業
会
と
全
国
農
業
経
済
会
に
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
九
四
三
年
に
は
、
中
央
農
業
会
と
全
国
農
業
経
済
会
が
発
足
し
、
系
統
農
会
の
運
動
上
の
主
体
が
否
定
さ
れ
、
ま
た
、
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

組
合
の
自
主
性
も
否
定
さ
れ
て
、
官
製
の
農
業
統
制
執
行
機
関
に
変
質
し
た
。
こ
の
よ
う
な
段
階
を
へ
て
、
一
九
四
五
年
に
は
、
戦

時
農
業
団
法
（
一
九
四
五
年
七
月
七
日
勅
令
四
〇
五
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
戦
時
農
業
団
は
、
法
制
定
の
前
に
、
制
定
を
見
こ
し
て

実
際
に
発
足
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
、
指
揮
監
督
組
織
（
中
央
農
業
会
）
と
実
施
組
織
（
全
国
農
業
経
済
会
）
が
一
元
化
さ
れ
、
戦
時
農

業
団
、
都
道
府
県
農
業
会
、
市
町
村
農
業
会
と
い
う
統
制
機
構
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
内
務
省
の
地
方
事
務
所
設
置
に
補
完
さ
れ

て
、
農
業
統
制
機
構
は
農
村
統
制
機
構
と
し
て
、
一
層
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
的
性
格
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
構
に
よ
っ
て
、
戦
時

食
糧
増
産
は
精
神
運
動
と
し
て
強
行
さ
れ
、
戦
時
下
の
植
民
地
的
強
制
労
働
を
補
完
す
る
農
業
で
の
強
制
労
働
体
系
を
完
成
し
た
の
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史
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）
　
）

１
　
２
　
３
　
４
　
５
　
６

考備

続
・
戦
時
労
働
市
場
に
。
関
す
る
研
究
（
三
好
）

で
あ
る
。（

１
）
　
安
田
誠
三
『
農
業
統
制
と
協
同
化
』
一
九
三
七
年
、

　
　
白
揚
杜
、
九
九
－
一
〇
〇
頁
。

（
２
）
　
農
業
に
お
け
る
商
品
経
済
の
湊
透
の
激
し
い
地
帯
で

　
　
は
、
小
作
運
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
岡
山
県
都
窪
郡

　
　
帯
江
村
中
野
で
は
、
中
野
農
家
組
合
の
前
身
た
る
「
振

　
　
農
会
」
は
、
一
九
二
三
年
の
阜
魅
時
の
上
納
米
に
か
ん

　
　
す
る
小
作
争
議
で
、
地
主
の
土
地
取
り
あ
げ
に
た
い
し
、

　
　
農
民
組
合
に
加
盟
し
て
対
抗
し
た
が
、
村
長
・
農
区
長

　
　
の
調
停
で
争
議
が
解
決
し
た
さ
い
に
、
農
民
組
合
を
脱

　
　
退
し
て
組
織
さ
れ
た
（
帝
国
農
会
『
労
力
調
整
よ
り
観

　
　
た
る
部
落
農
業
団
体
の
分
析
』
一
九
四
一
年
、
二
二
三

　
　
－
四
頁
）
。
　
そ
れ
は
、
農
家
小
組
合
の
協
同
組
合
的
編

　
　
成
を
意
味
し
た
。

（
３
）
　
井
上
晴
丸
氏
は
、
農
家
小
組
合
の
戦
前
に
お
げ
る
編

　
　
成
過
程
を
三
期
に
区
分
さ
れ
る
。

　
　
　
箪
一
の
編
成
過
程
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
始
り
、
大

　
　
正
中
期
に
い
た
る
問
の
、
地
主
的
増
産
政
策
に
沿
っ
て

　
　
の
編
成
。

　
　
　
第
二
の
編
成
過
程
で
は
、
そ
の
地
主
的
編
成
と
相
関

　
　
し
て
、
商
人
資
本
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
主
に
よ
る

　
　
流
通
編
成
と
し
て
の
協
同
化
が
、
産
業
組
合
に
よ
ら
な

　
　
い
で
、
そ
の
残
存
都
分
に
つ
い
て
進
行
し
た
。

五
九
　
（
五
九
）
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六
〇
（
六
〇
）

　
　
　
　
第
三
の
編
成
過
程
は
、
一
般
的
危
機
過
程
に
お
げ
る
農
業
危
機
の
急
迫
化
で
の
、
農
村
経
済
更
生
運
動
に
よ
る
農
村
組
織
化
の
下
部
組
織
と
し
て
、

　
　
　
村
落
共
同
体
の
温
存
の
た
め
に
、
強
権
的
に
編
成
さ
れ
る
（
井
上
晴
丸
『
目
本
協
同
組
合
論
－
理
論
と
史
的
分
析
１
』
一
九
四
九
年
研
進
杜
、

　
　
　
二
六
三
－
四
頁
参
照
）
。

．
（
４
）
　
組
合
の
事
業
的
性
格
の
変
化
を
、
施
設
設
置
年
代
に
よ
っ
て
う
か
が
う
と
、
熊
本
県
鹿
本
郡
千
田
村
奥
永
農
業
実
行
組
合
で
は
、
一
九
三
三
年
ラ

　
　
　
ミ
ｉ
脱
皮
機
、
一
九
三
四
年
籾
摺
機
、
麦
摺
機
、
脱
穀
機
、
四
馬
力
発
動
機
、
一
九
三
五
年
共
同
作
業
場
、
農
業
倉
庫
（
五
二
坪
）
、
一
九
三
六
年
共

　
　
　
同
作
業
組
合
設
立
、
共
同
荷
代
、
共
同
播
種
圃
、
共
同
炊
事
、
一
九
四
〇
年
製
縄
、
製
莚
、
製
俵
機
具
が
所
持
さ
れ
た
（
前
掲
、
帝
国
農
会
『
労
力

　
　
　
調
整
よ
り
観
た
る
部
落
農
業
団
体
の
分
析
』
三
三
六
頁
）
。
　
こ
の
施
設
設
置
の
過
程
は
、
農
業
機
械
化
の
時
期
と
段
階
お
よ
び
労
力
調
整
の
時
期
を

　
　
　
し
め
し
て
い
る
。

　
（
５
）
　
前
掲
、
帝
国
農
会
『
労
力
調
整
よ
り
観
た
る
部
落
農
業
団
体
の
分
析
』
三
三
七
頁
。

　
（
６
）
　
前
掲
、
帝
国
農
会
『
労
力
調
整
よ
り
観
た
る
部
落
農
業
団
体
の
分
析
』
三
四
一
－
三
頁
。

　
（
７
）
　
滋
賀
県
栗
太
郡
大
宝
村
小
平
井
農
業
組
合
で
は
、
村
落
秩
序
が
耕
作
地
な
ら
び
に
貸
付
地
面
積
の
大
小
に
基
礎
を
お
い
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
作

　
　
　
業
班
と
作
業
圃
場
と
は
原
則
的
に
は
関
係
た
く
、
遺
制
的
な
「
ユ
イ
」
に
も
と
づ
く
共
同
作
業
や
作
業
企
劃
を
作
業
者
に
委
ね
た
共
同
作
業
と
は
違

　
　
　
っ
て
い
た
（
前
掲
、
帝
国
農
会
『
労
力
調
整
よ
り
観
た
る
部
落
農
業
団
体
の
分
析
』
ニ
ハ
ニ
頁
）
。

　
（
８
）
　
農
家
小
組
合
の
組
織
化
の
状
況
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
表
参
照
）
。

　
（
９
）
　
一
九
四
〇
年
一
月
の
、
米
内
内
閣
の
第
七
五
議
会
で
の
税
制
改
正
は
、
地
方
・
中
央
の
負
担
の
均
等
化
で
純
増
八
億
の
蛸
収
を
は
か
り
な
が
ら
、

　
　
　
地
方
税
三
億
円
の
減
税
に
ょ
っ
て
、
農
家
の
租
税
負
担
に
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
。
こ
こ
に
１
、
系
統
農
会
の
多
年
の
運
動
は
、
や
っ
と
結
実
す
る
こ
と

　
　
　
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
議
会
で
の
農
会
法
の
第
三
次
改
正
に
よ
っ
て
、
以
後
系
統
農
会
の
運
動
は
、
統
制
機
構
の
整
備
と
村
落
農
業
団
体
整
備
の
方

　
　
　
向
に
向
う
こ
と
と
な
っ
た
（
系
統
農
会
史
編
纂
会
『
帝
国
農
会
を
中
心
と
し
た
系
統
農
会
の
農
政
運
動
史
」
資
料
第
五
号
、
九
三
－
四
頁
）
。

　
（
１
０
）
　
前
掲
、
井
上
晴
丸
『
日
本
協
同
組
合
論
－
理
論
と
史
的
分
析
１
』
、
二
九
三
－
四
頁
。

（
ｕ
）
　
中
央
農
業
協
力
会
（
一
九
四
一
年
四
月
一
八
日
結
成
）
は
、
農
業
団
体
法
の
第
七
六
議
会
不
提
出
が
き
ま
る
と
、
食
糧
増
産
の
協
同
的
展
開
を
は

　
　
　
か
る
目
的
で
、
帝
国
農
会
、
産
業
組
合
中
央
会
、
全
国
購
買
販
売
組
合
聯
合
会
、
帝
国
畜
産
会
、
全
国
養
蚕
組
合
聯
合
会
、
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
、

　
　
　
産
業
組
合
中
央
金
庫
の
七
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。

（
１
２
）
　
前
掲
、
系
統
農
会
史
編
纂
会
『
帝
国
農
会
を
中
心
と
し
た
系
統
農
会
の
農
政
運
動
史
』
、
九
八
－
九
頁
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
工
場
地
方
分
散
と
労
務
配
置

　
昭
和
初
頭
の
農
業
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
更
生
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
更
生
運
動
は
、
農
林
省
指
導
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

る
前
に
、
農
会
に
よ
る
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
更
生
運
動
の
進
捗
状
況
に
っ
い
て
も
、
近
畿
型
農
村
と
東
北
型
農
村
と
で
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
た
。
近
畿

型
農
村
で
は
、
実
施
計
画
は
か
な
り
進
捗
し
、
土
地
所
有
関
係
の
若
干
の
変
化
の
中
で
、
契
約
・
実
納
小
作
料
問
の
ひ
ら
き
の
解
消

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
　
「
労
力
残
津
」
を
拾
い
集
め
て
、
手
問
仕
事
が
農
業
経
営
に
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
，
、
農
業
経
営
に
お

げ
る
雇
用
労
働
力
雇
用
機
会
も
増
加
し
た
。
そ
の
ぽ
か
、
共
同
施
設
や
農
道
改
修
な
ど
の
投
資
も
比
較
的
進
ん
だ
と
い
え
る
。
こ
れ

に
た
い
し
、
東
北
型
農
村
で
は
、
土
地
所
有
関
係
、
耕
作
関
係
、
小
作
関
係
は
変
動
な
く
、
水
利
改
善
な
ど
の
投
資
も
計
画
実
施
は

困
難
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
雇
用
労
働
力
の
排
除
と
白
家
労
働
強
化
中
心
の
更
生
運
動
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
更
生
運
動
が
、
土
地
所
有
関
係
に
ふ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
補
強
（
小
作
実
収
納
の
確
保
）
で
し
か
な
い
か
ぎ

り
、
農
村
労
働
力
の
農
外
流
出
は
さ
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
経
済
更
生
運
動
と
し
て
は
、
産
業
組
合
組
織
化
の
み
が
進
捗
し
、
こ
の
産

業
組
合
活
動
が
、
農
産
物
や
農
業
資
材
の
流
通
過
程
を
把
握
し
え
た
と
し
て
も
、
農
産
物
、
農
業
資
材
の
統
制
が
お
こ
た
わ
れ
る
や
、

そ
れ
は
た
だ
、
農
業
労
働
の
追
加
労
働
動
員
機
構
に
転
化
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
経
済
更
生
運
動
が
、
精
神
運
動
と
一
体
化
し
な
が
ら
、
農
民
の
追
加
労
働
に
よ
る
「
自
力
更
生
」
運
動
で

あ
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
農
家
副
業
の
拡
大
を
生
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
ぼ
あ
い
の
、
一
っ
の
特
徴
的
性
格
を
示
す
も

の
と
し
て
農
村
工
業
、
と
り
わ
げ
機
械
工
業
の
農
村
進
出
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
農
村
工
業
は
、
戦
時
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二
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下
資
材
、
生
産
統
制
が
展
開
す
る
た
か
で
、
自
然
休
止
状
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
時
産
業
合
理
化
過
程
が
労
働
市
場
を
強
権
的

に
拡
大
し
、
労
働
力
移
動
と
都
市
（
大
工
業
地
帯
）
集
中
を
結
果
し
た
。
し
か
も
、
財
閥
・
巨
大
独
占
資
本
を
軸
と
し
た
生
産
力
構
造

は
、
軍
需
工
場
の
周
辺
に
多
数
の
協
力
工
場
を
ひ
き
っ
け
、
巨
大
な
産
業
都
市
を
出
現
さ
せ
た
。
こ
こ
に
、
戦
時
都
市
間
題
が
軍
事

的
性
格
に
規
定
さ
れ
る
条
件
を
発
生
さ
せ
た
。

　
そ
こ
で
、
一
九
四
〇
年
に
は
、
陸
軍
省
は
、
「
軍
需
工
業
指
導
要
綱
」
（
一
九
四
〇
年
三
月
一
五
日
陸
密
第
四
四
二
号
）
を
令
達
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
要
綱
の
主
旨
は
、
四
月
一
三
目
の
軍
需
動
員
東
京
地
方
協
議
会
に
お
い
て
、
軍
需
動
員
部
隊
か
ら
主
な
当
業
者
に
通

達
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
資
料
的
に
困
難
だ
が
、
ほ
ぽ
っ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
軍
需
工
業
の
配
置
は
一
般
立
地
条
件
の
外
、
特
に
作
戦
上
、
国
防
上
、
杜
会
及
人
口
政
策
上
の
要
求
並
に
災
害
局
限
の
必
要

を
顧
慮
し
て
、
其
の
大
陸
進
出
と
地
方
分
布
と
を
図
る
。
之
が
為
新
規
計
画
工
場
を
努
め
て
大
陸
に
進
出
せ
し
め
る
と
共
に
、
内
地

に
お
い
て
京
浜
、
阪
神
地
方
の
如
き
大
都
市
区
域
に
は
努
め
て
現
在
以
上
に
工
場
の
増
加
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
労
務
者
を
し
て
出

来
得
る
限
り
其
の
郷
土
に
お
い
て
生
産
に
従
事
せ
し
め
る
。
又
戦
時
に
お
げ
る
工
業
輸
送
に
支
障
な
か
ら
し
め
る
為
必
要
た
る
地
帯

の
工
業
立
地
条
件
を
改
善
す
る
目
的
を
以
て
、
水
路
、
港
湾
、
自
動
車
道
路
の
建
設
修
築
を
促
進
す
る
等
輸
送
体
系
を
確
立
整
備
す

（
１
）
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
工
場
地
方
分
散
の
方
針
は
、
一
九
四
〇
年
の
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
（
一
九
四
〇
年
九

月
二
四
目
閣
議
決
定
）
以
降
急
速
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
展
開
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
軍
事
的
要

請
に
よ
る
「
過
大
都
市
疎
開
」
の
た
め
の
、
工
場
の
挽
制
地
域
設
定
（
一
九
四
一
年
四
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
挽
制
地
域
設
定
に
よ
っ

て
、
工
場
配
置
揚
制
は
始
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
工
業
規
制
地
域
及
び
建
設
地
域
に
関
す
る
暫
定
措
置
要
綱
」
（
一
九
四
二

年
六
月
三
日
閣
議
決
定
）
は
、
四
大
工
業
地
域
に
は
原
則
と
し
て
工
場
の
新
増
設
を
認
め
ず
、
た
だ
例
外
と
し
て
、
金
属
、
機
械
器
具
、



ま
た
は
軍
需
充
足
上
必
要
な
化
学
工
業
に
っ
い
て
、
既
存
の
設
備
を
能
率
的
に
利
用
せ
し
め
る
た
め
、
特
に
拡
充
の
必
要
が
あ
る
ば

あ
い
や
、
既
設
の
企
業
と
分
離
し
て
は
軍
需
生
産
の
拡
充
が
困
難
な
ば
あ
い
の
ほ
か
、
防
空
上
支
障
の
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
、

こ
れ
を
認
め
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
規
制
も
、
法
的
根
拠
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
暫
定
的
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
か
か
る
措
置
は
、
　
「
目
満
支
計
画
」
（
「
大
東
亜
計
画
」
）
や
「
中
央
計
画
」
（
「
国
土
計
画
」
）
な
ど
の
総
合
計
画
の

一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
戦
時
下
に
お
け
る
非
常
措
置
や
臨
時
措
置
が
具
体
化
し
、
累
積
す
る
な
か
で
、
そ
の
総
合
化
の
・

要
請
が
必
然
的
に
お
こ
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
そ
れ
は
、
総
合
計
画
策
定
の
方
向
に
む
か
わ
し
め
た
。
し
か
も
、
こ
の
総
合
計
画
は
、

戦
時
生
産
増
強
が
生
産
統
制
と
し
て
実
施
さ
れ
る
過
程
で
は
、
っ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
人
口
（
労
働
力
）
、
土
地
、
水
な
ど
の
問
題
に
ゆ

き
っ
か
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
総
合
計
画
は
国
土
計
画
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
戦
時
下
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
国
土
計
画
は
、
基
本
的
に
は
、
高
度
国
防
国
家
建
設
計
画
で
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に

は
、
　
「
民
族
の
増
強
、
国
土
防
衛
の
強
化
、
軍
需
生
産
の
拡
充
、
食
糧
確
保
・
充
実
、
文
化
向
上
」
な
ど
を
目
標
と
し
た
。
こ
の
国

土
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
地
や
農
業
労
働
力
に
１
っ
い
て
の
統
制
（
臨
時
農
地
管
理
令
や
農
業
生
産
統
制
令
た
ど
に
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
統
制
）
が
、
高
度
国
防
国
家
の
視
点
か
ら
「
よ
り
積
極
的
に
広
く
総
合
的
に
」
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

一
九
四
一
年
秋
の
、
内
務
省
官
制
改
変
に
よ
っ
て
、
地
方
計
画
は
官
制
上
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
か
る
地
方
計
画
に
お

げ
る
主
要
な
内
容
の
一
っ
と
し
て
、
農
工
調
整
が
組
み
こ
ま
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
農
工
調
整
は
、
工
場
配
置
計
画
Ｈ
労
務
配
置

計
画
に
規
定
さ
れ
て
、
農
業
生
産
統
制
に
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
工
場
地
方
分
散
は
、
土
地
、
労
力
、
生
活
の
三
側
面
に
お
い
て
問
題
を
生
ぜ
し
め
た
。
○
ｏ
土
地
に
つ
い
て
は
、
工
場

の
立
地
条
件
は
農
業
の
立
地
条
件
と
競
合
し
、
良
地
、
良
田
の
潰
廃
を
き
た
し
、
ま
た
、
灌
激
用
水
と
工
業
用
水
と
の
競
合
を
ひ
き
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お
こ
し
た
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
工
場
敷
地
の
み
で
な
く
、
工
員
住
宅
そ
の
他
厚
生
施
設
の
た
め
の
敷
地
の
確
保
や
、
地
価
の
関
係

か
ら
、
や
や
も
す
る
と
区
割
整
地
外
の
農
地
ま
で
が
、
ま
た
必
要
以
上
の
耕
地
が
潰
廃
さ
れ
る
こ
と
さ
え
お
こ
っ
た
。
の
労
働
力
に

つ
い
て
は
、
通
勤
圏
内
で
は
職
工
農
家
が
増
大
し
、
通
勤
圏
外
で
は
離
農
移
動
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
地
主
的
土
地
所
有
に
規
定

さ
れ
た
農
業
生
産
機
構
の
崩
壊
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
し
、
結
果
的
に
は
、
農
村
人
口
構
成
に
著
し
い
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

ゆ
農
業
生
産
機
構
崩
壊
の
危
機
に
お
け
る
労
働
市
場
拡
大
過
程
に
お
い
て
、
　
「
隣
保
相
助
」
の
慣
習
を
破
壊
し
、
村
の
構
造
、
性
格

を
か
え
て
ゆ
く
こ
と
が
、
農
業
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
一
農
民
、
農
家
、
農
村
と
い
う
見
地
か
ら
み
て
、
大
き
な
問
題
と
し
て
と
ら
え

　
　
（
４
）

ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
工
場
の
地
方
分
散
は
、
四
大
工
業
地
帯
を
の
ぞ
く
地
方
工
業
都
市
へ
の
分
散
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
方
工
業
都
市
へ
の

労
働
力
の
流
入
・
集
中
が
、
そ
こ
に
住
宅
間
題
や
通
勤
（
交
通
）
間
題
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
工
業
都
市
を

軸
と
し
た
農
工
調
整
こ
そ
、
そ
こ
で
の
都
市
間
題
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
労
働
力
移
動
調
整
が
、
住

宅
、
通
勤
間
題
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
農
工
調
整
間
題
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
統
制
（
労
務

配
置
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
都
市
間
題
に
お
い
て
、
労
働
場
所
選
択
や
労
働
場
所
移
動
の
自
由
が
制
限
な
い
し
否
定
さ
れ
る
労

働
配
置
に
と
も
な
う
都
市
間
題
は
、
国
土
計
画
の
一
環
と
し
て
、
具
体
的
に
は
地
方
計
画
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
日
本
資
本
主
義
生
産
機
構
の
強
権
的
再
編
成
は
、
全
体
的
・
総
合
的
計
画
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
再
編
成
が
、
こ
の
よ

う
な
全
体
的
・
総
合
的
計
画
を
要
請
す
る
こ
と
の
中
に
、
そ
の
危
機
的
状
況
（
強
権
的
再
編
成
と
そ
の
破
産
）
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
全
体
的
、
総
合
的
な
国
土
計
画
は
、
生
産
諾
力
の
適
正
配
置
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
必
然
的
に
生
産
関
係

の
具
体
的
諾
移
態
に
ふ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
に
こ
そ
、
こ
の
国
土
計
画
の
危
機
的
性
格
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。



（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
職
史
室
『
陸
軍
軍
需
動
員
』
似
実
施
編
一
九
七
〇
年
、
朝
雲
新
聞
杜
、
三
四
八
－
九
頁
。

協
調
会
『
農
工
調
整
間
題
（
立
地
）
』
一
九
四
四
年
、
ニ
ハ
頁
。

前
掲
、
協
調
会
『
農
工
調
整
間
題
（
立
地
）
』
一
七
頁
。

前
掲
、
協
調
会
『
農
工
調
整
間
題
（
立
地
）
』
九
－
一
一
頁
。

四
　
結

語

　
戦
時
労
働
市
場
論
の
展
開
と
し
て
、
土
地
所
有
制
に
規
定
さ
れ
た
生
産
機
構
の
弛
緩
．
崩
壊
の
危
機
過
程
に
お
け
る
労
働
市
場
の

拡
大
に
っ
い
て
論
じ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
ｏ
ｏ
農
業
に
お
げ
る
資
本
主
義
浸
透
過
程
が
、
農
業
賃
労
働
者
化
の
促
進
（
遺

制
的
労
働
慣
行
の
弛
緩
と
崩
壊
）
を
う
な
が
し
、
こ
の
農
業
賃
労
働
者
析
出
過
程
が
、
都
市
旦
雇
、
都
市
工
業
労
働
者
の
低
賃
銀
労
働

と
し
て
の
連
関
を
形
成
し
た
こ
と
、
の
地
主
的
土
地
所
有
制
に
規
定
さ
れ
た
農
業
生
産
機
構
の
動
揺
を
、
地
主
小
作
関
係
の
縮
小
再

編
成
を
強
権
的
に
お
こ
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
制
的
労
働
慣
行
の
縮
小
再
編
成
（
「
近
代
化
」
）
を
は
か
り
、
低
賃
銀
基
底
を
維
持
し
、

賃
銀
統
制
の
基
盤
を
確
保
し
た
こ
と
の
解
明
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
本
稿
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
た
分
析
は
、
前
稿
「
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
」
に
た
い
し
て
は
、
細
部
詳
説
で
あ
る
と
と
も
に
、

労
働
市
場
拡
大
に
お
げ
る
も
っ
と
も
基
底
的
関
係
（
地
主
的
土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
た
生
産
関
係
の
具
体
的
諸
形
態
の
動
揺
）
の
分
析
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
生
産
関
係
（
動
揺
）
を
軸
に
し
て
、
生
産
機
構
の
変
動
（
産
業
合
理
化
）
過
程
に
お
げ
る
労
働
市
場
の
成

熟
と
拡
大
を
、
日
本
資
本
主
義
の
歴
史
的
事
実
関
係
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
方
法
を
現
代
労
働
市
場
論
の
方

法
に
。
対
置
し
、
そ
の
批
判
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
本
稿
の
意
図
に
ふ
く
ま
れ
る
。

　
本
稿
に
お
げ
る
、
戦
時
労
働
市
場
の
分
析
は
、
基
底
的
関
係
に
お
け
る
分
析
と
、
そ
の
国
家
に
よ
る
強
権
的
再
編
過
程
で
の
権
力

　
　
　
続
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
　
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
　
六
六
）

関
係
に
塊
定
さ
れ
た
労
働
市
場
の
把
握
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
市
場
論
の
確
立
の
手
が
か
り
を
っ

か
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
お
、
戦
時
労
働
市
場
論
と
し
て
は
、
都
市
旦
雇
の
分
析
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
都
市
旦
履
の
分
析
は
、
０
Ｄ
農
業
旦
雇
、

都
市
労
働
者
と
の
連
関
に
お
い
て
、
労
働
市
場
分
析
に
か
か
せ
な
い
し
、
の
そ
の
連
関
の
分
析
は
、
低
賃
銀
労
働
機
構
分
析
と
し
て

か
か
せ
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
ひ
機
構
的
分
析
に
お
い
て
、
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
的
法
則
と
し
て
の
把
握
を
可
能
に
す

る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
る
。
そ
の
理
論
的
展
開
に
っ
い
て
は
、
別
稿
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
た
い
。

　
さ
ら
に
、
戦
時
労
働
市
場
の
か
か
る
分
析
に
よ
っ
て
、
っ
ぎ
の
賃
銀
統
制
論
展
開
の
基
礎
が
お
か
れ
た
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
・
六
・
一
八
脱
稿
）


